
ナヴァーイ~(ミール@アリーシール)の社会観
叫bubal-qulub第1章日本語訳(付.ロ}マ字転写校訂テキスト)

久保一之

はじめに

も名高いトルコ詩人ナヴァーイー(筆名NavayI: 1441-1501)は，チャガタ

イ・トルコ文学1)すなわち中央アジアのトルコ古典文学を確立したばかりでなく，

ティムール朝スルターン・ブサイン・ミールザー (SultanI:Iusayn Mlrza :在位1469，

1470-1506) のヘラート宮廷における有力者， ミール・アリーシール(正式名Amlr

Nizam al-dln 'AlI開釘rに基づく通り名)としても，史上に大きな足跡を残した。

動，学芸保護，慈善活動，弱者保護を目的とする社会政策実現の努力，王族問の紛争

の調停など，その活動は多岐にわたるの。

果たしてナヴァーイーは，いかなる社会を理想として，このような活動を展開した

のであろうか。また，当時の社会は，彼の自にどう映っていたのであろうか。この間

題に関しては，当時広まっていたイスラーム神秘主義の一派，ナクシュパンデイーヤ

の影響を考慮しなければならないが3) まずはナヴァーイー自身の言葉に耳を傾けて

みる必要があろう O

ナヴァーイーは死(1501年1月3日)の直前の1500年7月末以降に，いわば遺書とも

る教訓!書Mα1J，bubal-qulub ([人々の]心に愛されるもの)を書き上げた。この散

1)チャガタイ・トルコ語(あるいはチャガタイ語)文献については，我が国でも間野英二・演回

正美・管原陸の諸氏によって，一連の優れた研究成果が発表されている。

2)ナヴァーイーの学芸保護活動については久保 1990，ヘラート宮廷における位寵付けや役割に

ついては久保1997を参照されたい。

3)ナクシュパンデイーヤの著名なシャイフたちとナヴァーイーとの関係については，ウルンバー

エフ(久保訳)1997および、Gross& Unmbaev 2002を参照されたい。なお，テイムール朝期のナ

クシュパンディーヤについては，我が国でも川本正知氏による一連の研究成果を参照できる。
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文作品の第1章において，ナヴァーイーは，当時の様々な地位・官職・職業・社会集

団について，短いながらも鋭い分析と率直な批判を記しているO その内容は上述の問

題に関して，きわめて重要な資料を提供しているぺ

本稿は，このナヴァーイー最後の著作Mα1?bubal-qulub第1章の日本語訳発表を第1

の自的とするものであるO 翻訳に際して，既刊のアラピア文字テキスト (MQlK) と現

代ウズベク諸式キリル文字テキスト (MQ/U
2
) が，ともに十分なものではないことが

判明したので5) 写本3点のマイクロフィルムを取り寄せ，うち 1つの (MQ/M) 

を成本として新たに校訂テキストを作成した。本稿の日本語訳はこの校訂テキストに

基づいているので，日本語訳だけでなく校訂テキストも「付.ローマ字転写校訂テキス

トJと題して本稿に収載した。これによって， -文体等，晩年のナヴァーイーの

ひいてはテイムール朝ルネサンス期のチャガタイ・トルコ語の特徴を知るため

の，貴重な資料を提供できるであろう O これが本稿第2の目的である。

翻訳の前に，以下，まずナヴァーイーの作品に対する評価の問題に触れ，これを

ふまえてM吟bubal-qulubの内容と特徴を概観し，この警の解題としたい。

1ナヴ、アーイーの作品に対する評価

現在，ナヴァーイーの作品に対する国際学界の評価は，次のサブテルニー (M.E.

Subtelny) による文章 [EI
2
: VII，91]に代表されると言ってよいであろう O

ナヴァーイーの作品の，全てのトルコ系民族とトルコ系言語に対する影響力には，

4)特にMαキbubal-qulubを取り上げた研究はほとんど見当たらないが，後述MQ/KとMQIRに基づ

いて第1章の内容を概観したMukminova1995がある。また，ナヴァーイーの理想をその著作

から広く紹介したものに，ザヒードフの研究 (3似 uδ06，B. 10. MHp H，n:en H 06pa30B AJIHIIlepa 

註aBOH.TaIIl即日T，1961)があり(筆者未見)， Muminov & Hairullaev (eds.) 1977の第3章第4節

[211-238Jがこれに基づいている。

5)後掲「付.ローマ字転写校訂テキスト」の「凡例J中の解説を参照されたい。ほかにブハラとイ

スタンブルで石版本が刊行されている(筆者未見)。現在唯一の全訳であるロシア語訳 (MQIR)

は， MQ/Kとその成本となった写本，および同系統の写本(おそらく「付.ローマ字転写校訂テ

キスト」で、MS/cと略記したもの)に基づいているようである [MQJ慌 rrOCJIeCJIOBH町150J。ま

た， MQ尺lに先行する，主要部のキリル文字テキスト (MQ/Ul) (およびこれに付された現代
ウズベク語抄訳 [MQ氾 1 : 181-240J) も主にMQIKに拠っていると思われる。なお， 1990年代

にトルコ昔話協会 (TurkDil Kurumu) より，ナヴァ…イーの著作(ローマ字転写テキスト)

が断続的に刊行されたが，MαIJ，bubal-qulubの既刊・未刊については寡聞にして知らない。
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[どんなに高く評価しでも]過大評価[ということ〕はあり得ない。 20世紀初頭ま

でチャガタイ語で作品を著した，後の中央アジアの文人たちだけでなく，アゼ1)

}文学・トゥルクメン文学・タタール文学・ウイグル文学そしてオスマン・トル

コ文学の発展にも，大きな影響を及ぼしたのであるO

また，ウズベキスタンを代表するナヴァ…イー研究者イッザト・スルターン(Izzat

Su1tan)は，ウズベク文学史の立場から，特にナヴァーイーの代表的韻文作品群を取

り上げ， rトルコ語 チャガタイ・トルコ語[原文は f古ウズベク語JJ での，

このような作品の完成は，ウズベク芸術文学とウズベク文章語の礎が築かれたことの

証であるJとし，また，これらの作品の完成が「ウズベク文学の芸術上の資力を際限

なく豊かにした」と述べ，その後のマスナヴイー(叙事詩・物語詩)の流行や韻律学

(‘紅白)の確立に言及している [Sultan: 274J 0 

しかし，その一方で、，かつてはナヴァーイーの作品を，ベルシア文学の完全な模倣

とする見方が国際学界に広まっていた。この見方はプラン (M.Belin)に始まり，バル

トリドにさえ影響を及ぼしたが，中でもブロッシェ (E.Blochet)は，ナヴァーイーの

詩の芸術性を評価せず，ベルシア文学史上の大詩人たちの「受動的模倣Jに終始して

いると述べた [Bertel's: 67 ; Bregel' : 9J 0 バルトリドも， r空想的なミール・アリ…

シールの姿を，より現実的な描写に換えるjことに成功しながらも， rおそらくミー

ル・アリーシールは， トルコ族の文学および文化全般における，ある潮流の最も輝か

しい代表者であろうが，その潮流は，ベルシア・ムスリム文化の影響への完全な服従

と結びついているJと述べた [Bartol'd: 200， 203J 0 

このような見方は，ナヴァーイーの作品のみならずチャガタイ・トルコ文学全体の

位置付けに関わっており，先に紹介したトルコ文学史の立場からの評価とは，そもそ

も枠組みが異なっていて，すり合わせようがない。問題は，このような見方をした研

究者たちが，本格的にナヴァーイーの作品の研究に取り組んだ、経験がなかったらしい，

ということであろう O

ナヴア}イーの作品と相対したベルシア古典文学研究の大家ベルテリスからは， rナ

ヴァーイーは疑いなく天才詩人Jであり「比類の無い言葉の名人Jという評価が生ま

れた [Bertel's: 88， 203J 0 彼はナヴァーィーの著作活動6) とその成果を以下のように
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総括する [do.: 203J 0 

[ナヴァーイーは]きわめて重要な2つの事実を証明した。 1つは，チャガタイ・

トルコ語[原文は「古ウズベク諾JJが，それまで支配的であったベルシア語と何

ら変わることなく，人間の思惟を表現する完撃な手段である，ということであるO

もう 1つは，文学は死んでいなかったということ，つまり文学を大衆[今より多

くの者たち]に仕えさせて， 15世紀に失われ始めつつあった生命を，文学に吹き

込むことができる，ということであるO

上に示された2つの事実のうち，後者はベルテリスのテイムール朝期の文学に対する

理解と深く関わっているO 彼は当時のペルシア韻文学の蜂盛について以下のように述

べる [Bertel's: 45J 0 

我々はテイムール朝期のペルシア詩の繁栄に言及するが，この繁栄はきわめて独

特のもの，というよりむしろ独自の衰退であった。技巧が盛んになり，文学は瀕

死の状態で，遊具や気晴らしの道具に過ぎなかった。このことは，文学が社会上

層部だけのものであったことを示している，と雷うべきではないであろうか。過

度の複雑化により，文学はきわめて狭い読者層だけに馴染まれていた。

ティムール朝期の文学において技巧が発達するのは確かであるが，当時の文学，特に

ペルシア詩が，ごく一部の人々にしか馴染まれていなかったとするのは誤解と言って

よい。遅くとも 15世紀末には，きわめて輔広い層にペルシア詩が愛好されていたこと

は，筆者自身が同時代の詩人伝等を用いて既に明らかにした(久保 2001:第E章 o

6)ナヴァーイーの著作活動については，ベルテリスとイッザト・スルターンの研究に詳しい。い

ずれも文学研究者による充実した内容のナヴァーイー研究である O なお，両氏の研究成果およ

びナヴァーイーの著作活動については，別稿を用意する予定である。

7)久保 2001の第盟章「ベルシア韻文学の経盛と都市社会の成熟」は 116世紀の詩人伝に登場す

る職人・商人」と題する節を含むことからもわかるように，シャフル・アーシューブ(都市住

弐を題材とした韻文作品)ではなく詩人伝やインシャー作品集を用いた考察である。しかし，

『史学雑誌j(111/5)において，この論考を，大石真一郎氏は「シャフル・アーシューブと呼

ばれる作品群を分析しjたものと紹介し，佐藤健太郎なる人物に主つては「職人や商人を題材

とした韻文学の隆盛を扱うが，そこに都市の一般住民の社会的・知的水準の向上を見るにはい

ま少し論拠を要するか」と述べる(下線筆者)。筆者が主な考察対象にしたシャフル・アーシ

ューブはl作品であり，また「一般住民の社会的(?)・知的水準の向上」については，もちろん

表現は異なるが，主に上述第頂輩で検討しているD 通読しないばかりか，章・節の題名さえ見

ていない人物が，批判めいた寸評を書くことに，大変な驚きと当惑を覚えた次第である。

186 



もっとも， 15世紀末にこのような現象が見られることと，ナヴァーイーの様々な活動

に，深い関わりを見出すことも不可能ではない。

ベルテリスはナヴァーイーの様々な作品に しているが，特にt子情詩(ガザル)

について，以下のような評価を下していることが注目される [Be抗el's: 104J 0 

ナヴァーイーの行情詩は豊かな宝物産であるO そこにはベルシア詩とチャガタイ

詩[原文では「古ウズベク詩JJのすべての優れた成果が利用されているO ナヴア

ーイーのガザルは最も完壁な古典ガザルの手本であるO

ナヴァーイーの作品をベルシア文学の模倣 あるいは当時のチャガタイ語をベルシア

語からトルコ語への置き換えとする見方を，完全に排除することは不可能であるO し

かし，ほかならぬペルシア古典文学の大家ベルテリスが，ナヴァーイーの作品を，ペ

ルシア文学の「優れた成果」を取り込んだ，見事な文学作品と見なしているのである。

2MαIJbubαιqulubの文体の特徴

上述ベルテリスはMαlj，bubal-qulubを「おそらくナヴァーイーの著書のうち最も難し

いものの1つjと見なし， I各フレーズは選び抜かれ考え抜かれたもので，読者にも

剣さと思慮深さを要請しているJと述べている [Bertel's: 196J 0 この指摘は，内容と

文体の両方にあてはまる O そこで，まず文体の特徴を概観し，ナヴァ…イーの言語と

当時のペルシア文学との関わりについて，筆者なりの見通しを示しておきたい。

この書は全編押韻散文(サジュウ体)で著されており，そもそもこの点が「各フレ

ーズは選ぴ抜かれ考え抜かれたもの」という印象を与える O 頭韻も見られるが，脚韻

が主であるO 韻を踏むため，以下のように， しばしば韻文的に語}ll買を入れ替えている

(以下，厳密なqafIyaとは異なるが，各勾末の響きを同じくする音節および音節の連な

りを，脚韻部として太字で示す) [MQIM: 7(a) ; MQ市2:15]8)。

A写紅白siabolsa va bad-af官1，el 'ur主開u-'iyahgaandm bim-i nak剖.

(もし[王が]放蕩者で行いが悪ければ，人々とその妻子は彼の懲戒を恐れる)

通常の散文であれば，下線を施した従属節はAgarfasiq va bad-afal bolsaという誇}ll夏に

8)本稿における原文のローマ字転写方式については，後掲「付.ローマ字転写校訂テキスト」の

「凡例Jを参照されたい。
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なるはずである O また，後続の主節では動詞が省略されている O いずれも韻を踏むた

めの工夫であるO 類似例をもう 1つ挙げておこう [MQIM: 8(a) ; MQ!(l : 16J 0 

Bu ikkiちayldmh紅 biribir af'i，話h立avaiib dur bularmn立daf'l.

(この2つの集団に属する各々が1匹の毒蛇であり，王は彼らを取り除かねばならない)

この場合も通常なら，下線部はbulammgdaf'l泊hgavalib durという語順になる。また，

コンマの前で動詞が省略されている。入聞を毒蛇に総える路聡表現も見られる。

隠時金が多いことも，この書の特徴となっているが，加えて， しばしば対句が見られ

るO 次の例は，脚韻部が長く，全体が総輸であり，双方の匂の長さ・意味・対応する

語の品認の一致，という観点から見て，ほぼ完全な対句と言える [MQ/M: l(b)-

2(a) ; MQ凡J2: 7J 0 

Qahharl中関均anu色迫感f!eabit-uωS一能血 nastara地時saCiIまanyafraまlan，

(その制圧力の強風に煽られると，恒星や惑星が野バラの落葉であり)

iabbarh立1司oyumsa盟国語f!d拍子i錦d盈主 bめ相↓加zn型立与扮k過去五ntofraまlan.

(その強制力の旋風に輔されると，校滑なる時が悲しみの家に積った土ぼこりである)

下線をほどこしたのは，脚韻部以外で韻を踏んでいる(あるいは響きを同じくする)

簡所である O 頭韻が見られ，勾の途中でも韻を賂んでいる O 短い対勾の場合は，次の

ように，ほぼ句全体が韻を踏んでいることもある [MQ畑:13(a) ; MQlU2 : 24J 0 

早izr剛inajat anniきtal'atIva ab-i ~ayãt anu.l主話arbatI.

(彼の容貌は救済のヒドルであり，彼の[薬用]シロップは生命の水である)

このような押韻・対句・隠聡の要素を持つ散文は，実は，同時代のペルシア語文献

によく見られる O ほかならぬナヴァーイーの保護を受けたベルシア文人ホーンダミー

ル(ザadamir: ca.1475-ca.1535)の代表的散文作品から 1例紹介しよう[草S: 265J 0 

Az議桑!l孟a匙n-i通垣主 き立証i長1盟迫 ulu-l-albab ast va 

(彼らに対して忠誠を期待することは賢明な者たちのやり方に反しており)

dar zamin-I dil-i 担与盟:ii主tifi孟s垣註anmu温fiヴi ashab-I adab. 

(彼らの心の土地に寵愛の種を播くことは流儀を心得た者たちの性実に逆らっている)

太字の脚韻部だけでなく下線部も押韻しており，文型や意味は対句的で，隠喰も用い

られている oMα与bubal-qulubの文体が向時代のベルシア語散文の強い影響を受けてい
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ることは明らかであろう O ほかにも，援合動詞の転用(動詞のみの置き替え)，エザー

フェや不定のya'(i)の多用など，この書の文体にはベルシア語の影響が顕著であるO

しかし，上述ホーンダミールの作品において，対匂的な押韻文体は，ほぼ韻文引用

の車前に限られるO おそらく，長編作品のMαhbubal叩 uuゆが全編押韻散文で著された

こと自体，特筆に値するであろうへその仕上がりは見事なもので，次のように，対

句的に韻を踏みながら(下線部が腕韻部以外で押韻している箇所)，長い文が構成され

る場合もある [MQIM: 3(a) ; MQえl: 9Jo 

If塩出主旦量帥tavanl!ghingamIda， ya‘ni (貧困や無力の時，すなわち)

副長kat-l拙R:-muradl!gayyamlda (災難や失敗の日々に)

gah 'ilmmadarisldQ ~aff-i ni'alda yer tu枕umva

(時には学問のマドラサで靴脱ぎ場に席を得て)

'ulama'maialislda‘ilm nundm kongulni yaruttum. 

(ウラマーの会合において知識の光で心を照らした)

このような対句・押韻へのこだわりには， 15世紀前半にルトフィー (Lutfi)が発展

させたトルコ詩型tuyug(同音異義語で脚韻を踏む4行詩) [Bertel's: 57J との関連が

推測され，ナヴァーイー自身， トルコ語語棄における同音異義語の多さを， トルコ語

の優れた点と見なしている [Be抗el's: 190J 0 また，ティムール朝君主にしてナヴァー

イーの友人スルターン・フサイン(筆名目usayni)は，ナヴァーイーに先んじて，短

編ながら押韻散文のチャガタイ語作品を著した [Sultan: 288-290 ; GandjeiJ 0 

かつて近世ベルシア語は，膨大な量のアラピア とアラビア語の要素を取り込

むことによって，表現力を高め，リズム きの良さを増し，古典文学を成熟させた。

チャガタイ・トルコ文学の確立にも類似の現象を想定することは不可能で、はない。し

かし，M叫bubαl-qulubの文体は， トルコ語にベルシア語語棄やベルシア語の要素を取

り込んだというより，成熟したペルシア文章語・古典語にトルコ トルコ語の

9)マカーマートが流行したアラブ文学に比べ，近世ベルシア文学では全編押韻散文の著名な作品

は少なく，アンサーリー著 f祈祷の書j(11世紀後半)， rハミードのマカーマートj(12世紀
半ば)，サアデイー著 fゴレスターンj(13世紀半ば)などに絞られる[黒椀:113， 143， 187-

188J。なお，これらの作品の文体はティムール朝末期の諸作品とはかなり異なる。
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要素を取り入れることによって，きわめて表現力豊かで独特の魅力を持つ，新たな文

章語・古典語が成立した，という見方を支持しているように思われてならない。

3 Mα紳助αιqul劫の構成と内容

Mα/fbub al-qulubは書物としての性格でもペルシア文学の土壌に根付いており，既に

日本語訳もある fカーブースの書j(11世紀後半)， r 4つの講話j(12世紀半ば)，サア

デイー著『ゴレスターンj(13世紀半ば)などに代表される，ベルシア教訓文学の流れ

を汲んで、いる O しかし，構成やスタイルにおいては，意外にも上述のような教訓書と

の類似性が弱い 10)。おそらくこれは，ナヴァーイーの知性や個性と，彼自身の幅広く

豊かな経験によるものであろう O 例えば，彼は，慈善や学芸保護ために，常にヘラー

ト住民の状況に通じているよう努めていた[久保 1990: 47， 51J 0 君主から乞食に至る

まで，あるいはシャイフルイスラームからダルヴイーシュに至るまで，社会を構成す

るあらゆる人々についての，豊富な実体験に基づいた言及は，本書独自の魅力となっ

ている O

以下，本書の構成と内容について，手短かに概観しておく O

まず最初に神と預言者への賛辞[開QIM: 1(b)-2(b) ; MQlU
2 
: 7-8Jを述べた後，自

らの豊富な人生経験を語り，執筆の自的については，人生経験の浅い者たちを「あら

ゆる集団の性質」と「あらゆる階層の状況jに通じさせるため， と説明する

[MQIM : 2(b)-4(b) ; MQ尺l: 8-11Jo続く本文は3つの章(司ism)から成る O 各章の題

名と内容は以下の通りであるO

第1章 f人々の状況と言動の特質についてJ[MQIM : 4(b)哨30(b); MQlU2 : 12-47J 

は当時の様々な地役・官職・職業・社会集団について述べる O 各々に1つの節 (fasl)

が設けられ，全40節で構成されているO 多くの場合，各節の末尾に短い韻文が付され

10)ー上記3作品以外に，‘UbaydZakani， Aちlaqal幽ぱγ'af(14世紀半ば)や，特に為政者に向けた教

訓文学(鑑文学)のNi持mal-mulk， Siyar al-muluk (8旬asat-namα0，Gazali， Niα再加tal-muluk 

(ともに 11 世紀末~12世紀初)も有名であり，‘Abd al-ral}man Jami， Bαhaγistaη， !:Iusayn 

Va'i平Ka品目，A与laq-iM叫lSiniといった，同時代の著名文人による教訓書も既に存在したが，い

ずれも部分的な類似点しか見出せない。なお，教訓書ではないが，批判精神旺盛な作品として

有名な，‘UbaydZakani， Risalα-yi 1iα‘γlfat (DαhF1仰りの影響も考慮に値するであろう。
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ている O 軽快な叙述の中に盛り込まれた，気の利いた皮肉や歯に衣を着せぬ非難に，

読む者は痛快さを覚える O 詳細は後掲日本語訳を参照されたい。

第2章「賞賛される行動と非難される性質の特徴についてJ[MQIM : 30(b )-49(b) ; 

MQA;2 : 47-71Jは10の節 (bab) より成るO 各節の題名は以下の通りである O

第1節「改俊(tawba)についてJ 第2節「禁欲 (zuhd)について」

第3節「信頼 (tavakkuI)についてJ 第4節「満足 (qana‘at)についてJ

第5節「忍耐 (sabr)についてJ 第6節「謙虚さと礼儀 (tava加‘vaadab)について」

第7節「唱名 (gikr)についてJ 第8節「思念の集中 (tavajjuh)についてJ

第9節 r[神の]満足 (riza')についてJ 第10節「愛情子治q)についてJ

各節は一様に， r解説→韻文→逸話 (4ikayat)→韻文」という構成になっている O

10節の「愛情Jは，特に重視したためか，最終的に3つ(‘avamm'iSql . l]ava平手

百ql，手iddiqlar官ql)に大別しそれぞれに項 (qism) をたてている O

上記の節題を見てわかるように，その多くが古典的スーフイズムにおける「階梯

(maqamat)Jの名称と重なっている[ニコルソン(中村訳): 45J 0 内容的にもスーフ

イズムの影響は明らかで，例えば第1節の「改後」については， rこの段階 (martaba)

は修行者たち (tari司atahh)の最初の1歩であり，目的地とする荒野の最初の宿駅への

歩みであるJと述べ [MQIM: 31(a) ; MQ江戸:48J，第9節の r[神の]満足Jについ

ても「この階梯は修行者 (salik)の最も偉大な措梯であり，最も高い段階であるJと

説明する [MQ瓜tl: 43(a) ; MQA;2 : 64J 0 逸話にもしばしばスーフィーやシャイフが

登場する O しかし，ナヴァーイーにとって正統派信仰とスープイズムは両立し得るも

のであり，例えば第2節の「禁欲Jについては， rシャリーアの公道に雄々しく立つこ

とであり，タリーカ(修行の道)の荒野へと貴重な1歩を踏み出すことである」と述

べている [MQIM: 32(b) ; MQ/U
2 
: 50J 11)。このような「シャリーァJと「タリーカJ

の並記は，第1章にも見られる 12)。

11) MQ/llのこの笛所は， fタリ}カ」以下が欠落している。

12)例えば第1章第11節において，ナヴァーイーは，シャイフルイスラームに「シャリーアを信条

とする賢者であり，タリーカに印付けられ清貧を喜ぶ者jであることを求めている(後掲

fMi叫bubal-qulub第l章日本語訳jの当該箇所を参照のこと)。
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第3章「様々な教訓の例とその様態 13)j [MQIM : 49(b)-88(b) ; MQ/U
2 
: 72-130Jは

127の「司1¥戒 (tanblh)jから成っているO ほとんどの訓戒が短いもので，多くの場合，

末尾に韻文が付されている O 逸話は最後の訓戒にのみ見られる O 特に長い~)II戒につい

ては独自の題名が付されている。以下に列挙すると， r鷹揚さ (sabavat)と志 (h担割lat)

についてj，r寛大さ (karam) と雄々しさ (futiivat)の道についてj，r男気 (muruvat)

についてj，r忠実さ (vafa')についてJ，r忠実さの補選として，恥じらい (~ayã') に

ついてj，r温和さ(与ilm) についてj，r帝王 (pad狗h)たちについてj，r若き日々

(益ababayyaml)についてj，r老齢(話ayち時at)についてj，r旅の利益 (safarmanafi'l) 

について」である O このほか題名はないが， r自己崇拝(ザudparasthq)Jや「旅

(safar) jについての訓戒も長く，特に「自己崇拝Jは3つの項(司ism)に分けて解説

し，第3の項においては，さらに3つの種類 (naw')について解説しているO

いま，これらの訓戒のうち，ごく一部のみを紹介するなら，最初の訓戒の内容は奥

が深く，著者の豊富な人生経験や進んだ、知性を感じさせるO

自己の欲があり， [己の]情欲 (nafsaniyat)の階梯にあるので，誰も自分の心に

悲しみを求めず，自分自身に痛みを望まない。しかし， な本質に際限

のない窟辱[が与えられているの]を見ても，自身のささやかな困難ほど大ごと

[と感じるわけ〕ではなく，また，その(他者の] に無数の苦難[が降り

かかっているの]がわかっても，自身のわずかな苦労ほどにも動揺しない。みな

他人より自分の方が大切であ札他者の言葉より自身の言葉の方が大切であるO

[MQIM : 50(a) ; MQ!U2 : 72J 

また，為政者・君主との関わり方については，次のように語りかけるO

王たちの宮廷から離れ，ハカンたちの宴席から遠ざかる，というより，そもそも

彼らの周辺に近付かない方が良い。これらの者たちから逃げ出せ，く耐えられな

13)これは序文中に掲げられた題名であり， MQ/KとMQ瓜4の本文中の当該笛所には第2章をもじ

ったような f賞賛される行動の結果と非難される性質の特徴について」という題名が掲げられ

ている。筆耕の誤りであろう。なお， MQ/Kの脚註に示されたヴアリアントと MQ/互の底本と

同系統の写本(後掲「付.ローマ字転写校訂テキストJにおけるMS/c)では，本文中でも，序

文中と同じ題名が付されており， MQ凡lとMQ凡J2はこれに従っている。
14アラピア語の諺の引用(く>内はアラビア語， [J内は訳者による補足)。先述HSにも同じ諺

が，上記捕足部分を含む より完全な形で引用されている [HS: 289Jo 
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いものからの逃亡[は使徒たちのならいJ14) >と言うではないか。 [MQ/M: 

66(a) ; MQ舟f: 96J 

この言葉を裏付けるように，ナヴァーイー自身，宮廷における公的職務を何度も辞し

ている。この章も，著者自身の体験を反映した発言に満ち溢れているようである。

以上，M叫bubαl-quluゅの構成と内容を概観した。最後に，本稿で翻訳した第1章の

内容から窺える，ナヴァーイーにとっての理想の社会と，当時の社会の現実について，

ごく簡単にまとめておきたい。

ナヴァーイーはまず何よりも，入が入であり，正しい信仰を持つこと，すなわち健

全なムスリムたることを求めている O それゆえ，ムスリムを指導しシャリーアを守る

立場にある者たち(ウラマー)の役割を重視し，多くの紙幅を割いている(第 6節，

第11-14節，第19節，第24節)。また様々な職業に従事する者たちに，正しい信仰とと

もに「誠実さ」を要求する O 注意すべき点は，彼の言う正しい信仰にはスープイズム

の影響が顕著なことである or清貧jを重んじ，正しいスープイーを敬い，シャイフル

イスラームにも，法学者であると同時に「霊知者Jであることを求めている(第11節)。

君主には「正義Jを求め， r公正で総明な」君主は「神の影Jであるとする(第 1節)。

国家の上層部に罵する者たちにも「正義」や「公正さJを求め， r放蕩Jや贈収賄等の

不正を強く戒めている O ナヴァーイー自身がトルコ人であるにも関わらず，軍事力を

支えるトルコ系軍人たちには，ほとんど何の希望も見出していない(第 7節，第9節)。

彼が文民統治を目指していたことは，有能な財務官僚の登用に積極的に関与した事実

[久保 1997: 162， 164， 166Jからも窺えるが，現実には，財務のみならず宗教に関わる

高官にまで，期待を裏切られていたようである(第 3節，第 5-6節ほか)0

もっともナヴァーイーを失望させたという点では，商人や職人も同様であり(第26-

29節)，さらにはウラマーをはじめ，彼が讃極的に保護した詩人・書家・楽士・歌い手

など，当時の学芸の担い手たちの中にも，彼を失望させる者が少なくなかったようで

ある(第16-17節，第22節ほか)0未曾有の発展を遂げた，いわゆる“ティムール朝ル

ネサンス期"のヘラートは 人心の腐敗した暗い側面をあわせ持っていたのである O

対照的と思われるのは，農民についての叙述である(第31節)。社会の存続基盤と
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して農業を重視するがゆえに，農民の勤労に期待し，かつ感謝していたことがわかる O

また，君主や倣慢な指導者層との対比により， r酒場の俗人」や「流浪者たちjに幾ば

くかの救いを見出している(第33節，第39節)ことは，意外性があって印象に残るO

このほか主従関係等における「雄々しさJや「男気Jの重規なども注自に値するが，

とりわけ，これまで等閑に付されていたナヴァーイーの結婚観・女性観(第37節)は，

読者を驚嘆させるに十分な内容である。

ともあれ，自らの理想、にほど遠く，意のままにならぬ社会状況に，スルターン・フ

サインが「真実を語る勇者(l:laqqsoz adaslda dalir) J [Sultan : 175 ; Gandjei : 172J 

と賞賛したナヴァーイーの筆は，批判に皮肉にと冴えわたっているO
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M叫bubal-qulub第1章日本語訳

凡例

しこれは，ナヴァーイー (NavayilAmir Ni持mal-din 'Ali -sir)著M叫b.ubαιqulubの

序文と第1章の，訳者自身が校訂したテキストに基づく日本語訳であるO 校訂テキ

ストは，本稿末尾に「付.ローマ字転写校訂テキストJとして収載しているO

2.原文の対応箇所はヲ校訂テキストの成本とした写本 (MQIM) と最新のタシケント

刊現代ウズベク語式キリル文字版 (MQ/U
2
) について，前者は [f.1(a)]，後者は [1-

6eT]という形式で，各頁の始まりを訳文中に示した。ただし， f.はfolio，数字は

MQ市4のfolio番号もしくはMQ江戸の頁番号， (a)は写本folioの表， (b)は裏， 6eTは

現代ウズベク語で「頁」の意であるO

3.題材・語棄の多様性および紙輔の関係上，語釈を含めた万全な注記をほどこすこ

とは非常に圏難である O したがって，節全体に関わる問題や，特に必要と見なした

簡所にのみ注を付した。

4. ()内には原語や語義を示した。[]内は訳者による補足である O

5. く>内は， rコ一ラン (al-Qur町r沼Iω1リ)jの章句を含め，アラピア誇の文章・語句の引

用である orコーランJの章・節はカイロ版に従い，日本語訳は主に藤本勝次(編)

fコーランj(中公パックス「世界の名著J17)に拠っている。

6.本文中に見られる韻文作品の韻律は，ルパーイーの場合を除いて，後掲「付.ロー

マ字転写校訂テキストJのさ当該笛所で[J内に示した。なお，チャガタイ・トルコ

詩の韻律は，おおむねペルシア詩に準拠しているので，次の文献を参照した。

Thiesen， F.， A MαnualofClαssicalPers仰nPγ'Osody.Wiesbaden， 1982. 

7 .脚注に略号形式で言及した参考文献の正確な書誌情報は，後掲「参考文献Jに示

した。なお，これは本稿「はじめにJの文献表を兼ねているO

8.逐一言及することは避けたが，訳文と脚注を作成するにあたっては，ロシア語訳

(MQ/R) ，現代ウズベク語抄訳 [MQ/U
1
: 181嶋203J，最新キリル文字版の注

[MQ江戸:274-284J，および以下の文法書・辞書・事典を参照した。
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(1)文法書

Eckmann， J.， ChαgαtαyMαnuαl. Uralic and Altaic Series， vo1.60. Bloomington， 1966. 

(2)辞書ー

Clauson， G. (ed.)， An Etymologicαl Dictionαry of Pγe-Thirteenth-Centuγy Tuγ'kish. Oxford， 

1972. 

De Courteille， A. P. (edよDictionnα4γθ Tuγιoriental.Paris， 1870. Reprint. Amsterdarn， 1972. 

Dih与uda，A. A. (ed. M. Mu‘in)，Lugaふnama，I-L. Tehran. 

Mu‘in， M. (edよFαγh仰 g-iFarsi， I-VI. Tehran， 1342-1347 (1963/64-1968/69). Reprint. Tehran， 

1364 (1985). 

Steingass， F. (edよACompγehensivePers加n-EnglishD'ictionαry. 3rd ed. London， 1947. 

Wehr，日.(ed. J.M. Cowan)， A Dictionary of Modern Written Arabic. 4th ed. New York， 1994. 

Zenker， J. T. (ed.)， TurkiscかA抑制sch-PersischesRαndwδγteγbuch， I-II. Leipzig， 1866. Reprint. 

New York， 1979. 
A立双山epHaBOJ説 acap江apllT泊五狩政llHf1130X，瓦IIJIyFam (4 TOM耳目K).To盟Ke双T，1983-1985. 

Y 36eKcKo-pycK班員C江OBapb.fJIaBbI滋pe.naKTop:A.K.Eop06K06.MOCKBaラ1959.

HaBOll話acap江apy可yHK，llCK，aqa JIyFaT. Ty3y凶 ll:EomHp6eK J(acα1106. TOIIIKeHT， 1993. 

池田修・竹田新(編)r現代アラビア諾小辞典j第三書館， 1981. 
黒柳恒男(編)rペルシア語辞典J大学書林， 1988. 
黒柳恒男(嬬)r新ベルシア語大辞典j大学書林， 2002. 
田村秀治(主編)r詳解アラビア語"日本語辞典j財罰法人中東調査会， 1980. 原著 Hava，

J.G. ， Al-~αγα似 Arabic♂ηglishDictionαγy・Bei刊 t.J

(3)事典

The Encyclopαediαof Islam， 2nd edition [Ef]. 12 vols. BrilL Leiおn，1979-2004. 

大塚和夫・小杉泰・小松久男・東長靖・羽田正・山内昌之(編)r岩波イスラーム辞典J岩波
2002. 

日本イスラム協会・嶋田義平・板垣雄三・佐藤次高(監修)r新イスラム事典i平凡社， 2002. 
日本オリエント学会(編)r古代オリエント事典J 2004. 

-196-



[f.1 (b); 7-6eT] 慈悲深く慈愛遍き神の御名において

[神と預言者への賛辞]

その本質 (gat)への賛美を，相応に述べることなどできないもの[神]に賛美あ

れ!その恩恵(ihsan)への賞賛を，適切に記すことなどできないもの[コ神]に賞賛

あれ!その本質は，すべての完全な性質 (sifat) [=神の属性]で描かれ，その性質に

するすべての完全さは，開示の徒 (kaきfahh) に開示される o [神は]非人格化説

(tanzihi til)の説明を免れへ神聖化論者たち (taqdisieI)の描写を帯びていなし'0

その偉大さ(‘azamat)の果樹園では，廻る天空が1輪の極蓮よりも小さく，その権

能(司udrat)の前では，恒星や感星が，かの睡蓮についた数滴の露である O 睡蓮の表

に露を撒くのも神2) なら，露の水で，睡蓮の圏どころかイラムの花菌3) を花盛りに

するのも神であるO その豊かさ (bi引iyazhq)のそばでは，ひるがえる天輪が1人の窮

乏した乞食であり，その救済力 (cara明sazhq)の前では，うつろいゆく時が1人のか弱

き困窮者であるO その存在(Vl刷d) を注視すると，創造は存在せず，その本質を探究

すると，最初にして最後の存在は，存在しない 4)。その恩恵 (ihsan)の食卓の周りで

は，地位高き王たちが糧食を乞い，その際限のない知識 ('ilm)の理解においては，

{立の知者 (agah)たちが無知を告白するO その制圧力 (qahharhq)の強風に煽られる

と，憤星や惑星が野パラの落ち葉であり， [f.2 (a)]その強制力(jabbarhq)の旋風にさ

らされると，狭精なる持が「悲しみの家に積った土ほこりであるO

1) r神の擬人化・擬人神観 (ta話bih)Jの対義語が「神の非人格化 (tanzih)Jである O 大多数の神
学者の立場は両者の中間に位置しており，ここでも，擬人化のみならず，非人格化や神聖化に

よっても，神を描けるものではないという理解が示されている。

2)原文では三人称単数の代名調01であるが，神を指すことは明らかである。本稿では，このような

場合の01やりaqqを含め， Allah， ten伊I，加da，rabbを一律に「神」と訳している(後掲「付.ロ

ーマ字転写校訂テキスト」ではAl1ah以外も最初の文字を大文字にしている)。

3) rイラムJとは， rコーランJにおいてアード族が首都としたとされる伝説上の町であり
[Qur官η:89/6曲7J，rイラムの花園」ゃ「イラムの庭園Jは地上の楽園を指す。
4)全てを超越した根本原理を存在と呼び，現象界の被造物は，それ自身としては非存在であるが，

絶対無限定存在から存在を付与されることで存在し得る，というイブン・アラピーの存在論の

流れを汲む叙述と考えられる O

5) r悲しみの家J(bayt alゐuzn)Jとは， r コーラン~ (および n日約聖書~)に語られているエジプ

トのヨセフの物語 [Quγ官n: 12Jにおいて，ヨセフを失った父ヤコブの家を指す。
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無を有とし有を無とすることは，神の権能にかかれば容易で、あり，有と無も無と有

も神の恩恵に期待し，神の制圧を恐れているO 一握の土を，天の王国 (malakut)の民

の中で代理者の座に就けることは，神にふさわしく，長年[神の]側近の天使たちを

指導した者の首に，呪いの椀をつけることができるのは，神である 6)。

キトア(断片詩) ・ 7)

全能の主[=神]の権能により 100もの不思議なことが

ひと持に出現するとしても，驚くことではない

1万8千の世界と入閣を創造し

1人の人物を「創造の台帳jから選ぶことは [8-6eT]

神が為し得るのであり，その[選ばれた]人物にはこれらの事柄が確かとなった

彼自身が[事態を]引き起こしたとしても，こういうわけで、あったのである

く[地上の] と天の王国の所有者に讃えあれ完全な]権能と無限の力の持ち

に讃えあれ!神の祝福は偉大であり，神の恩寵は遍きものである!この神以外に神は

いない!>

素晴らしい結果をもたらし愛される者[口預言者ムハンマド]に，数え切れぬ賞賛

と賛美あれ!世界と人間が存在する目的が，彼の存在であったというほどに，至高な

る神が，彼を[神に]接近させ高い地位を与えたのである O なる彼の天成が，清

らかな魂によって清浄であり，幸いなる彼の天性が，諸要素の構成によって清らかで

あることは，明らかである。その諸要素のうち，風はイエス(班asih)の [f.2(b)]息で

あり，土はヤコブの践の洗眼剤であり，水はとドル8)の泉の清水であり，火はそーセ

6)神が「天の王国の民Jすなわち天使たちの反対を押し切って，地上における自らの代理者とし

て最初の人間アダムを土から造ったこと，および神が天使たちにアダムに脆拝するよう命じた

とき「長年[神の]側近の天使たちを指導した者Jすなわちイブリースが従わなかったので，

既いをかけて追放したことを指している [Qur'an: 2/30幽34，7/11-13， 15/28削35，etc.J。なお，イ

ブリースを天使たちの長とする伝承については， Yal).aqqi: 62 ; TB : 16参照のこと。

7) r凡例Jでも述べたように，本書に収められている韻文作品(固有の韻律があるルバーイーを
除く)の韻律については，後掲「付.ローマ字転写校訂テキストJの当該簡所を参照されたい0

8) rヒドル(号Iir)Jはハデイルとも呼ばれ，民間説話における有名な登場人物で，生命の泉の水
を飲んで最後の審判の日まで生き長らえるとされている。 fコーランJにおいてモーセの前に
現れる人物に向定されており，神の「しもべの1人Jであり，神が「惑悲を授け，また直々に

知識を授けておいた」とされる [Quγ百η:18/65J。
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(Kalim) の木の[杖の]炎を燃え上がらせるO この諸要素を清らかな魂と呼ぶことは

適確であり，その魂に<我が魂を汝に捧げる>と言うことは適切である o [彼の出現に]

空を飛ぴスィドラに座すブラーク 9)は雷光のごとく駆け，巡る「誠実なる聖霊J[コ大

天使ガブリエル]は気高く歩む。天の夜間礼拝所は，彼の顔ばせがもたらす春で花関

となり，天使たちの臆は，彼の綾罵10)がたてる土ぼこりによって輝く 11)。彼の言葉に

関してはく彼[自身]の欲情によって語っているのではない >12)，彼の言説について

はくそれはまぎれもなく彼に黙示される啓示である>13) [と神が言っているJo神の秘

密に対して彼の本性は誠実で、あり， [神の]無限の恩寵により<諸世界への慈悲とし

て>もたらされたのである O

マスナヴイー(叙事詩)

そのこつの巻き髪は二つのカドルの夜14)である

この種の二娩において，その顔が満月である

この夜この満月が夜間礼拝所の蝋燭となり

その頬から流れ出る汗が星団である

この星々から神が生み出したのは

預言者たちにとっての自標の真珠である

彼が預言者性の天における太陽であることは明らかであり，その[太陽に]付き従う

者たちは，星々のような教友たちである o <彼とその一族と教友たちに，審判の日ま

で神の祝福あれ!>

9) rスィドラ[の木JJとは，ミイラ…ジュ(昇天)の際に預言者ムハンマドが見たとされる，神
の宝庫の側に生えている聖木であり， rブラーク」は，同じくミイラージュの際に預吉者ムハ
ンマドが乗ったとされる，想像上の動物・天馬である O

10) r駿馬Jの原語は rag話である。これは古代イランの伝説・神話上の英雄，スイースターン王ロ
スタムの愛馬の名であるが，ここでは一般名詞として用いられているo

11) r韓(目，限)が輝くJとは喜びを表現するベルシア語の言い回しで，本書中によく見られる。
12) rコーランJからの引用である [Quγ百η:53/3J 0 
13) rコーラン』からの引用である [Quγ官n: 53/4J。
14) rカドルの夜 (Laylatal-qadr) Jとは，預言者ムハンマドにはじめて啓示の下された夜のことで，
ラマダーン月(すなわち断食月)の月末にあたるとされている。ムスリムにとって神聖な夜で

あり，この時期は札拝所での夜の勤行が奨励される。『コーランJでは「全ての神の命令jを
もって「様々な天使たちと聖霊Jが降臨する夜とされている [Quγ官η:97/4J。
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[序文]

さて，貧者たちの中の物乞い，ベールで覆われた様々な不可思議の顔ばせを見せる

者，貧しく卑しい者，ナヴァーイーの異名をもっアリーシールく彼の罪を許し，彼の

欠点を隠し給え!>は以下のように述べ，そうすることが自らの義務と心得ているO

この困窮する卑しき者〔コ筆者]は，青春期の [f.3(a)]初めから壮年期の終わりま

で，時代の [9-6eT]出来事や廻る天空に生じたこと，騒動を起こす持のうつろいや様々

な色合いの時代の転変に沿って，長い期間と遥かな時間，あらゆる類いの方法と姿で

歩み，あらゆる様子の振る舞いと服装で駆け，善悪様々な奉仕や付合いを自ら経験し

た。時には下践と破滅の荒野で悲嘆に暮れ，時には栄誉と富の果樹閣で宴を催した。

韻文 (Nazm)

特には天から無力さを与えられ

時には時代から成功を与えられた

時代においては様々な暑さ寒さを経験し

世間においては様々な甘さ辛さを味わった

貧困や無力の時，すなわち災難や失敗の日々に，時には学問のマドラサで靴脱ぎ場

に席を得，ウラマーの会合において知識の光で心を照らし，時には敬慶な者たちの礼

拝所 (masjid)で彼らの足跡に額突き，脆拝の多さゆえに額の皮膚が剥げた。時には

清浄なる修道場 (banaqah)の人々の水差しに水を入れる栄誉に浴し，時には破滅の修

道院 (dayr) [=酒場]にいる人々に酒査を運ぶ栄誉を得た。また時には賎しい者たち

の前で下劣さ，時には下賎の者たちの前でいい加減さを示し 15) 時には情愛の街路に

おいて不浄さ，時には男殺しの [f.3(b)]妖精の顔ばせを持つ者たちによって破滅の業

が生じた。また時には狂気の街区で下賎の者たちが私の首すじに平手打ちをし，子供

たちが私の頭上に石を降らせた。また時には我が町の人々に虐げられて異郷に赴き，

見知らぬ人々と交わり行動を共にした。また時には山の頂が私の休息所となり，時に

は荒野の片隅が私の避難所となり，時にはこれらの閤難ゆえに帰郷を決意しながらも，

無気力の寓居 (zaviya) に住んで、いた。また時には異郷で、患って，見知らぬ人々に卑

15写本によっては「私は示した(腕rguzdum)Jではなく「私は見た (kordum)Jとなっている

(後掲「付.ローマ字転写校訂テキストj当該箇所の脚註参照)。
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しまれ，時に き方々への奉仕を自らに享受させ，自身の言葉を楽しませた 16)。

jレバーイー (4行詩)

時に天は私を虐げ賎しめた/私の運勢のようにあらゆる事柄で賎しめた [10-6eT]

時には願いの方へと導いた/要するに，大いなる転変を繰り広げた

一方，職務を持つ幸運な時は，人々の襲来が心の王国に混乱を招いたが，時にはア

ミールの躍に座り，統治者の法廷 (hukumatmahkamaSl)において訴えを開き，時に

は帝王 (pad泊h)の副官として寵愛され，見物人たちに対して見得を切った。また時

には寛大さの大広間 (ayvan)を建てて大物や貴人たちを恭しく客人に迎え，持には歓

楽の庭閣で宴を催し，酌入と楽士による宴と音楽を楽しんだ。 [f.4(a)]持には反自する

王たちの間に割って入って争いごとを調停し，時には自ら戦場に身を置いて無知愚鈍

のそしりを受けた。時には自ら慈善家たち (tmyratahh)に加わり，あらゆる慈善施設

(相.yrbuq‘alan) を整えたので，私の努力によって幾つもの隊蕗宿 (ribat)ができ，旅

人たちを喜ばせたmo

韻文:

私の脳裏に多くの思いや考えが生じ/高い地位や大物たることに名乗りを上げた

この序文の目的は以下の通りであるO 私はあらゆる街路を駆け抜け，世の人々のあ

らゆる類いの者たちと自ら出会っている O 私は善人たち悪人たちの行いを知っており，

善人たち悪人たちの性質を体験しているO 替と悪による苦楽が私の胸に達しており，

下授と高貴による傷と薬を私の心は理解している o [だが，]時代の人々の内の若干の

時の人々の内の若干の友人たちは，これらの状況に通じておらず，彼らの心は

16)ナヴァーイーの苦難の時期としては，シヤールフ死後の混乱を避けてシーラーズに避難してい

た少年期，主君アブルカースイム・パーブル死後のマシュハドでの就学，新たな君主アブーサ

イード治下のヘラートにおける不遇の時期，故郷ヘラートを追われてのサマルカンド滞在など

が挙げられる[久保 1990: 24-25J 0 その生涯において，ナヴァーイーが珍しく酒と恋に溺れ

たのは，アブーサイードの治世であったという [Sultan: 62-63J。

17)ナヴァーイーがその生涯において栄華を極めたのは， 1469年のスルターン・フサイン却位後

であり，官職としては玉璽官，財務庁のアミ…ル，ヘラートのハーキム，アスタラーバードの

ハーキムなどに任じられている[久保 1990: 25J。加えて，官識を保持していない時期でも，

君主スルターン・フサインとの関係に基づいて十分な政治的影響力を持ち[久保 1997: 163同

164， 166J，また，豊かな経済力により慈善や学芸保護に従事した[久保 1990Jo
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これらの善悪の覚えがない。

キトア:

蜂蜜や酒を味わったことのない者が，どうして知っているだろう

逢瀬と別れのように，前者は甘く後者は苦いということを

賎しい旅人なら知っている，歩みを進めるとき

砂や泥地は柔らかく山や岩は間いということを[1l~6eT]

この類いの輩や友人たちに注意を促し，彼らを， [f.4 (b)]これらの状況に気付かせる

ことが必要と思われた。 彼らがあらゆる集団 (ta'ifa)の性質に通じ，あらゆる措層

(tabaqa)の状況を知るためであり，それは彼らが，適切な人々への奉仕には急ぎ，適

切ではない人々との付合いは避けるべきだと知るためである。また彼らが，隠されて

いる[自分の]秘密を誰にでも口外しないためであり，悪魔や人間の欺蹄や詐欺に騨

されないためである O また彼らが，あらゆる類いの者たちとの交際や親交を望んでい

ても，この貧しき者[ロ筆者]の経験が，彼らにとって十分となるようにするためで

ある O

これらの講話が[人々の]心に愛されることが明らかとなったので，これを H人々

の]心に愛されるもの (Ma抽出品吋ulub)jと名付けた。また，本書の効用の特質が判

ったので，これを3章だてとした。第1章は「人間全般の状況と行動の特質J，第2章

は「賞賛される行動と非難される性質の特徴J，第3章は「様々な教習11の例とその様態J

である O 願わくは，読者諸氏が精綴さと考察の自で見つめ，各自が自らの理解と認識

に従って利益を得，著者にも 1つの祝福の祈り (du'a') によって利益を与え，彼の霊

をその祈りの霊で喜ばせてもらいたいものである o [12-6eT] 

第1章「人々の状況と言動の特質について」

これは40節あるO

第1節「公正なる王たち(‘adilsalaロn)についてJ

公正で聡明な [f.5(a)]帝王は，神の下僕たちにとって神の影であるO 代理権による

王権(ちilafatmulki)は，神の命令に従っており，<余ト神]は地上に代理者 (balifa)

を寵こうと思う>18) [という一節]がこれについてである O 公正なる帝王の高貴さが，

18) rコーランJからの引用である [Quγ百η:2/30J。
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描写できぬほど素晴らしいことについては，く私は公正なる王の御代に生まれた>19) 

[という文雷]がそれを教える O その[ェ公正なる帝王の]本性を[可規と不可視の]

雨世界が誇っていることについては，<正義 ('adI)は時として人間と妖精の信仰より

も良い>と言われているO

公正なる帝王は，神から被造物に下された惑悲であり，諸国 (mamalik) にとって

平安と安箪の源であるO 太陽と春の雲のように，黒い土から花を咲かせ，王国の民の

頭上に黄金や真珠を降り注ぐ。貧者たちゃ困窮者たちは彼の親切や温情に安らぎ，圧

制者たちゃ中間搾取者十avan)たちは彼の懲罰の剣ですり減らされるO 彼の監視によ

って小羊たちは狼の恐怖から守られ，彼の懲罰によって，旅人たちは山賊を恐れて心

乱すことがない。彼の惑愛によって，あらゆるコーラン学校 (maktab)が子供たちで

にぎわい，彼の保護によって女性用の公衆浴場(主u'afa'hammaml)に女たちの声が響

くO 彼の威信によって街道には追剥ぎが現れず，方々で民20)の財産が満ちているO 彼

の管理によって徴税人(‘amal-dar)たちの筆は壊され，圧制者の旗は破棄されるO 彼

の精励によって，礼拝所は集まった人々で一杯であり，マドラサは議論や論争をする

人々でにぎわう O 彼の報復の剣によって盗人は人々の財産に手を伸ばさず，彼の復讐

の恐'簡によって追い剥ぎは [f.5(b)]無の荒野で破滅する O

被はたいてい，底舗に高いのための蝋燭が灯り，ならず者たちの俳福におびえるこ

とはない。夕方から夜明けまで修道場の門は開いており，隠棲の場(加lvatlar)は信

仰の光で照らされている O 町の街路の監視入が彼なら， の羊の牧夫も披である O

臣民の邸宅や果樹闘が彼のおかげで繁栄し，軍人[たち]の願いや安患が彼によって

充たされている O 彼のおかげで，娩， トルコ入の女たちは踊りに従事し，子供たちは

白い骨 (aqsuri主総) [こ羊の探の骨(遊牧民の子供の遊び道具)]で遊ぶ。老婆たちは

紡車の音の響きに合わせて彼への祝福の祈りを歌い，下女 (kaniz)たちは綿を椛く

[13-6eT]鼓の音に合わせて彼への祝福を歌う O 貧者たちは，彼への祝福を祈り彼のこと

19)預言者ムハンマドの音葉とされる [TB: 978J 0 ここで言う「公正なる王」とは，ササン朝中

興の祖， i不滅の魂を持つ者(Anu話Ilvan)Jと呼ばれたホスロウ1世のことである。
20) i民」の原語はトルコ語のulusである。本来ulusは遊牧田家にとっての国・服属民を指す語で

あるが，本書では，一般的に「民jを意味する与alqと同義で、用いられている場合が多い。ほか

にもトルコ諾のel(部民)が，本書中しばしばahl(人々 )と同義で用いられている。
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を誇るのが仕事であり，彼の方は，貧者たちに寛大さを示し彼らを慰撫することが習

慣である O 飢えた者たちは，彼の供与と贈与の食卓から食べ物を得，着るものがない

者たちは，彼の恩寵と善行の財庫から衣服を得ている。

[公正なる帝王は]王国の果樹歯を繁栄させることでは，湿気に満ちた雲であり，王

国の民の自を輝かせることでは，世界を照らす太陽である O 別の王国の臣民や民が彼

を夢み，別の国で虐げられている人々が，彼の正義や彼への祝福の祈りを口にする O

彼の良き名にあてて学者たちはリサーラ(論文)を著し，彼の良き性質について詩人

たちがカスイーダ(領詩)を詠む。歌い手たちは彼を賞賛するために歌い，著述家た

ちの語りは，彼への祝福の祈りを意図した曲を奏でる o [f.6 (a)] 

[公正なる帝王は]民の満足によって神の満足を求め， [民からの]訴えに耳を傾け

るときは，審判の日への思いが，その心を支配しているO

マスナヴィー:

彼は閣の帝王であるが，ダルヴィーシュ(修行者)のようで

彼には王権(話hhg) より清貧が似合う

世俗の王たちにとっては天にも見紛うお方である

が，清貧の徒 (ahl-ifaqr)の前では道の土ぼこりである

彼の前では，世界の王国が木っ端の如くである

が， [清貧の徒の]1つの心の王国が，諸天の如くである

すべての困窮者を支援するのが彼である

彼はまさにアブルガーズイ 21)その入である

まさしく人となり根源の人間 (insaI146ayn)22)となったのは

世界を相続する者，スルターン・フサイン王である

天空が廻り続ける限り

彼のもとに世界の所有権がとどまるように!

21 Iアブルガーズィー (Abual-gazi) Jは，テイムール朝スルターン・フサイン・ミールザーの即

位後のラカブ(異名)であるO 後続の句にも「スルターン・フサイン王jとあるから，この君

主を指すことは明らかであり，この韻文作品全体が，時の君主への賛辞となっている。

ワ insan-i‘aynは本来「瞳・臨孔Jを指すが，ここでは先に見られる「まさしく入 ('ayn-iinsan) J 

にからめた言葉遊びと解される。
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民にこの王から喜びが与えられるように!

片時も彼が[王の]座を離れないように![14時6eT]

第2節「イスラームを護るベグについて23)J 

このような王にとってムスリムのベグは，預言者に仕えた4入〔の教友，すなわち

正統カリフ]の1人のようである O 不幸な者たちの保護者であり，帝王の支持者であ

るO 現世において王に真実の言葉を言い，来世についての王の悲しみを理解する O 悪

人たちは彼を恐れ，善人たちは彼を通じて困難を解決する O 人々の財産に対する貧欲

さは，彼の心には生じず， [人々の] (‘iyaI)に対する思惑は，彼の精神に存在し

ない。彼の望みは臣民の安寧であり，彼の目的は[神の]被造物の平静である O 彼は

ムスリムたちの満足を求め，ムスリムたちは彼への祝福を祈る O 彼自身の本性は健全

であり，王の宮廷 (e話ik)における彼の努力は誠実である o [f.6 (b)] 

王が宮廷にこのようなベグを欠くことのないように王権を担う]幸運が他の者

に移ることのないように24)

第3節「適材と言えない副官 (na'ib) について25)J 

嘘つきで見栄張りの副官が関連付けられるのは，大嘘つきの〔偽韻言者]ムサイリ

マの宗教である o [ムサイリマは]自らを預言者ではないかと思わせたが， [大天使]

ガブリエルと啓示について彼が語ったことは，すべて嘘である O この者[=嘘つきで

23) Iベグ(トルコ語)Jは「アミール(アラピア語)Jとも呼ばれ，一般的にはトルコ・モンゴル

系の人々にとっての貴族的身分を表す称号であり，この称号を有する者は，部族的・氏族的紐

帯によって組織された軍の指揮官でもあった。しかし本文の内容から判断する限り，ここで

は軍務庁や財務庁の長官で御前会議のメンバー，すなわち政府・宮廷の高官としてのベグ(ア

ミール)を指しており，著者ナヴァーイー自身もこの地位を経験している[久保 1997: 151ω 

154J。なお，テイムール朝期のベグ(アミール)層については，関野英二・加藤和秀・安藤志

朗・JlI口琢司諸氏による充実した研究成果を参照することができる。

24)最後の1文を I[王権を担う]幸運の天における彼の生命の太揚が沈むことのないように!J 

とする写本もある(後掲「付.ローマ字転写校訂テキスト」当該箇所の脚註参照)。

25) I部官」自体は官職名ではなく， I副官jと見なされる具体的な官職には，君主の側近集団に属

する，玉璽官 (muhr聞dar)，文書起草官 (mun話i)，パルヴァーナチ

f呆1997: 157-159， 162J。
などがある[久
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見栄張りの副官]が，王の寵愛を得ていると言うのも，事実無根の嘘であるO

[嘘つきで見栄張りの副官が]嘘の命令 (hukm) を伝えるのは，忌まわしい食欲さ

が要閣であり，偽りの文書 (parvana) をもたらすのは，非難すべき強欲さが原因であ

るO 何かを得るとき，彼は真実の代わりに嘘[を言い]，ムスリムたちに対して宗教の

代わりに欠乏をもたらす。全てにおいて嘘〔を言い]，彼が真実を語ることは有り得な

い。賄賂を受け取るときは，日にする言葉と心の中の思いが違っている。

言動が一致しない，このような副官は，王の宮廷からいなくなる方が良い。

第4節「圧制者で、あり蒙昧で放蕩者の (~ãlimva jahil va fasiq)帝王についてJ

公正なる帝王は鏡であり，これはその裏面である O 前者はまばゆい朝であり，後者

はその[朝になる前の]暗い夜である O 圧制jが彼の心に望まれており，放蕩が彼の精

神に愛されている O 王国の荒廃によって彼の心は [15-6eT]落ち着き，民の混乱によっ

て彼の精神は安らぎを得る。町や村は彼の在制によって廃嘘となり，鳩の壁禽 (taq白)

は棄の巣となる O 酒の洪水が彼の宴で荒れ狂うと，この洪水が，王国の繁栄している

地域を荒廃させる o [f.7 (a)]その酒宴場 (su白畑gana) には，礼拝所の崩れた自廊から

[奪った〕紋訟を敷き，酒壷の口には， ミフラーブ(メッカの方角を示す盛禽)の壊れ

たアーチから[奪った]レンガを置いている O もし血を降らせるのが彼の仕事なら，

命あるものは彼のせいで不安になるO もし彼が喜んで、酒を飲むなら，ムスリムたちに

は街路や路地が脅威となる O もし放蕩者で行いが悪ければ，人々とその妻子は彼の懲

戒を恐れるO もし強情で我が侭であれば，心優しい副官たちの命を惜しむことになるO

自らの下劣が[彼]自身のもとでは立派なもの〔とされ]，人々の分別が彼によって

拒絶され非難される O 彼のもとでは多くの[過去の]奉仕が少しの怠慢のせいで無に

し，彼の前では多くの[奉仕の]真実が少しの誤りのせいで存在しなくなる O 彼の

誤った見解に不都合が生じれば，関与していない者たちが巻き込まれるどころか， [彼

の見解に]反対していた者たちまで中傷されるO 彼の間違った考えが不首尾に終われ

ば，関わっていない者たちが叱責されるどころか，事情を知らない者たちまで懲罰を

受けるO 彼が「生命の水26)J と言っても， [それを]当然としなければ罪人であり，

26) r生命の水(加.yatSUYI) とは，飲んだ者に永遠の命を与える水のことで，神の愛を指す場合も
ある。この水を欽んだとされるのが前出のヒドルである(注8参照)。
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彼が太陽の光を関と ても， [それを]賛美しなければ不幸に見舞われる。自分のこ

とでは， 1滴が湖ほど大切で、 1粒に太陽ほどの価値があるが，人々に関しては，世界

中の財貨が1枚の銅貨ほどの値打ちもなく，身を捧げている尊い魂が一銭 (p訴訟)に

も値しない。 彼が黒い渡り烏を白い鷹と ても， Iそれは雁を上手に仕留めますJと

言わないと手を抜いたことになり，彼が白日を暗い夜と言っても， Iスハー(小熊癒の

見え辛い星)が見えますJと ないと背いたことになる 27)。真実を語る人々は生命

を危険にさらし， [f.7 (b)]善へと導く者には死に至る被害が生じるO

真実は，彼のもとでは空虚であり，賢者は，彼の信念によれば，蒙昧である O 彼の

心には人々に対する憎しみがあり，彼の隠された財宝庫には秘宝がある O 殺裁に情熱

を燃やすのが彼の信条であり，人々の生命と財産を狙うのが彼の大仕事である O

ファラオの副官にハーマーン 28)がいたように，この悪競な帝王のワズィール(宰相)

も悪務、な者であろう O

韻文:

毒蛇(ja'fan) も大蛇(鈎h-mar) には助けとなるように

あるいは，ペストもコレラ患者たちには長となるように [16-6eT]

神よ，このような災厄を，無の井戸から存在の宮殿にもたらし給うな!無の牢獄か

ら存在の街に出て来させ給うな!

第5節「ワズィールたち(刊zara') について29))J 

ワズィール[という語]はく罪を犯す (wazara)30) > [という単語]の派生語で，こ

27)サアデイー著『ゴレスターンJにもよく似た内容の警告(韻文)が見られる [Bertel's

96J r王者の意に逆らって意見を求めようとすれば/徒に生命を諦めるばかり/王者がもし
昼を夜と述べたなら/言わずばなるまい，見よ，月と昂をとJ[サアデイー(浦-生訳): 96J。

28) rハーマーン (Haman)Jは， rコーランJ中のモーセの物語に登場する，エジプト王パロの重
臣で，パロとともにモーセを苦しめたとされる [Quγ'aη:28/3ω8，38，40/23・24，36-37J。

29) rワズィールJは本来イスラーム国家における宰相を指すが，テイムール朝期には，数人いる
高位の財務官僚の 1人に過ぎなかった[久保 1997: 154-155J。しかし，本節に記されている

内容から，宰相としての位置付けが失われたわけではないことが判る O 著者ナヴァーイーは順

調な国家運営のために有能な財務官僚の登用が不可欠と考え，彼らに期待し支援するが，何度

も裏切られている[向:162-164， 166J。

30)wmara(動詞第1形)には，ほかにも r[荷を]運ぶJという意味がある。ワズィール本来の

意味は「援助者」である。なお，最新のタシケント刊キリル文字版の当該箇所ではwazaraで
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の動詞(首1)はその本質に最もふさわしく最も適切である O

この仕事を見事に行ったのは[ソロモンの重臣]アーサーフ (Asaf< Asaf) [Ibn 

BarabyaJで，その指輪には<神は最も公正な者に慈悲を垂れ給う!>と刻まれていた

という O 正にアーサーフが[この世を]去るときに，公正を持ち去り，公正の宝石を

この邪な者たちの関から持ち出してしまったのである O たとえ誰かが風のようにあら

ゆる方角に赴いたとしても この世のどこでアーザーフを見つけることができるであ

ろう O 時代の人々の中にアーサーブのような者がいたとしても， [その人物は]ソロモ

ンの玉鹿が失われたことを知るであろう O

この圧制者たちは王国を荒廃させ，王国の民が蓄えたものをむしり取る。 [f.8(a)]彼

らについては誰も筆を走らせず，この筆のように黒い顔を持つ[=恥をかいた]者た

ちの名は，筆に語らせない方が良い。毒を与えて患者を死なせる医師たることが彼ら

の役自であり，彼らに照らして， で良き者たちを殺すのがトルコ人医師である 31)。

これら2つの集団に属する 1人1人が1匹の毒蛇 (afI)であり，王は彼らを取り除かね

ばならない。

彼らの[配下の]役人たち(‘amala) は，撒であり，民のもとに到達したら害があ

るO 彼らの筆先は撒の毒針であり，臣民の命はその毒針の脅威にさらされている o [一

体]どれほどこの毒針が虐げられた者たちに刺さるのであろうか。願わくは，彼らの

頭を死の石で打ちのめしてもらいたいものであるO

マスナヴイー:

彼飢え高位の者であれ下級の者であれ

民(加la'i，司)に害を及ぼしている

王は迅速に彼らを殺した方が良い

預言者は言っているくその[類いの]有害な生き物を殺せ>と

はなく，その動名詞形wizrを示している [MQlU2 : 16J 0 この場合，後出の引は「動詞Jでは

なく「行為Jと訳す必要がある。

31)ここで言う「トルコ人罷師Jとは，文脈からわかるように，現実の医師を指すのではなく， ト

ルコ系軍人の喰えである O つまりタジク系財務官僚とトルコ系箪入のことを，すぐ後の文で

「これら2つの集団Jと呼んでいるのである。なお，この1文の代わりに「毒を与えて患者を死

なせる医師が，彼らの状況に似ていて近いJという 1文が配されている写本もある(後掲「付.

ローマ字転写校訂テキストj当該箇所の脚注参照)。
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第6節「無能なサドル (sadr)たちについて32)J 

信仰のないサドルたちは，必要のない悪しき異端であるO この人でなし[のサドル〕

が凡俗で ('ammI)，その望みが放蕩や道楽であるなら，彼の宴席において [17-6eT]曲

が奏でられ，学問と を悼む哀歌が披露されるO ウラマーが持って来たパラ

水の瓶を空にして，酒を満たすのに十分な従者たちを濯う O 彼ら[ニウラマー]が持

って来た氷砂糖は，酒の肴 (gazak) にするために砕かれ， [ウラマーの]俸給のため

の費用は他のものに [f.8(b)]使われる O 彼のもとでは悪行がはびこり，役の手下は学

究の徒である O 従者たちを修道場の収益で食べさせ，小姓(とuhra)たちをシャイフ

(修道場の長)やムダッリス(マドラサ教授)の俸給[のための費用]で、養っている O

彼の宴席で酒が出されることにムブタスィブ(違法行為取締官)が満足しカーデイ

ー(法官)はその髭で酒を濯す。このように違法行為が数え切れない[ほど多い]国

では，イスラームやシャリーアに，威光も価値もないであろう O

サドルは，ウラマーにとっての援助者，シャイフたちにとっての執事や奉仕者，サ

イイド(預言者ムハンマドの末喬)たちにとっての支援者でなければならない。

たちへの奉仕に励み33) 荒廃したワクフ(慈善施設への寄進財産およびその運用)を

修復し， [寄進財産の耕地における]農業の活発化に努めなければならない。

マスナヴイー:

放蕩者の酒屋は，怒りや悲しみではなく/庖を潰す，たとえ大尽であっても

鐙全体に金の絵模様が描かれ/外衣が本人より立派に飾られていても

キトア:

頭に組紐付きのターバンを巻かねばならず

外衣もムッラーのように肩に羽織らねばならない

32) rサドルJとは，サイイドやウラマーを保護・統轄し，ワクフによる宗教・慈善施設運営を監
督する政府・宮廷の高官で，サイイドやウラマーが任じられ，スルターン・ブサインのもとに

は常時2~3名いた[久保 1997 : 155-157J。サドルとその配下の者たちはワクフ財産の収益か

ら収入を得ていたが，本節の内容から判断する限り，同じくワクフ財産の収益に依存していた

宗教・慈善施設の職員(シャイフ，ムダッリスほか)を，経済的に圧迫することもあったよう

である。

33) この箇所に「圧制の糸を断ちJというフレーズが追加されている写本もある(後掲「付.ロー

マ字転写校訂テキストj当該筒所の脚注参照)。
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馬の首に魔除け (qWã~) を吊るすのではなく

自身の髭のように自分が首から吊るされる

第7節「放蕩者で生活ぶりが悪く勇士を気取る者 (bahadurluqlafm urgan)たちに

ついてお)J 

王の宮廷には財貨を浪費する者たちがいて，彼らは神に服従せず，王にも従わない。

彼らの[従う]道は虚勢であり，彼らのならいは鹿飾である O 彼らの仕事は酪町であ

り，彼らの修練は [f.9(a)]自己崇拝であるO 彼らが真実を言うときは自慢であり，彼

らが言う意味のある雷葉は戯雷である o [酒を]ひと欽みすることが [18叩6eT]彼らの信

仰であり，異教徒じみたことが彼らのしきたりである O 彼らの心は駿馬を跳ねさせて

落ち着き，彼らの言葉は無防備な者を散々に痛めつける O 彼らの主張によれば，宴席

においてはハーテイム 35)のようであり，戦においては[古代イランの伝説・神話上の

英雄]ロスタムのように奮関するO 彼らの頭上の羽根飾り (otaga)に鷲座が慌てふた

めき，彼らの槍に槍兵の角星 (Simak-iramih) [ヱ大角星]が顔をしかめる O その振る

舞い以上に彼らのターバンは乱れ，ターバンの組紐で彼らの背に傷ができているO

彼らは王国の敵を撃退することで名声を得ており，王に王国守護の恩を売っているO

彼らはこの主張を台無しにするまで[放蕩に耽り]，酒で死ぬ者たちもいれば，他の放

蕩で地獄送りとなる者たちもいる o 100人に1人が戦場に赴き，下手に駆けて自らを役

立たずにするO 敵兵を倒さずに自らが倒れ，敵箪ではなく自軍の戦列を打ち破るO こ

のような勇士がいかなる戦場にも存在しないように!いかなる戦列を打ち破る持も，

その血にまみれることのないように!

にとって軍とは，ダルヴィーシュたちによる祝福の祈りや貧者たちの志であり，

神の満足である O 神の恩恵を軍とする王[の場合]は，その旗印がく勝利は神がもた

らす!>となるであろう O 王に[王権を担う]幸運がある限り，敵は無力でふるわな

い。 [f.9(b)] [この]幸運をもたらすのは神である。神は奪う者であり，かつ与える者

34) bahadurはモンゴル語のba'aturのペルシア諾転批形で「勇士Jを意味するO 第9節lこ見られる

「ヤサの民」とは対照的に，身分の高い箪人を指すと考えられる。

35) アラブ民族にとって「寛大さ (karam)Jの権化とされる 前イスラーム時代のアラブ人

Hatim Ta'Iを指す。彼とその一族の寛大さは伝説化している〔堀内:114-123J。
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でもある O 神が与えれば人が奪うことはできず，神がもたらせば人が遠くへ投げ出す

ことはできない。王が神の命令を適切に実行すれば，この幸運が，多くの恐怖に希望

を与えるであろう O

キトァ:

王の真実が神と[の関係で]正しければ

敵が1人でも 100人でも何の不安があろうか

人間に勝利を与えるのは神であり，軍や兵ではない

神を信頼するのみであり，ほかに言うことがあろうか

バイト(匂)

[自]軍に運があろうがあるまいが/敵軍への[神の〕命令によって決まるのである

8節「ヤサウルの集団 (yasawlgurilhl)についてお)J 

ヤサウルは，誰か(諸軍の中で]抑在されている者の事矯を究明し，この抑圧され

ている者を圧制者から救う O もし有り得ないほど [19“6eT]多くの報酬を要求するなら，

その圧制者の上を行く向類であるO もしその努力に見合うことを考えるなら，父から

の遺産や母からの母乳のように合法的で、あろう O もし彼の要求がその努力による権利

より少ないなら，彼の男らしさと男気は確かなものである O もし尽力しながら[当然

の]権利である報酬を受け取らないなら，彼を無条件に聖なる者 (vali) と言うことが

できるであろう O 多くの男たちがこの業を信条としており，この振る舞いによってお

おむね目標に到達している O

マスナヴイ

神に近き者たちはあらゆる姿で存在する

その一部の者たちはこの撮る舞いを選んだ、 [f.10(a)] 

彼らは様々な聖堂 (qubba)の中に際れているので

神以外の誰の自にも見えない

36) rヤサウルJは，モンゴルによって持ち込まれた官職であり，諸軍の事情に通じ，箪が招集さ
れた際に，宿営の配置や隊列等の規律を守らせることが，その職務であった。また君主藍属の

場合には，君主の傍で護衛兵や式典宮の役割も担ったと考えられている[関野:375. 378Jo 
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第9節「ヤサの民匂asaghq) と雑兵軍 (qaraとerik) について37)J 

ヤサの民と呼ばれる雑兵軍は，ゴグとマゴグの民38)に匹敵する O 彼らには苦労ばか

りで安息はなく，ヤサに従う[=従軍する]ばかりで片時も欲をかかない。彼らの仕

事は略奪できるものを略奪し，異国でイナゴのよう をなめ回すことであるO

人間たることと彼らの間には差異があり，ムスリムたることと彼らの聞には矛盾が

あるO 彼らの本性には理解力や認識力が欠けており，そもそも理性や公正さを，みな

が持ち合わせていない。どこへ向かつて出発しでも，彼らが床につくことはなく，昼

干支，不注意の眠りから目覚めることもない。暑くても寒くても彼らの身体には関係な

く，空腹でも裸でも彼らの肉体は弱らない。非人間性では[神の]被造物の中でも抜

きん出ており，動物のようなところが多く，人関らしいところは少ない。

ルパーイー:

かの民 (qawm)以上に驚嘆すべき人々はいない

その胃袋は禁忌のものまで食べても満たされない

彼らは死ぬまで災厄を生じさせ続けるが

ヤサの民は死なない，という主張は真実である [20-6eT]

くべきことであるが，あらゆる類いの集閣に隠された神の思寵があるので，彼ら

の [f.lO(b)]中にも[ひとかどの]男たちが隠されている可能性がある。軍営商人[た

ち] (orduゐazari)39)が自らヤサの誌と行動を共にし， [買うのは]安くても買わずに

37)yasaS11Sはベルシア語のyasaqiおよびその複数形yasaqiyanやahl-iyasa (ヤサの民)と同義と

考えられる。当時の二元的統治体制において，シャリーアに従う「イスラームの民Jすなわち

ムスリム定住民に対し，ヤサに従う遊牧トルコ系軍人全般を指す表現が fヤサの民jである

[久保 1997: 152-153， 159J。ここでは，第7節に見られる有力軍人とは対照的な，下級兵士を

指すと考えられる。『パーブル・ナーマJのタシケント刊キリル文字版の一節では，スルター

ン・フサインに1万4千の f無比の若党Jと4万の「ヤサの民の若党jが仕えたとし， rヤサの
民に任される仕事は，整壕を埋めること，井戸を掘ること，道を整えること，そして貴人に薪

や物資を届けることであるjと述べ，さらに， rヤサの民Jの各々に80ジャリーブの土地が与
えられていたとする [BN尺J: 223-224 ; Sultan : 160J。しかしこの一節は1写本 (HHCTHTYT

BOCTOKOB明 eHH5ICCCP， NQφ-685)にのみ見られるもので，後代の追記ではないかと考えられる O

38) rゴグとマゴク (Ya'j吋vaMa'j司j)Jは『コーランj(および n日約聖書j)に言及される，伝説
上の，はるか東方の野蛮人を指す [Quγ百η:18/94， 21196J。

お)orduゐazan/urduゐazanとは，軍営地において開かれる市 (ordゃ協zar)で取引をする商人を

指す cr凡例jに前掲のMu'in，FIα仇αηg-iFaγsi) 0 ここでは，語形は単数であるが意味的には
複数と考えられ，同様の例が『パーブル・ナーマJにも見られる[パーブル(関野訳): 

353 ; BN/J : 351]。
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るのは]高く売りつけている O 王国の民から徴税するように，

UlUSl) からごネ兄{義をf尋ているのであるO

ノくイト:

たち (cerik

その堕落した者たちが箪の財貨を も夜も否応なく，ただで手に入れる

人間が彼らに報いを与えることは有り得ず，神が災厄で彼らに報いるであろう O

第10節「王の配下の者たち(甑hUlUSl) が王自身に似ることについてJ

に付き従い臣従する者はみな，やる事とやり方が王に似てくるであろう O もし

が正義を信条とするなら，その配下の者たちの信条にも正義が印付けられ，もし王が

圧制を為す者であるなら，その部下たち (eI)にも圧制のたくらみがある O もし王が

イスラームのしきたりに従うなら，民(ちal司)の信条もイスラームに沿った信仰であ

り，もし王が異教徒の性質を持つなら，部下たちも異教徒の振る舞いをする。

[このような状況をふまえて]賢者たちは，王のことを[喰えて]，満々と水をたた

えた湖 (darya)，その配下の者たち (qawmvaちayI)のことを[喰えて]，湖の周囲に

ある河川であると言っているO 湖の水に何らかの特質や特徴があれば，河川も同じ特

費や特徴を持つ。前者が辛ければ後者も辛く，前者が甘ければ後者も甘い。前者が濁

っていれば後者も濁っており，前者が澄んでいれば後者も澄んでいる O

マスナヴイー:

それらの水路はこの湖から分かれている/賢者はそれらの水が同じと知っている

湖と水路の水は同じであるから[f.11(a)]/その味をあえて試す必要はない [21-6eT]

第11節「シャイフルイスラームについて必)J 

シャイフルイスラ…ムとは，ムスリムたちの指導者であり，イスラ…ムの導部を指

40) Iシャイフルイスラームjは，シャリーアの秩序維持とムスリムたちの教導を職務とし，君主

により，主要都市に1名のみ任じられた。しかし，実際は名門ウラマ…家がこの地位を世襲し

ており，君主ですら授し難い権威を持つ，ムスリム社会の代表者であった[久保 1988: 149-

151 ; 1997 : 157J。その一方で，スーフイズムにおける偉大なシャイフの尊称としても「シャ

イフルイスラームJが用いられ，時に，尊称にとどまらず，聖者廟等の運営に関わる職権を伴

った[安藤 1994: 7-11J 0 本節の内容から判る通り，ナヴァーイーはこの両者の統合を理想、と

し， IシャリーアJと fタリーカJ双方のあかしを求めている。
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す。このような人物はイスラームを護る学者 ('alim)でなければならず， [神の]宮廷

の側近41)である霊知者(‘arif)でなければならない。シャリ…アを信条とする賢者で

あり，タリーカに印付けられ清貧を喜ぶ者[でなければならないJo善人悪人様々な者

に対する慈愛があまねく満ち溢れ，大小様々な者に対する教導が，言葉が[要ら]な

いほど有益[でなければならないJoシャリーアの規則に厳格で，すべての異端者たち

の逸脱を廃する，完壁な者[でなければならないJoこのようなイスラーム信仰の様態

が見られる者を，シャイフルイスラ…ムと呼ぶことができるO 以上。

バイト:

この中に属するのが，神の側近にして

シャイフルイスラームの老締アンサーリー42)である

第12節「カーデイーたち (quzat) について

カーデイーはイスラームの造りの支柱であり，ムスリムたちの善悪について命令を

下す。宗教の諸学によって，その心の王国が繁栄し，確かな洞察力によって，その思

惟の社会に憂いがないようでなければならない。その精神の国から個人的な偏向が逃

亡し，その誠実な心が，へつらいの欺縞による優柔さを帯びていない[ょうでなけれ

ばならないJoその法廷はシャリーア諸学の宝庫であり，判決を下す際には，馴染みの

者も見知らぬ者も彼[=カーデイー]にとって対等[でなければならない]。その知識

と敬慶さによって，人々の心が華やぎ，その注意深さと澗察力によって，信仰のない

者たちに悲哀が生じ[ていなければならないJoその心は「神の言葉Jによる命令によ

41法学者が任じられるシャイフルイスラームのみを指す場合は，君主の「宮廷の側近」を意味す

る可能性が大きい。しかし，ここでは「霊知者jに関する表現であり，末尾の韻文の内容から

も， r神の宮廷の側近 (muqarrab-idargah-i bari) Jを指すと考えるべきである。
42) 'Abdullah Ar碍ari(d.1089)は「ヘラートの老師 (pir-iHirat) Jの異名で知られ，厳格なハン

パル派の学者であり，高名なスープイー・シャイフでもあった。ヘラート近郊のガーゾルガー

にあるアンサーリー廟は，テイムール朝期の最も重要な聖者廟の lつであり [Subtelny1994J， 

ナヴァーイーも，この聖者繭にある修道場の修復・運営に尽力している[久保 1990: 33， 35J 0 

43) rカーデイー(法官)Jの主な職務は，イスラーム法廷を主催し，裁判官として訴訟に判決を下
すことと，文書作成によって私人間の契約を保証することである〔久保 1996Jo当時のヘラー

トには名門カーデイ一家の存在も確認され，有力カーデイーはシャイフルイスラームに次ぐム

スリム社会の代表者に位置付けられていた[久保 1988: 150， 152-153， 156-157， 159J。
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って強化され，その判決は選ばれし者[=預言者ムハンマド]の (rnustafavi)ハデイ

ースによって導かれ[ていなければならないJoシャリーアの様々な作為の難問 [f.11

(b)]についてその心が啓かれ，法学者たちの様々なごまかしによる不明瞭さに関して，

その精神が明敏で〔なければならないJo賄賂を受け取るムフティー(法の解釈・適用

に関する意見を求められる法学者)たちは彼[=カーデイー]のもとで悩まされ，策

を弄するワキール(法的代理人)たちは彼の前で非難され(なければならないJo

酒を飲む凡俗な ('arnrni)カーデイーは，殺すべきであり，地獄の炎に到達する前

に燃やすべきであるo [22-6eT]賄賂を受け取るカーデイーは，イスラームの砦に亀裂を

生じさせるO 賄賂を贈ってカーディー職を得ることができた者は，賄賂を受け取って

シャリーアを破壊することもできるであろう O

シャリーアの公道から足を踏み外さず，真直ぐな道から外れないカーデイーが必要

である O 直線は歪むとその方向に曲がってしまい，きちんと張られていない楽器の弦

のように，正常さが失われる O 人々の財産や生命に関わる判決を下す者は，預言者の

信条をならいとせねばならない。真直ぐな道から足を滑らせ災厄の井戸の成に落ちて

いながら，この仕事を「私がやるJと自分で言う者は，恐れを知らぬ嘘つきである O

嘘つきで恐れを知らぬ者に，どうして，預言者の聖法に基づいて判決を下す仕事がふ

さわしいであろうか。

キトァ:

誠実なる伝達者[コ預言者ムハンマド]は，信仰と聖法を

可能な限り整え， [他の]全ての宗教を廃した王である

その道を嘘つきがどのように整えるのだろう，ある大嘘つき[ヱムサイリマ]も

多くことの主張をしたが，地獄へと向かったではないか

第13節 [f.12(a)] Iムフティーの資格を持つ法学者 (rnuftifaqih)たちについてJ

ムフティー(法の解釈・適用に関する意見を求められる法学者)は信仰篤い法学者

でなければならず¥信心深い学者でなければならない。イスラームの知識に習熟し，

信仰の光がその額に明らかであり，偏向による欠点がその心に無く，計略による倦惰

がその精神に無い(ょうでなければならないJoその筆は語ることにおいて誠実で，そ
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の文字がムジ、ユタヒド(教義決定・立法を行う法学者)の言葉と一致し[ていなけれ

ばならないJo

さもなくば，酒飲みの放蕩者であり，行いが悪く狭滑な愚か者であろう o 1デイルハ

ムのために100もの真実を虚偽とし，わずかな心付けのために多くの「否Jを「正J

と記す人物[であろうJoひと龍のブドウのために1つの果樹園を燃やしても悲しまず，

Iパートマーンの小麦のために，ひと山の収穫をばらまいて[無くして]も苦しまな

い[であろうJo策を弄してファトワー(法の解釈・適用に関する意見書)を作成する

ムフティーは， によってシャリーアの面子を潰し，報酬として銀貨を受け取って

自身の財貨に加え，自らの信仰を俗世間に売っているのであるO

このようなムブティーは，人を死なせる医師[と同じ]である O 一方はイスラーム

を殺すこと，もう一方はムスリムたちを殺すことが役目である o [23-6eT] 

ルバーイー:

仕事に報酬を受け取って文字を書くムフティーは

報酬が多ければ，偏向を少なくせねばならない

ファトワーにおいて報酬のために f正jや「否Jが記されたときは

それを書いた者の手を切断せねばならない

第14節 fムダツリス (mudarris)たちについて

ムダッリスは以下のようでなければならない。職位を自的とせず，通じていない学

問を語る罪を犯さない。見栄で講義を開いたり， [f.12 (b)]自慢するためにやかましく

言ったりしない。蒙味さゆえにターバンを大きく，組紐を長くしたりせず，散慢さゆ

えにマドラサの入口の大広間 (ayvan) に陣取ったりしない。宗教の諸学に通じ，確か

な問題を人々に教授し，恐れの無い事柄を恐れ，不浄な事柄から逃れる。

さもなくば，自身に学識があると思い，幾つかの未知の事柄 (majhul) について，

44) rムダツリスjはイスラムの高等教育機関，マドラサの教授である O ナヴァーイーはマドラサ
やハーナカーの建設・修復を活発に行い，ムダッリス職の確保・増加に貢献した(当時のヘラ

ートでは，本来修道場であるはず、のハーナカーにもムダッリスが任じられ，高等教育が行われ

た) [久保 1990: 31-33， 36-37J 0 これらのマドラサやハーナカーにムダッリスとして在職した

者の多くが，ナヴァーイーへの献呈作品を著している[関:34-35J。
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種々の罪悪 (fisq) を「許容される (mubah) 45) Jとするどころか「合法 (halaI)Jと

するであろう O 為さない[はずの]仕事を為すようになり，為す[べき]仕事の放棄

が，規則やきまりごとのようになるであろう O これではムダッリスではなく異端者で

あり，このような人物との対話はイスラ…ム教徒には禁じられているO

[ムダッリスは]敬農で、覚っていて，<神が言った> [こと]ゃく神の使徒が言っ

た>[こと]を語る学者でなければならない。

キトア:

神や使徒についてどんなに語ったとしても

さらにはムジ、ュタヒドや聖者の言葉を[語ったとしても]

その者から，人は，いつ聞き， [いつ)学ぶのだろうか

[肝心の]神の言葉や選ばれし者 (mustafa) [=ムハンマド]の言葉を

第15節「医師たち (attiba')について46)J 

医師は自らの技能において熟練し，患者たちの病状を心寵しなければならない。ま

た，医術自体が性に [24-6eTJ合っていて，名医たち (hukama')の教えに倣い従わ

[なければならないJo愛想良く親切に話し，自身に恥じらいがあって気立てが良く

〔なければならないJo

心配りのできる熟練した医師は， r神の精霊」イエスに比されるであろう O イエスの

業は， [肉体の外に〕出た魂を祝福の祈りによって肉体に戻すことであり，この[医師

の]仕事は，魂が肉体から出て行こうとするのを [f.13(a)]治療によって抑えることで

ある O このような医師の顔は患者の心に愛されており，その言葉は患者の魂に望まれ

ているO その息は病人たちへの薬であり，その歩みは病む者たちへの癒しであるO そ

の姿は救済のヒドル[注8参照]であり，その[薬用]シロップは「生命の水J[注26

参照JであるO

技術に熟練していても，性根が悪く恐れを知らず言葉遣いが荒ければ，ある面で患

必) I許容される (mubah)Jはイスラーム法学における行為の5範鴎のlつであり，しでもしなく

ても賞罰に関係のない行為を指す[遠峰:13J。

46)ナヴァーイーはヘラ…トにおいて病院・医学校 (daral-sifa')を建設・修復し，医療と医学の

発展に寄与している[久保1990: 32-33， 35J。
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者に治療を施しでも， [別の]いくつかの面で具合を悪化させてしまう O

しかし，無教養な ('ammi)47)医師は，死刑執行人(jallad) の弟子であり，後者

[=死刑執行人]は剣で，前者[コ無教養な医師]は毒で圧制を為すが，間違いなく後

者の方が前者よりましであるO なぜなら，後者は罪人を殺すが，前者は罪のない者を

殺すからであるO いかなる罪人も後者に卑しまれる者とならぬように!いかなる無実

の者も前者にかかる病人とならぬように!

ノfイト:

言葉遣いの良い熟練した医師は，身体の苦痛への躍しである

[医締が]無教養で荒々しく性根が悪ければ，人々の生命にふりかかる災厄である

第16節「韻文の花閣で美しく歌う

これにはいくつかの階層があるO

ち[=詩人たち]について必)J 

第1の集団は，神の[神秘的な]知識 (ma'rifat)の蓄えから得た現金で裕福となり，

人間たちによる賞賛を必要としていない。彼らの仕事は，意味[キ の宝庫にあ

る宝石を集め，人々への恩寵のために韻律の糸で編むことであるO 韻文を詠むことは，

きわめて気高くこの上なく高貴なことであり，心地良さのために[神の]徴 (ayat)

は言葉の形で下されており， [神の]奇蹟の語り(l)adI~-i mu'jiz) は規律ある[押韻散

文の]形で求められたのである 49)。特に意図があるわけではないので， [f.13 (b)]神聖

47) 'ammiは「庶民 ('amm)Jの形容詞形であり，イ也の箇所では，おおむね「凡俗な」と訳したが，

ここでは「無教義な」の方が適切と考えた。「庶民Jは「イスラ…ム知識人jの対義語でもあ

り， Iイスラームの十分な知識を持たない者」という語義がある[久保2001: 77 (注31)Jo

48)ナヴァーイーがチャガタイ・トルコ諾で著した詩人伝MαValisal-Naj江沿では， トルコ詩人へ

の言及も少なくないが，本節ではもっぱらベルシア詩人が取り上げられている。また同時代の

詩人への言及が少ないことや，神秘主義詩を重視していることも注目される。ナヴァーイーの

代表的著作に『ハムサ(物語詩5部作)，1と[鳥の言葉(Lisanal-tayr) jがあることから，彼が，

ニザーミーとアッタールの影響を受けたことは明らかであるが，行情詩については，彼自身が，

特にアミール・ホスロウ，ハーブエズ，ジャーミーの影響を受けたことを自著の中で述べてい

る [Sultan: 68J 0 

49)ここに言う「奇蹟の諮り(草刈尋問imu'jiz) Jとは，いわゆる「ハディース(加dienabiy:頭言

者ムハンマドに関する伝承)Jでも， Iハデイースjの中に含まれる「神の言葉(加diequdSi) J 

でもなく，ほかならぬ聖典『コーランJを指すと考えられる orコーランjには「神は最善の
語り Cal:lsanaHladie)を互いによく似た[語句をもって]繰り返し〔この)啓典で啓示された」

という一節がある [Quγ'an: 39/23J。
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さゆえ，人々はそれを詩とは呼ばない。

しかし，この気高き人々 (qawm)の長にして指導者，この高貴なる人々(lJayI)の

官房長 (sar-daftar) にして軍団長 (sar-lJayI)，聖者性の海の [25-6eT].真珠，高貴さの

頂にある星，信者たちの長，アリーく神よ，彼に満足し給え!神よ，彼に栄誉を与え

給え!>には幾つかの詩集が残っており 50) そこには様々な秘密や微細な問題が数限

りなく含まれている O

この驚異の顕現に続いた人々がいる O どのような人々であるか，一部を挙げよう O

彼らの中でベルシア諾で表現したのは，秘密の宝石を編む者，シャイフ・ブアリード

ウツデイーン・アッタール 51)さらに『精神的マスナヴィー (Ma~navï-yi ma'navi) j 

を語る者，確信の海の潜水夫，マウラーナー・ジャラールッデイーン，すなわちメウ

レヴィー・ルーミー 52) である O 彼らの自的は，韻文で神の秘密を語り，際限のない

[神秘的な]知識を口授すること以外にはなかった。さらに，覚った聖者たちゃシャイ

フたちゃ神の徒 (ahlAllah)が彼らに倣い，彼らの言説や真実の言葉を賞賛すべきも

のと理解している O この集団は真理の道の能弁家であるどころか，錬金街師であり賢

者の石 (kibrit-iahmar)である。

もう 1つの集団は，真理の秘密に隠総 (majaz)の方法を交え， をこの方式で結

びつけている O その例が，意味の徒 (ma'aniahh)の警句家，シャイフ・ムスリフツ

デイーン・サアデイー・シーラーズィー 53) 愛の徒 ('ishqguruhl)の誠実にして [f.14

(a)]実寵なる者，アミール・ホスロウ・デブラヴィー 54) スープイズム (t符aV¥羽f)の

50)周知の通り 12イマーム派は，初代イマーム，アリーの文章や発言を集めたとされるNαhjαl-

bαlag，αをきわめて重要視し，ア 1)_帽を名文家と見なしている。アリー作とされる詩集は，これ

とは別に現存するが，贋作と考えられているO

51) SaYb Frid al-din 'Anar (d.1221)は『烏の言葉 (Mantiqal-tayr).]や『聖者列伝 (Tagkiratal-

awliya') .]で名高い神秘主義詩人である[黒柳:91-96J。

52) Mawlana Jalal al-din Rumi (1207“1273)は f精神的マスナヴィーJや fシャムセ・タブリーズ

詩集Jで知られる神秘主義詩人であり，コンヤに拠点を置くメウレヴイー教団の開祖でもある

[黒柳:164-177J。

53) Sayち Mu~liり al-dïn Sa官 Sirazi(d.1292)は，本稿の「はじめにjでも普及した有名な教訓書

fゴレスターン.](散文)と『ブースターン.](韻文)を著した実践道徳の詩人で，好情詩でも

名高い[黒柳:177叩193J。

54) Amir号UsrawDihlavi (1253-1325)はニザーミーに倣った物語詩の fハムサ (5部作).]で有名な

インドの神秘主義詩人である[黒柳:264-266J。その作品はティムール朝期に愛女子され，高く

評価されていた [Bertel's: 30幽31]。
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微細な難問を解く者，シャイブ・ザヒールツデイーン・サナーイー 55) 確信の徒 (ahl-

i yaqin) の唯一の者，シャイフ・アウハドウツデイーン 56) 意味を語る発話者，ホー

ジャ・シャムスッディーン・ムハンマド・ハーフイズ57)であるO

さらにもう 1つの集団は，その詩において隠除の方法で語ることが支配的で，この

様式をより好む者たちである O その例が，カマール・イスファハーニー，ハーカ…ニ

一・シールヴァーニー，ハージュー(イ)・キルマーニー，マウラーナー・ジャラ}ル

ツディーン，ホージャ・カマール・ブジャンデイー，アンヴァリー，ザヒール・フア

ールヤーピー，アブドウルワースイ，アスィール，サルマーン・サーヴェジー，ナー

スイル・ブハーリー，カーテイピー・ネシャープーリー，シャーヒー・サブザヴァー

リーである 58)。

そしてさらには，真理と隠除の方法において完壁で， [正統派イスラームとスーフイ

ズム]両方の学問の道において十全，詩人たちの指導者にして導締，シャイフルイス

ラームのマウラーナー・ヌールルミッラト・ワッデイ}ン・アブドウツラフマーン・

ジャーミー狽下<神よ，彼の墓を輝かせ給え!彼の秘密を神聖ならしめ給え!>がい

らっしゃる 59)0 [ジャーミー狽下は]第1の [26同6eT]階層の方法と おいても

55) SaYD ::.c:ahir al-din Sana'i ("，，)は， r真理の閣(草adiqatal-与aqiqa)jで知られ，好情詩・叙事詩
における先駆的神秘主義詩人I:IakimSana'i/ Abu al-Majd M司jdudGaznavi (d.1131) [黒柳:87-

91Jを指すと考えられるが，確証はない。

56) Say与Awちadal-din (d. ca.l190)はアンヴアワー(Anvan)の筆名で知られ，ペルシア文学史に

おける代表的頒詩詩人である[黒柳:66-70J。

57)ザajaSams al-din Mu加mmadI:Ia自宅 (d.ca.1390)はベルシア好情詩における最高の詩人とされ
る。それまでの恋愛持情詩と神秘主義行情詩を融合・集大成したばかりでなく，独自の技巧に

よって新境地を開拓した[黒柳:217-230J。

58) Kamal I~fahãnï (d.1237/38) :領詩詩人として名高い(黒柳:80-81]早aqaniS irvani 

(d.1l99) :アンヴァリーと並び称される領詩詩人[黒柳:76-79J 号v訂則的瓦irmani(1281“ 

1352) :神秘主義詩人[黒柳:209-211J ; Mawlana Jalal al-din b. Ja'far Farahani (d.1336) ; 

ぜajaKamal写ujandi(d.1400/01) :タブリーズに居住した神秘主義詩人[黒柳:216J 
Anvari (上述注56) ; Zahir Faryabi (d.1201) :頒詩詩人[黒柳:79-80J ‘Abd al-vasi‘ 

(d.1l60) ;将官 (d.1236); Salman Savaji (d.1376) :額詩と好情詩で名高い[黒柳:214-216J 

Na号irBu加点 (d.1371172); Katibi Nayぬbun(d.1435/36)と缶詰 Sabzavan(1385-1453)はテイム

ール朝期の高名な詩人である。なお，本柱の作成には最新のキリル文字版に付された

C.FaHHeBa氏による注も参照した [MQ!U2: 278-281 (notes 26-38)J 0 

59) Mawlana Nur al-din 'Abd al-raqman Jami (1414-1492)はHaftAwraηg (物語詩7部作)や

Nafi偽atαl引 ns(神秘主義者列伝)で知られ，ベルシア古典文学において「最後の詩人(与atam

al-su‘ara') Jと呼ばれる高名な神秘主義詩人である[黒柳:231伊243J。ナクシュパンデイーヤ
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に語り，次の階層に通じる言説の優美さにおいても完壁であるので，世界で[広く]

熱情と陶酔の徒 (gawq-u-}:lalahh)が況下の優美さを楽しみ，貌下と[神秘的な]知識

を共有しているO

また最も低い階層の人々がいる O 彼らは韻文のみを楽しんで喜び，満足し，利を得

ている o 100もの困難を伴って7バイト(匂)詠み， [f.14 (b)] [自己]主張の声を7天

の向こうまでとどかせるO 彼ら に真理や[神秘的な]知識の蜜の甘さもなけれ

ば，彼らの詩に熱情や愛情の炎の熱さもない。詩の構成にも優れていなければ，愛の

言葉や苦悩の炎も燃え上がらない。もし一部の者が，時折1つずつ良いバイトを詠ん

だとしても，非常に良くない[自己]主張をして，それさえ台無しにする O もし〔彼

らの内の]誰かが1つの繊細な意味において裳賛すべき技を克せたとしても， 10もの

感心しない[自己]主張をして，それを無駄にするO まるで確信して自分自身と協調

し，信頼して自身の言葉に向意するかのようである O さらに奇妙なのは，各々の言葉

には意味が少ない[にも関わらず]，自身には[自己]主張が多いことである O く神よ，

我らを魂の悪と所業の罪から救い給え!>

ルパーイー:

汝が最も優れていると言うものが最も優れている

最も劣っているものも，全ての劣ったものより劣っている

も平均的なものは何の役にも立たない

それらについては口を開かない方が良いと知れ

第17節「書家 (katib)たちについて60)J 

書家とは詩人たちの言葉を紙葉に描く者であり， 出納係(l]izana-dar)

であるO 出納係(ゆzin)の技能は受託 (amanat)であり，占有 (ta号arruf)は背信行

に属し，学識豊かなシャイフとして有名で，散文のスープイズム関連著作も重要である O ナヴ

ァーイーはジャーミーと深い親交を結び¥彼のもとでスープイズムや韻律学を学び，著作活動

においてもしばしば意見を求めている [Be此el's: 117拘125; Sultan : 77-81]。

60) kãtib は，本来，行政官を含む書記全般を指す語であるが，ここでは書家(きanã~) ・能書家

(ぜu益司nivis)のみを指している。ナヴァーイーは書家たちを保護・育成しており[久保1990: 

41]，自らの所有する図書館 (kitab-頃na)では，彼らに写本を作成させていた[同:43-44J。
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である O 背信行為に携わる受託者は自らの技能に関して非難され そのような者の

手は切り取られるのが[f.15(a)]良いであろう O

上手な文字と点によって紙面に美がもたらされる様は，麗しい顔ばせに産毛と黒子

を付けたかのようである O 達筆の書家は言葉を飾り， [27目6eT]作者を安心させる O 正し

く文字を書く書き手は，正しい者たちの心に，否応なく受け入れられるO その書が整

っている書き手は， 1バイト書こうが100バイト書こうが，賞賛されるO

もし書の見た目が良くなければ，そのせいで読者は，意味の群がりの中で混乱するO

達筆であっても，誤りが多ければ，その手が薄れる病で役立たずとなるであろう O 不

適切に点を打って 「恋人 (habib)Jを「邪悪な(lJabie)J， r愛情 (muhabbat)Jを

「苦労 (mihnat)Jとする者[がいるならJ，そのような邪悪な苦労をした者には100も

の呪いがあるO 悪筆である上に数え切れぬほどの誤りがあるのは，老道化師の髭をヘ

ンナ染めしている[のと向じであるJoその髭は便所に投げ捨てるのが良く，その[髭

の]主は地獄の[番をする天使]マーリクが業火に投げ入れるのが良い。

愛する者からの手紙が，字が上手で内容も良ければ，魂に望まれ心に求められる O

悪筆であっても悪くはない。自分が愛する者からの手紙の字を，下手とは言わないも

のであるO

悪しき書家の住処は，その筆入れのような井芦の中にあれ!その筆のように，頭は

裂け，顔は黒くあれ[=恥をかけ]

バイト:

どの書家がその言葉に逆らって筆を走らせるというのか

その黒い顔を持つ[コ恥をかいた]頭は，筆の如く裂かれよ![日5(b)] 

第18節「読み書き学校の教師たち (dabiristanahh)について 61)J 

マクタブの教師 (maktab-dar)は罪のない無邪気な者たちにとって抑圧者である O

子供たちの苦痛を望み，彼らへの懲罰という罪を犯す。その本性には温厚さが欠けて

61)前近代イスラーム世界の初等教育は， rコーランJの暗諦を主とし，マクタブもしくはクッタ
ーブ (kuttab) と呼ばれるコーラン学校で行われていた。ナヴァーイーは少年時代，後の君主

スルターン・フサインと同じマクタブで学び， rコーランJ以外にペルシア古典文学にも馴染
んだという [Be抗el's: 73 ; Sultan : 40-41J。
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おり，その脳みそは鋼で，その心は岩であるO 彼[ら]のもとでは怒りの中に真実が

あり，罪のない者たちに対する憎しみをならいとする O たいていの者に性鷺の粗野さ

が明らかで，理性の不足に囚われている O しかし，御し難い子供たちの性紫を，乱暴

さによって従順なものとし，懲罰によって，気まぐれな幼子たちの振る舞いに格好を

つける O たとえ彼ら[教師]の気質が明らかに荒々しくても，それは，子供たちの気

まぐれを矯正する，粗いやすりであるO

この仕事は人間にはできず，どんな人にも，魔物にさえできない。 1人のしっかり

した人物にとって 1入の子供の面倒を見ることさえ [28-6eT]厄介窮まりないので，

もちろんできるはずもないことであるが，彼[ヱ教師]は一群[の子供たち]に知識

と礼儀を教えるのであるO 理解力と認識力が足りない者たち[コ子供たち]が大勢い

るのだから，そのような人[=教師]の100もの多大な労苦が，どうして無くなるで

あろうか。

いずれにせよ子供たちには[教師から受けた]恩義が多いが，帝王位に達しでも彼

[ヱ教締]に下僕として接するのは，馬鹿げているO 教え子[の今の地位]がシャイフ

ルイスラームであれ，カーディーであれ，師がその人物[の態度]に満足しているな

ら，神も満足している。

バイト:

神の道において誰が苦労して汝に1つの文字を学ばせただろうか

その恩義には100の財宝をもってしでも報いることはできない

第19節「イマーム(imam)たちについて62)J [f.16 (a)] 

イマームをつとめる者は，自身のコーラン読諦に魅了され，自身の礼拝にうっとり

している O 人間たることについて，その考えには思い込みがあり，善良たることにつ

いて，その心に高慢さがあるO 自身の礼拝を好ましいものと考え，集団礼拝が容認さ

れることも保証する O 大声でのコーラン読諦は，単なる気取りや自己満足 (ananiyat)

62) Iイマーム」は，広義にはカリフをも含み，指導者全般を指すが，ここでは狭義のイマーム，

すなわち礼拝所(モスク)の責任者・導部を指す。ナヴァーイーは多くの礼拝所を建設・修復

している[久保 1990: 32-33J。なお，彼の建設した金曜モスクでは，イマームがハティーブ

(ba!ib :集団礼拝における説教師)を兼任している[久保 1990: 36J。
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に過ぎず，集団の前にしゃしゃり出るのは，まさに破廉恥さや自己顕示欲 (nafsaniyat)

そのものである。[自身を]民の指導者であると思い込み，人々の導師であると思い上

がっている O

礼持を指導するのは完壁なイマームの仕事であるが，自分のことをこのように思い

込んでいる者は，蒙昧で不完全な人物である O イマームたることがふさわしいのは，

一国のムリード(スーフイズムにおける弟子)たちに対するピール(スーフイズムに

おける師)，あるいは一群の幼子たちに対する教師，あるいは慈愛ゆえ無知な者たちに

応じる学者，あるいは養育のため下僕や家族を導く熟達者である。

信仰の流儀の指導も同様であるが，シャリーア教育の手続きは不測の事態にふさわ

しく，必要に応じて許容されるO

しかし俸給や手当で食べ，自分[のこと]を導師だのイマームだのと言うのは，

人間のすることではない。人間たちは，そのような人[のこと]を入とは呼ばない。

キトア:

聖者たち (valayatahh)には集結を，マラ…マティーヤ63)には搬を

なぜなら，彼らは人々の自を逃れて礼拝を行うから [29-6eT]

さらに奇妙なのは，礼拝において，無知で倣慢な者が

イマームの仕事ために，集団のキブラ(メッカの方角)に座を占めることである

第20節「コーラン朗唱者 (muqri)たちについてJ[f.16 (b)] 

神の崇拝へと[人々に]呼びかける礼拝沼喚人 (mu'a<j<jin)64) は，もし良い声で

[呼びかけを]行うなら，神に命を捧げているのであるO この仕事に清らかさとひたむ

63) rマラーマティーヤ〈非難の徒)Jは， 9世紀ニシャープールに起こったスーフイズムの一派で
ある。外面的な敬度さや善行は農飾であり，神からの報賞や人からの是認を求める心と戦わね

ばならないとし，人々からの「非難jをも厭わなかったという(アッタール(藤井訳): 269-

270 (訳注2)にも簡略な教義の解説が見られる)。この詩の内容からすると，人前での礼拝を

避けていたと考えられる。なお， rマラーマティーヤJの幾つかの要素は，ナヴァーイ…の属
したナクシュパンデイーヤに吸収されたとする見解がある。

64)題名では「コーラン朗唱者Jとなっているが，本文中では， rコーラン朗唱者Jと「礼拝召喚
人jを区別なく用いている。「礼拝召喚人たちについて」という題名が掲げられ，本文中でも

「礼拝召喚人Jで統一されている写本もある(後掲「付.ローマ字転写校訂テキストJ当該簡所
の脚注参照)。
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きさ (niyaz)が備わっていれば，貴賎様々な者の心に，無条件に受け入れられるO こ

の呼びかけが，悪人たちを放蕩の隅から礼拝所の方へと導く O それは奇術師が曲に合

わせて蛇を穴から出て来させるかのようであるO

もしコーラン朗唱者が悪声の放蕩者で，旋律が調子はずれの無粋者 (kul'und)であ

るなら，また，その身体が泳浴の制約 fを守らず]不潔で，その知性が時間遵守[の

不履行]を恐れないのなら，また，その魂が忍耐への情熱を知らず，その声がロパの

鳴き声より忌まわしいのなら，除去と禁止の土を彼の口に投げ込んで[黙らせる]方

が良い。あるいは，いっそのことア}チやミナレットの上から投げ落とす方が良い。

jレバーイー:

誠実で、禁欲者のようなコーラン朗唱者は

良い美しい旋律で心惹き付ける仕事ぶり

[彼は]魂を熱狂させるもの[=神〕に命を捧げる

もしこの逆であるなら，口を関かない方が良い

第21節「コーラン暗諦者たち (huffaz)について 65)J 

コーラン暗諦者 (hafiz)が良い喉と技でコーランを朗唱すれば，開く者たちの精神

が安らぎ，魂が魅了される O もしこれら[のコーラン暗諦者たち]に声の美しさが備

わっていれば，聞き手がハール(スーフイズムの修行における絢酔)を体験した者

(sahib周回1)であっても， [その開き手は]何かをするのが困難になるO

もし発声や [f.17(a)]技量が悪ければ，神よ，その[コーラン暗諦者]に眉墨

(surma) を食べさせ給え!もし放蕩者で行いが悪ければ，眉墨さえ'惜しいので，その

喉には石[を詰めるの]がふさわしい。もしこのような状況にも関わらず散々に朗唱

するなら，願わくは，その口を貝の口のように，その舌を百合の舌のように，覆って

もらいたいものであるo[30ω6eT] 

バイト:

おお神よ，いかなる宴においても彼に歌わせ給うな!

65)ナヴァーイーはヘラートに「コーラン暗諦者たちの館 (daral-hu首az)Jなる施設を建設してい

る[久保1990: 32-33]。
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食べ物以外のいかなるものにも彼の口を関かせ給うな!

第22節「楽士 (mutrib)と歌い手 (muganni) について 66)J 

喜びを増す楽士と悲しみを拭い去る歌手の双方に，陶酔と苦悩の徒 (hal-u-dardahh) 

は命を捧げるO 感じの良い歌や旋律を披露する者に，たとえ聞き手の命が現金で捧げ

られたとしても，悲しみは無い。心の力は良い演奏から，魂の幸福は良い歌声から

[生まれるJo に歌う歌い手によって，苦悩の徒 (dardahh)の炎が激しくなり，

もし優雅さがあれば，陶酔の徒 (halahh) に終末がおとずれるO より悲痛に[弾き語

りで]曲を奏でる歌い手各々の援 (zaゆna) は，傷ついた心に，より効果的に触れるO

熱烈な様子の歌い手がその喉から感じの良い歌を絞り出せば，陶酔の徒が燃やした肝

から煙が出るであろう O 感じの良い楽士に才能と理性が備わっていれば， [f.17 (b)]人

間の心が石で出来ているとしても， [その演奏を聞いて]涙を流すであろう O 特に弾き

語りをすれば，心の王国にどれほどの騒動を生じさせるであろうか。

修行者たち (sulukahh) にとって恐ろしい場所の 1つがこの地点であり，そこでは

欠焔も完全さも生じるO 修行者 (salik) は，ここにおいて，決定的な嘆息1つで目

に到達することもあれば，魂を弱める酒杯 1つで，何年もかかって手に入れたものを

失ってしまうこともあるO シブリーとヌーリー 67)く彼ら 2人の秘密を神聖ならしめ給

え1>は聴関 (sama') [の実践〕において忘我[を体験]し， [修行の]道を歩んで、目

標の地点に到達した。

多くの神の徒 (ahlAllah)がオルガン に惹かれて修道院[=酒場]の中に入

り，信仰とイスラームの現金をマギの子供[=酒場の給仕]たちにふんだんに与え

た。酒場 (mayキana) において酒を拒む者がいる[としてもJ，あし笛の音色が，心

66)ナヴァーイーは積撞的に楽士を保護・育成しており，また当時のヘラートでは，ナヴァーイー

ら有力者が主催する交歓会に，しばしば楽士や歌い手たちが招かれた[久保 1990: 42，46. 49J。

本節では音楽とスーフイズム(および飲酒)の関係が述べられており，スーフイズムへの傾斜

と音楽愛好が関連付けられるが，これはスーフイズムにおける f聴聞 (sama')Jの実践によっ

て説明できる[ニコルソン(中村訳): 79，82“87J。

67) Abu Bakr Dulaf Sibli (861162-946)とAbual-Husa戸1NurI (ca.840-907)はバグダードで発展した

古典期スーフイズムを代表するスーフィーたちであり，ヌーリーは音楽を容認していたことで

知られる[アッタール(藤井訳):308(訳者による解説)J。
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惹かれる旋律ひとつで恥をかかせる[=酒を飲ませてしまう〕であろう O もし誰か

が酒を飲みたいと思わないようにしていても，ギージャク(またはガジャク:弦楽

器の1種)が伸びやかな岬きで[飲酒を]懇願し，タンブール(ギターの1種)が音

賠 (parda) に潜む騒動によって破滅させ，健やかさのi様 (parda) を引き裂き，チ

ャング(ハープ)が泣いて喉を詰まらせ，ウード(リュート)の舌の調べが，チャ

ングにも増して[飲酒を]奨励する O そこへラパーブ(胡弓に似た弦楽器)が額突

いて[飲酒を]嘆願し，コポズ(弦楽器の1種)が耳を掘んで、歓楽へと誘う [31-6eT]

曲を奏でるであろう o [さらに]カーヌーン(竪琴の1種)とチャガーナ(鈴の付い

た打楽器)の坤きが耳に [f.18(a)]入り，月の如き酌入が脆き，酒が高杯に注がれる

とき， [禁酒を心がけている人物に]禁欲や敬虞の効力もなければ，知性や理性の判

断力もないであろう O

恋情(‘i話q) によって清貧の徒 (faqrahh)に恥をかかせるとき，たとえこれら[上

述]のものが欠けているとしても，その[恋情の]炎を輝かせるには，あし笛を吹く

息の風と酒の油であるO アラブの騒蛇は賂舵追い歌 (hudiくhuda')の旋律で砂漠を歩

むのが速くなり，雷雲の賂続は雷鳴の音によって稲妻を走らせるO

人間の真の友は誤った考えであり，人がこの災厄を免れることは不可能であるO

さて，この集団の残りの[凡庸な]者たちも愉快で労苦を拭い去るが，真に賎しい

行いをする物乞いである O 歌い手と楽士は懇願と嘆願によって奪う者である O 依頼主

のもとに褒賞や恩賞がある限りは，彼らは従者であり奉仕者である O 付き合いにおい

て恩寵が多い間は，彼らにとって，汝のすべての命令が取るに足りないもの[=お安

い御用]である。宴において驚沢が影を潜めると，彼らの仕事ぶりは勝手気侭となるO

恩患と言えるものが完全に無くなったとき，彼らの心は完全に汝に満腹するO たとえ

何年も利益を得ていても，汝からの思恵がよく分らないふりをして，汝の脇を通り過

ぎるO あまりもらえなければ感謝せず，たくさん [f.18(b)]もらっても窓に着ない。

大部分は放蕩者で性棋が悪く，残りの者は性根が曲がっていて言葉遣いが荒い。そ

の行動は異国の調律されていない楽器のようであり，その言葉は余分で不適切な婚の

ようであるO 彼らの性質からは忠実さが失われており，忠実な人々 (vafa'ahh) は彼

らのもとで抱絶され苦しめられるO 歌い手は不実であり， [楽士は]騒々しく質の悪い

月
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物乞い鎚)[のよう]で恥知らずである。何年も汝が保護して同じ家にいても， 1度判か

を与えなかったら赤の他人である O 男の姿をした艶かしい美女(滋hid)であり，感じ

の良い衣服をまとった，家を滅ぼす足介者であるO 素人たちにとっては声と曲とで心

を奪う者であり，庶民にとっては太鼓と旗を持った追い剥ぎである O

韻文:

誰もこの騒援に出くわさないように!

その音に救済の鳥ω)が飛び、立ってしまうから

L高が]戻って来ようとすると，いつも太鼓を打ち鳴らす

まさにその鳥が必ず逃げ出すようにと [32-6eT]

第23節「物語師 (qi符a-saz) と講談師 (qi符a-bVan)についてJ

物語師は役立たずであり，講談師は馬鹿げた話をするが，マアジ、ューン 70)漬けの者

(ma‘jun-nak)やハシーシ常用者 (bangi) は，その[実演の際の]人だかりを目指そ

うとするO 常に大きな音をたてて手を打つのは，理性や蓋恥の烏たちを驚かせ逃げ出

させるためであるO その行動は明らかに気違いの振る舞いであり，その言葉にははっ

きりと酔っ払いの特徴がある o [f.19 (a)]砂糖菓子(司andi)だと

り，その人だかりの中で信じた者たちが，それを買って食べる。

ノfイト:

マアジ、ューンや砂糖菓子を買わない者が

て賂駄の乾糞

68) r騒々しく質の悪い物乞いJの原語はkungurである o kungurは弱廿訪問とも呼ばれ，雄羊の
角(秘話)と肩甲骨(甑na)を戸口で打ち鳴らして物乞いし，何ももらえなければ短剣で自ら

を傷つけ，自分の子供にも向じことをさせようとするという (r凡例Jに前掲のMu'inと

Steingassの辞書参照)。ここでは楽士の輪えに用いられている。

69) r救済の鳥 (n吋attayn) Jは，古代イランの伝説・神話やフェルドウスィーの『シャー・ナー
メjにおいて英雄を救う，空想上の不死鳥スイーモルグを指すと考えられる。

均) rマアジ、ユーン(練られたもの)Jについては，同時代の fパーブル・ナーマjでしばしば言及
されており，麻薬として暗まれるものであったことが判る。問書中， r酒宴(とaglr加持batI)J 
に匹敵するものとして「マアジ、ユーン・パーティー (ma‘jun別ちbatuJが挙げられ，両方向時

には行うべきではないと述べられている[パーブル(陪野訳): 358・361，22削23(1主136)

BN/J : 359J。なお，現代ウズベク語辞典 (r凡例J参照)によれば， Mab:iI<YHとは「阿片を混

入した様々な薬味を含む刺激性薬用混合物(ベースト状)Jである。

228-



[起こす]騒ぎのせいで，そのパザ}ルはさっぱり静まらない

第24節「忠告者 (nasihatahh)である説教師 (va'iz)たちについて71)J 

説教師はく神が言った>[こと]を く神の使徒が言った>[こと]に違反せ

ず，神と使徒の道を歩み，自分が歩み始めた後に，忠告によって人々にも歩み始めさ

せねばならない。[自分が]歩まない道に人々を導くのは，旅人を街道から外れさせ，

荒野に入らせ，砂漠を訪復わせること〔と同じ]である o [自分は]酔っぱらっている

のに人々に素面であることを命じるのは， [自分は]眠っているのに，人に覚醒を教え

るようなものであるO 眠っている時に言うのは寝言(jelvig瓦n)であるが，その袋雷に

従うことを側と雷うのであろう O

説教 (va‘z)は，覚った指導者 (mu時id)の仕事であり，完全なる神の徒 (ahlAllah) 

の仕事であるO 第ーに 1つの道を行かねばならず¥その後，人々を導かねばならない。

を歩まずにト道を外れて]進む者は，迷い，自的地以外に到着するO

説教師とは，その[説教の]会に，空虚な[状態で]来た者が [f.19(b)]満ち足り，

満ち足りた[状態で]来た者が空虚となるものであるO 説教師が学識豊かで、，敬度で

あるなら，その忠告に背くのは不幸なことである O

命じておいて自らは実践しな は，誰にも影響や効果を及ぼさない。台本

読み (na~ã'ir-l] V an) とともに講話を行うのは，助手をつけて歌うカッワール(スープ

ィーの歌い手) [と同じ]である o [33-6eT] 

韻文:

説教師が助手なしに説教ができないのであれば

前者[=説教師]に歌い手72) 後者[之助手]に編曲者 (ayalguCI)の使命がある

神の言葉を言うことができない者は編曲者ではない

71)前述ハティーブ(注63)が金曜日の集団礼拝における定例の説教 (ljutba)を行うのに対し，

「ワーイズ」の「説教の会 (m司lis-Iva‘z) Jには時間と場所の規定はない。当時の最も有名な説

教師で文人でもあるKamalal-dinI:Iusayn Va'i? K説ifiは礼拝所以外に，マドラサやマザール

(聖者廟)など様々な宗教施設で、説教を行っている [HS: 345 ;久保 1990: 36J。

72)最新のタシケント刊キリル文字版では， Ylrav (歌い手)ではなく y紅ad/epo，n; (楽器の1種)と

している [MQ/ll: 33，282 (note 50) J。
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[編曲者ならJ 1つの楽器さえ自分で選ばねばならない〔のであるから]

第25節「占星術師たち (ahl-inujum)についてj

占星術師 (munajjim)とは， と惑星を観察して神意 (hukm)を尋ねる者であり，

砂粒を数えて出鱈目 う砂占い師 (rammaI)に似ている O その天文表 (zij)は無意

味で、，その暦 (taqvim)は間違って分割されており，そのアストロラーベ(天体観測

儀)は避ける必要があり，その月宿表(?)(ruq'at al-qamar)は役に立たず無益である O

これらの工具で騒ぎを起こし，至高なる神の裁定や判断の言葉を忘れた愚か者であるO

[それは]自身の手に 1個のざくろを持っていながら， [そのざくろに]いくつの膜

(内皮)といくつの室(内皮で仕切られたまとまり)があり，膜で仕切られた各々の室

に何粒あり，その粒は辛いのか渋いのか，あるいは甘いのか酸っぱいのか，知らない

[のと向じであるJoそれを何度も割って食べ，その特徴や特質を知り，人々にも [f.20

(a)] [それを]説明しているにも関わらずであるO

遡る天の星や宮に関する話をし，それらによって吉凶の神意を尋ね，歌にして言う O

10の言葉のうち 1つも当たらないにも関わらず，このみっともなさをわかっていない

か，あるいはわかっていても意に介しない。く占星術師たちは嘘をつく>と言われる

通り，その言葉は嘘であり，自身が真実の固から遠く隔たっており，その洞察の眼に

不注意の幕を掛けている。

ノfイト:

天や星の状況に損得が無いわけではないが

それを知るのは神であり，占星術締が知る由もない [34-6eT]

第26節「蕗人たち(t詰aratahh)について 73)J 

旅を信条とする蔚人たち (tujjar)は，様々な気候帯や様々な町の状況に通じており，

驚くべき物語や珍しい奇諌を語る o u1や岩や砂漠の砂に騎駄を進ませ，大海の波のう

ねりに利益を得たり損失を被ったりする O 合法的な糧を得るために長い距離を旅し，

73)商人の中でも大資本に基づいた遠距離交易に従事する萌人仕えjir) を指しており，次節・の「町

の仲買蕗人jや次々館の「バザール商人(小売商)Jと明瞭に区別されている。
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外面的な安定を求め，内面的な混乱に見舞われるO 手もとの1が100になることを考え

て取引し，所有する綿の粗布 (bりz)が亜麻 (katan)になることを心で、願っているO

[以下のようであることが望ましい:]このような人物の目的が利益だけではなく，

この利益獲得のための苦労が厳しいものでなく， [f.20 (b)]取引のために船を海に駆っ

たり，真珠のためにワニの口に足を踏み入れたりしない。財産や金を大物ぶる理由と

したり，下僕や召使いを，羽振りを利かせる要因と見なしたりしない。高価な素材を

取っておいてぼろ着を着たり，美味しい食事を惜しんで、乾いたパンを食べたりしない。

苦労は生活を楽にするためであり，利益は心の安逸のためである O 旅によって[遠方

にいる]気高き人々と語らうことが願いであり，彼の支援によって不幸な者たちの問

題が解決する O シャリーアによるザカート(救貧税)の責務を滞らせず，自分から

[ザカートを]貧者たちへの窓義と見なさない。

さもなくば，財産を大切に守って自らを卑しくし，自身の財産をタムガ(商税)か

ら盗んで74) 自らを賎しめるであろう O あるいは，相続人に散財させるために蓄財した

り，不幸に見舞われるために儲けたりするであろう O このような人物は大尽(ザaja)

ではなく，金で雇われている者[と問じ]であり，自らの下劣さや賎しさでいつも病

んでいるのであるO

ノfイト:

このような人物に理性や知性のあかしはない

世の大尽(ザaja-yijahan)であったとしても，物乞いだと知れ

第27節「町の仲買商人(ぬhrdaahp satquCI)たちについてJ

町はずれの仲買商人(油ahrtahl sawdagan) 75) は欺臓を宗とし，自身には利益を，

ムスリムたちには欠乏を[与えることを]たくらんでいる O 人々の損失が彼の利益で

74) 1自身の財産をタムガから盗むJとは，商税を支払わずに蓄財することを意味すると考えられ

る。なお，ティムール朝期には，モンゴルによって導入された「タムガJを，シャリーアに皮

しないよう「ザカート」と詐称していたから[久保 1988: 145 (注目)J ，ここで言うタムガは
前出のザカートと区別されていない可能性が大きい。

75)原文で「町(話ahr)Jに続く THYの文字列をtuhi(空の)と読む可龍性もあるが，同h(底，端，

はずれ)に3人称所有接尾辞のついた形と判断した[参考(ベルシア諾): tah-iむiyaban1大通

りのはずれJ(1凡例」に前掲の黒柳『ベルシャ語辞典j)Jo
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あり，安く買って[35-6eT]高く売るのが彼の目的である O 買う時には亜麻を綿の粗布と

い，売る時には綿の粗布を評して亜麻[の場合]より多くのことを言う O 毛織物

(詰1)を絹織物 (torqa)の代わりに[売りに]出せるなら，時機を逸することはなく，

むしろ

蓬を錦 (zarゐaft)の代わりに売れるなら，不手際はない。その庖舗には公正さ以外の

すべての商品があり，その不正により， [f.21 (a)]全ての品物を揃えて，不手際以外の

ことを自認するO

商人は旅人であり，彼[=仲買商人]は主婦に近い[存在である]が，前者を兵士，

後者を[まさに]主婦と言うことさえできるO 前者[ヱ旅をする商人]には利益があ

るが，買う者には財貨の損失[が生じるJo双方に嘘の誓いをする仲介入である O

韻文:

よく見れば，これらの者たちは人間ではない[と判る]

彼らから遠離っていれば，汝に利益がある

第28節「バザール商人たち (bazarkasiblan)についてJ

バザールにいる商人 (sawdagarva kasib)は，神を裏切り，約束を守らない。 1の値

打ちのものを 100で売れば，彼らに1000の自'慢となり， 1000に達するものを 100で入

手すれば，彼らには，いささかの不名誉もない。正しく取引することは彼らにとって

損失であり，約束を守ることは彼らにとって悪行である。彼らは来世の知識の取ヲiか

ら顔を背け，行為の秤の公正さ 76)に抗議する。父子で編し合うのが彼らの仕事であり，

自分たちのベテンを「気高い書記たち77>Jに隠そうと考えている。

ノfイト:

これらの者たちの中で，自らを聖者と言う者は

もし汝が確かめれば， 1人の詐欺師[と判る]

76) rコーランjの一節「復活の日のために我らは公正な天秤を設けるJ[QUγ百η:21/47Jや「そ
の日の秤は公正そのものJ[Qω"aη: 7/8Jなどに基づいており， I行為の秤(‘amalmizam) J 

とは，最後の審判で人間の現世における行為を量る，神の天秤を指す。

m rコーランJの一節「汝らは審判を嘘だと言っている。しかし，汝らの上には監視役たちがい
る。気高い書記たちがいる。彼らは汝らの所業をよく知っているJ[Qur官η:82/9-12Jに基づ

いており， I気高い書記たち (kiramal-katibin) Jとは，人間の現世における行為を記録する役
目の天使たちを指す。
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第29節「熟練した職人 (hunarvar~'at-pardãz) 全般について 78)J 

熟練した職人は嘘がこの上なく多く，真実はこの上なく少ない。彼らの仕事上のご

まかしは，可能性や限度を超えており，彼らの違約は，想像や予想、を [36叫6eT]上回っ

ている。男子にとって偉大な技能 (hunar)である[はずの]真実の言葉は，彼らのも

とではこの上ない欠点であり，人間にとって深刻な欠点である[はずの]嘘が，彼ら

の前では言葉が[要ら]ない[ほど立派な]技能である。

マスナヴイー:

朝から晩まで働く職人は/腕前のほどでは魔法使いである

この道で鍛錬して/誰かのためにやっつけ仕事をする

支払う者が金持ちであれ貧乏であれ/編すのは不手際ではないから [f.21(b)] 

第30節 fシフナ(軍政官)と夜警 ('asas) と囚人 (zindanI)たちについて 79)J 

ダルガ(地方長官)やシフナや夜警は，盗人や人殺しにとっての支援助であり救助

者である O 囚人たち (zindanahh) は地獄の住人であり，夜警たちは懲罰の天使であ

り，シフナは地獄の[番をする天使]マーリクのように，支配者であり高{立の有力者

であるO 罪人たちは腕 (tawq) と鎖 (za吋Ir)で囚われており，この鎖と親は， I [地獄

の]鎖と棚 (salasilva aglal) 80) Jを思わせるO

スリ (kIsa-bur)と博徒 (muqammir)は夜警たちからバザールと賭博場 (qumar-

lJana) を賃借している[=賄賂を渡して見逃してもらっているJo

盗人たちの心が牢獄の奈落によって閣に包まれていることは明自であり，犯罪者た

ちはそこで，心を乱した精神のように苛まれる O そこでは，罪人には希望よりも恐怖

が多く，悪人には，抵抗よりも屈販が多い。誰かが[処刑のために]引っ張り出され

るごとに，そこに残る者たちは我を失うことになるo [処刑を見て]戻って来た者たち

78) I熟練した職人Jの中には，ナヴァーイーが保護した画家 (naqq秘)や技師 (muhandis) [久

保 1990: 41-42， 44Jも含まれている可能性がある。

79) Iシフナ(あるいはシャフナ)Jは町の治安維持の責任者であり， Iダルガ(ハーキムとも呼ば

れる)Jの配下にあった。シフナはl都市に1人であるが， I夜警」は竣数いたと考えられる。

80) rコーランJの一節「我ら[=神]は背信者に鎖 (salasil)と棚 (aglaI)と火焔を準備してお
いたJ等に基づいており抑制"aη:76/4J，単に犯罪者につける鎖や棚を指すのではなく，最

後の審判の後に，地獄に送られる者につける鎖と棚を指している。
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がする話は残酷なものであり，様子を伝える者たちが[語る]出来事は不安なもので

あるO ある者は， [処刑された者が]絞首刑に処せられるとき立派に立っていたと

ある者は， [処刑された者が]首を打たれるとき立派に座っていたと言う O ある者は，

殺された者の雄々しさを惜しみ，ある者は，孤児がルパーイーを詠んだ、81lことに戸惑

うO この種の国難な事態が際限なくあり，このような馴染めない状況が数え切れない

ほどあるO

夜警は働きたい時に犯罪者の逮捕に努めるが，自身の求めるもの[=賄賂]を得た

後に， [その犯罪者を]釈放する理自[が生じるJo

この居所[=牢獄]は現世における終末のようであり， [37同6eT]最後の審判における

地獄を思わせる O 棚と鎖をつけられた罪人たちが町の牢獄にいる様は， [f.22 (a)]恋情

(‘i話q) に囚われた者が「悲しみの家J[注5参照]にいるようであるO 神よ，すべての

者を，この場所に連れて来られる行為から遠ざけ給え!この賠所に陥る状況から離れ

させ給え!

バイト:

多くの苦難と懲罰がある居所の 1つである

そこでは，陥った者に無限の苦悩と関難がある

バイト:

しかし，その禁忌の地 (haram) にいる者に特有なのは

せめて神が解放してくれないか，という願いである

第31節「農民 (dihqanhq)について 82)J 

農夫 (dihqan)は種を播き，土を裂いて，生計の道を開く。もし正直で正しければ，

81)当時のヘラートでは，きわめて幅広い層に韻文学が愛好され，庶民に位置付けられる者でも詩

作し，時には高く評価されていた[久保 2001: 76-78J。孤児がルバーイーを学んでいたこと

については，第32節参照のこと。

82)最・初の人聞にして預言者のアダムが農耕に従事したというだけではなく，当時大きな影響力を

持ったタ 1)ーカ，ナクシュパンデイーヤにおいても，農耕に従事して農業を発展させることが

奨励されていたらしい[ウルンバーエフ(久保訳) : 62J 0 ホージャ・アフラールやジャーミ

ーら著名シャイフだけではなく，ナヴァーイーほか様々な者たち，例えば，当時最有力のカー

デイーも引退後にこの道を選んでいる[久保 1988: 152-153Joなお，ベルテリスは本節の内

容にNasir-i写usraw，8α'adat-namαとの類似性を見出している [Bertel's: 195-196J。
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その〔農夫の]雄牛がサーリフの雌路.~'É83)のように思われるO その[農夫の]1対の

牛は，力 しい2人の力士 (pahlavan) [のよう]であり，執をつけられ，彼の前を

行く O 作業中は怠も歩みも合っており，農夫は，牛たちを歩ませるとき，アダムのよ

うである O 世の繁栄は彼らのおかげであり，世の人々の歓喜は彼らによるものである O

彼らはどこで活動しでも，人々に， もご利益 (barakat) ももたらす。

農夫がきちんと謹を播けば，神が1粒に対し700の扉を開く 84)。播いた種が[穂を実

らせるまでに]育つや百や，刈り取って山積みし[そこから]収穫を取り出すや否や，

虫と鳥がお相伴に与り，荒野の野獣が喜び，蟻の巣が繁栄し，野口パは心楽しむ。鳩

は酔い，ひばりは [f.22(b)]歓喜と友になる O 刈取り入 (oraqCI) は糧を得，穂拾い人

(b話aqcl) は眼を輝かせる O 耕作者は望みを遂げ，運搬入 (p前ta主活)の願いがかな

うO 物乞いが満腹し，一家の主の満腹も，まさにこれによる O 旅人は食料を得，寄生

生活者 (mujavir) は希望を持つ。パン職人はパン焼き釜を赤くし，穀物バザール

(‘allaf bazan)は活気を帯びる O 貧者たちの生計が成り立ち，よそ者たちが十分な幸福

を得る O 禁欲者は忍耐を得，崇拝者は満足を誇る o [38側6eT]乞食の持つ袋 (barita)に

はおこぼれが収められ，王の財宝庫には海と鉱脈の品々[= が揃う O 農夫が1

粒の種を播けば，このような状況となるから，ほかの仕事を褒めること[など]はで

きない。

その[正痘で正しい農夫の]果樹霞は天国を思わせ，菜園では魂の幸福が明らかで

あるO 木々の1つ1つが緑の天輪であり，木の葉や果実が星々であるO それによって貧

者たちの酢や果汁が得られ，裕福な者たちの糖果や上質酒 (may-inab)が得られる O

果樹閣を飾る様々な果物は， [運び出され]牧草の王国において装備や装飾となるO

このような人は，食欲さを免れ，嘘や客奮と無縁でなければならない。王に税を

払うことを拒まず，困窮している仲間を虐げず， 1粒が幸運の真珠を生み出すように，

83) rサーリフjは『コーランJによれば，アラブの伝説上の民族サムード族に遣わされた預言者
であり，彼に「みしるしとして下された神の雌踏舵jは，サーリフを預言者と信じない者たち

によって屠られ犠牲となったという [Qur官n: 7173-77， 11161白65，etc.J。

84) rコーラン』の一節「神の道のために財産を費やす人々を除えれば，それぞれが100の穀粒を
つける， 7つの穂を出す1粒の穀粒のようである。神は欲し給うた者には何倍にもしてお返し

になる」に基づいていると考えられる [Qur沼η:2/261]。
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また，種を播いて気高き星々[=収穫]を集めるように[しなければならないJoこの

ような農夫は，アダムの立派な[後継者たる]息子 (farzand-ibalaf)であるばかりで

なく， [彼に]養われる者は彼の息子であり，彼[自身]も清浄なる[選ばれた]者で

あるo [f.23 (a)] 

キトア:

農作を職業とした者には

パンを与えることも，その信条となる

かくて，気高さに関しては誰も

アダムとはならないが，アダムの子孫自体は存在する

第32節「孤児 (yatim)や賎しい者(la'im)たちについてj

ならず者たち (awb話)や下賎の者たち (ardal)には，ムスリムらしい生活もなけ

れば性質もない。彼らの本性には人間性が欠けており，動物の性質どころか猛獣の凶

暴さが彼らの信条である。

孤児が短剣を振り回すようになると，自身は狂犬となり，短剣はその牙となるO

面の時には狂犬であり，語学っぱらった時には， 100匹もの犬が彼から逃げ出す。荒野の

猛獣のように，彼らの五指は致命傷を与える鈎爪であるが，処刑される日にそなえて，

信仰のようにルバーイーを学ぶ[注81参照Jo善人悪人[見境なく]突き刺し，撒の

ように当たったもの怖でも毒牙にかける O 彼らには理性も信仰もなく，恥じらいも確

間としたところもない。彼らの仕事は信頼できず汚く，彼らのやることは勇気がなく

恐れを知らない。

町はずれ85) の賎民は，全般に [39ω6eT] [蛇や搬のような]地を這う厄介な生き物

(h話aratal-ar主) [と同類]であり，彼らを警戒することは， I必要 (vajib)Jどころか，

「義務(おは)Jである 86)。

バイト:

85) r町はずれjの原語は話ahrtahlである(注75参照)。
86) r必要 (vajib)Jと「義務(far念)Jはいずれもイスラーム法学上の用語で，行為の5範属議にお
いて同じ範轄に属するが，ハナフィー派だけは両者を区別する[遠峰 13Jo
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彼らの性質は人々を苦しめる

預言者は言ったくその[類いの]有害な生き物を殺せ>と

第33節「流浪者 (ganb-zada)たちについて」

流れ者(jet)やジプシー(Iuli)87)の大部分は，可笑しな行動をし，単純な原則に

従っている o [大道芸で]宙返りをすると卑しさが明らかであり，逆立ちをすると信用

ならないことが[f.23(b)]明白であるO 彼らの利己主義の顔に駄馬(とemender)が糞を

ひり，彼らの人間性の輪[=枠]は彼らの猿につける首輪であるO 人たることから飛

び跳ねて逃げ出し，善には道化て[取り合わず]，非難の罪を自らに向けて開く O

その日得られたものを食べ，明白を思って悲しむことはなく，乞うて何ももらえな

かったからといって不平を言うこともない。彼らの故郷や住居は賎しさの廃嘘であり，

彼らの住処や安住の場は卑しさの小屋であるO 夜が明けるとすぐに， [大人の]男女が

仕事のために方々に分かれ，彼らの子供たちは街蕗や路地に散らばる O 各々が手に入

れたものは何でも[持ち寄って]，夕方みなが1個所に集まるO 得たものが無くならな

いうちは寝ょうとせず， I明日は何を食べようJという を知らない。翌日すること

も前日と同じであり，これが人間にできる[ことであると言う]なら，これも 1つの

仕事である O

この賎しさは，人であるという倣慢さよりはましであり，この誤りは，善であると

いう思い込みよりは望ましい。

韻文:

人は，もし人であるなら，自らを入とは言わないだ、ろう

どんな仕事をするときも，それを人間の仕事とは言わないだ、ろう

第34節 fしつこい乞食 (mubrimgada)たちについてj

物乞い (til瓦凶i)や乞食の大部分は卑怯で恥知らずであるO 彼らが日中訪種うのは，

87)jetもluliも流浪民・ジプシーを意味する語で明確な区別はないと考えられる。なお， jetという

表記はZenkerにより， Steingassではjatであり (ZenkerとSteingassの辞書については「凡例」

参照)，最新のキリル文字版では)KyTとしている [MQ氾2: 39J 0 
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留まるのは金が留まりそうな所である

馬と [f.25(a)]馬用の大麦と鷹の餌も(留まりそうな所である]

第36節 f世話になりながら恩知らずなことをする従者 (nokar)について91)J 

篤志家 (vali-ni‘mat)に保護されたり，自身のベグや主人 (m吟dum)の世話になり

窓顧を受けた従者は，以下のようにするのが[一人前の]男であワ人であるO その

[思入]に対して，臣従と奉仕だけでなく，心の通じたことや命がけのことをなし，慈

愛の恩義に報いるべく，その[恩人]に対して献身的行為を為すよう心がける。

以下のことは[一人前の男の]心意気に欠けるO 主人がほかの誰かに，より多くの

罷愛を示したことに関して，不満を露にし，不平を述べ立て，忘患の徒となり，恩知

らずの洪水を [42-6eT]生じさせるに至るO この人でなしはいずれ逃げ出すことになり，

敵の内に下るに決まっている O 自分が誰かの下僕 (quI)だと言って逃げ出す者は，

[まるで]下女 (d誌dak)であるどころか，下女より 100倍も小物であるO 特に[そう

えるのはJ，身に余る保護を受け，面と向かつて慌し気な法螺を吹いていたような

(場合であるJoある場所から別の場所へと逃げる男は，女々しさの土を雄々しさの頭

の上にf散くことになるであろう O

このような入物は男らしさの列から外れ，雄々しさの枠の外にいるから， [f.25 (b)] 

賢明な為政者のもとで，このような人物に，どうして[一人前の]男たち[を対象と

する]懲罰が与えられるであろうか。[一人前の]男たちから男としての罪が見られた

ら，その首に椀をつけた後で首を打ち， [血で]顔を赤く染めるために，その首に剣を

走らせる O しかし，先の[態知らずな従者の]顔を赤くするには紅がふさわしく，顔

を白くするなら適当な白粉がある。それは年老いたおかまと，その従兄弟 (tala叩zada)

の老いぼれた死体荒らし (kaftar)が驚くものであるO

[みなで]協力して[恩知らずな従者に]花嫁の化粧をほどこし，この花嫁の装飾や

飾りに様々な奇術を使う O 彼の眉を取り去って眉墨付加[をつけるの]にふさわ

91) nok五r(あるいはペルシア語転説形nawkar)はmulazimとほぼ同義で用いられる諾である。ナ

ヴァーイー自身，若い頃，テイムール朝君主アブーサイード摩下のAmirSul~ãn I:I部anArhangi
の nok訂として日々を過ごした経験を持ち，これは決して名誉なことではないが，彼自身は恥

じていなかったという [MA: f.166(b)]。
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しくするが， [つけた]蔚墨を[ひとつに]連ねる。彼の髭を剃り，両耳の耳たぶに巻

き毛を乱れた状態で置くが，両頬に左右2つの付け黒子をつける O 彼の頭にシロップ

用ナプキンをベール (buruncak) としてかぶせ，貞節な花嫁とヤズドの絹地 (gard-i

Yazd)が隠れないようにするO とき分けて油の付いた頭の頂にスカーブ(laとak) を投

げかけて，若き淑女と衣服の，繊細さが生じ得ないようにするO このように飾った後，

輪状の角を持つ歩みの鈍い雄牛に，逆向きに乗せ，町の街路や街区を引き回すのであ

る92)。

もし紙葉の表面が黒いことが恥とならず，筆が黒い舌を持つことがベールで賭され

ないのなら，この[上述の]者の格好の競争相手たち[の名]が記され，この者と

脈を通じる親友たち[の名]が述べられ， [f.26 (a)]歓楽と歓喜の宴が催されたであろ

うO しかし，そのような恥への非難や，その類いの不面白への侮辱は，いかに世の

人々に求められようとも，これ位できっと十分で、あろう O

ノfイト:

この類いの潮笑は人々に甚だしい戸惑いを与える

誰のことであるかを開いて，死んで、しまうほどの[戸惑いを与える] [43-6eT] 

第37節「結婚生活 (kadキudahq)における婦人(ちatun)たちについて 93)J 

結婚生活とは，救われることのない災厄に見舞われることであり，薬が効かない苦

しみに苛まれることであり，治療のできない苦痛に因われることであるO もし，この

ことで頭から足まで苦痛や痛みがあっても，その特質には様々な違いがある 94jo

しかるべき妻がいれば，幸運や安心と隣り合わせることになる O 妻によって家は飾

92)写本によっては，この後「見物人たちが呪いや誹誘とともに『半人前の兵士(Card加 g-isipahigan) 

は水牛で、突撃するのか』と古ってPlj.びを上げるJ(r j内ベルシア語)という文が続いている
(後掲 f付.ローマ字転写校訂テキスト」当該箇所の脚注参照)。

93)ナヴァーイーが生涯独身を貫いたことは有名な史実であるが，管見の限り，その理由に彼の結

婚観・女性観が挙げられたことはない。本節に示された彼の結婚観・女性観は，未婚の重要な

要国になり得るものと言えるであろう。なお，最新のキリル文字版 (MQJ匂2)は， MyKaMMaJI 

(完全版)と銘打つたナヴァーイー全集に収められているにも関わらず，本節の多くの部分が

削除されている。テキスト編纂者が女性であることと無関係ではないであろう。

94)この形式段落は最新のキリル文字版 (MQlU2)では削除されている O
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られ，妻によって家内は安らかであるo [妻が]美人であれば心に望まれ，正しくあれ

ば魂に求められる o [妻が]聡明であれば彼女によって日々に秩序があり，生活の装備

が彼女によって整えられ揃えられる O この種の夫婦になれたら，というより，このよ

うな幸福が手に入ったなら，秘めた悲しみや労苦において[妻は]秘密を共有する汝

の真の友となり，隠された苦しみや苦難に関しては，汝の気の合った近しい友となろ

うO 時代からいかなる迫害を受けようとも，汝の親友は彼女であり，廻る天輪からい

かなる試練を与えられようとも，汝と共に座すのは彼女である O 汝の心の悲しみに彼

女が悲しみ，汝の身体の衰えや不調に，彼女が倒れるo [f.26 (b)] 

もし[妻の]麗しさや美しさが人並みで，協調の鮮が敵対にもつながっているなら，

恐れと期待をもって暮らし，知恵、と穏当さによって生活[を営むこと]を知る O 結婚

生活における幾つかの困難が解決しでも，普段は，心に恐れを抱いている O この類い

[の妻]にも，不首尾や失敗ともども我慢しどうにかこうにか，やり過ごすことにな

るであろう O

しかし，<神よ，救い給え!>不適切な縁組みは，夫にとって，陰に陽に，致命的

な病である o [妻が]日うるさければ， [夫の]心は苦しみ， であれば，魂が虐げ

られる o [妻の]生活態度が悪ければ，夫の心は儀っき，働きぶりが悪ければ，夫が恥

をかく o [妻が]酒飲みであれば，家から繁栄が失われ，行いが悪ければ，家が売春宿

(bayt al叩lataf)となる 95)。

最初に上に叙述された者[=しかるべき妻]は，時の母から100年に1度生まれるこ

とがなく， 10万人に1人出会うことがない。出会った者の頭上に王冠あれ!この幸運

が彼への祝福となれ!96) 

さて，この集団を至高なる神は不完全かつ不正確に創造し97) 完全さと正しさを彼

95) 2行上の「働きぶりが悪ければ…jからこの館所まで，最新のキリル文字版 (MQえめでは部

除されている O

96)この後(つまり次の形式段落の初めから)注98の笛所まで，最新のキリル文字版 (MQ/lf)で

は削除されている O

97) r I日約聖書Jにおいて人類最初の女性イブはアダムの肋骨から創られたとされるが， rコーランJ
においてもアダムからアダムの妻が創られたとされている [Quγ百n: 4/1]。また『コーランJ
には， I男は女より優位にある。というのも，神がお互いの問に優劣をつけ給うたからであり，

また男が金を出すからであるJという一節もある [Quγ百n: 4I34J。
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女らの本性から遠ざけた。彼女らの行いを良くないものにし，大部分の [f.27(a)]男た

ちを，彼女らの哀れな荷担ぎ (b紅白kaS)となした。騒動と欺臓が彼女らの仕事であり，

脊術と裏切りが彼女らのたくらみであるO 神の恩寵に感謝せず，人々の善による恩義

を認めない。無遠慮が彼女らの信仰であり，不正が彼女らのならいである O 見栄が彼

女らの流儀であり，自慢が彼女らの成果であるO 彼女らの信仰には，理性の無さゆえ

の不足があり，彼女らの理性には，信仰の無さゆえの弛みがあるO 彼女らの衣服は自

己の汚れゆえに清潔ではなく，彼女らの衣類は本性の邪悪さゆえに汚れているO

彼女らは，素面の時には無知の酒で酔っており，酔っている時には酒と愛人

(mぜ泊qa) [女性形ではなく誇張表現]を崇拝するO 彼女らの欠点を見る視線は，欠点

を探す技能である O 計略と詐欺においては魔法使いであり，欺臓と策略においては魔

術師であるO 罪のない者たちに対する彼女らの悪意と嫉妬は，死に至らしめるもので

あり，無実の者たちに対する彼女らの嘘と中傷は，まことしやかである O 彼女らが真

実を支持することは困難であり，彼女らが偽りと縁を切るのは難しい。頬紅で顔を赤

くするのは彼女らの装飾であり，言葉の途中で顔に黒さを求める[=すすんで恥をか

く〕のは彼女らのならいであるO 妖精のような姿をした王族の夫に対して，彼女らが

やることは裏切りと圧制であり，愛人である魔物のような所作の黒人 (zangi)に対し

て，愛と団結をきまりごととしている O 彼女らがi援の向こうに鹿すのは策をめぐらす

[ため]であり，着飾って馬に乗るのは[f.27(b)]お馬遊び (aspak-bazhg) [のため]

であるO 彼女らの織り糸 (cilla)は蜘妹の糸であり，このような人の覆いにどうして

秘密を隠せるであろうか。

古い革袋[=年老いた顔]に頬紅を塗り，震えている顕[髪]に装飾の房を突き刺

す下女 (kaniz)がいたら，天が彼女の頭を死の石で打ちのめす方が良い。もしこの集

団の中に，着飾ることを望む年老いた下女 (d泌紘)がいるなら， [それは〕大麦を食

べられないロパが手綱と馬衣に絵模様を求めているの[と向じ]であり，これらの者

たちの哀れな夫は，荷を曳くロパであり，無能な寝取られ男であり，下僕というより

下女であるO

すべての人に違いがあるように，これらの者たちにも数え切れない，無数の違いが

ある O この違いは3つに大別される o 1つは身分の低い者たち(‘avamm)，1つは身分

243-



の高い者たち (bava符)，もう 1 つは最も高貴な者たち (bã~alもãss) である O

身分の低い者たちは動物や猛獣に似ていて，飲み食いや眠ることで喜ぶ。彼女らの

[神への〕服従は飾りや装飾であり，信仰はうわべや見せかけであるO 彼女らの信条は

イスラームを無視することであり，彼女らの願いや望みは放蕩にあることが知られて

いるO

身分の高い者たちは[堕天使]イブリースの信条に倣い，魔物の慣留に従っており，

彼女らのやり方は欺鶴であり，やる事は報復であるO 彼女らの正論は策略や詐欺師め

いたことであり，彼女らの正しさや敬慶さは，圧制や [f.28(a)]背信行為めいたことで

ある O 裏切りや欺騎においては，彼女らのもとで魔物が破滅〔しJ，堕落と策略におい

ては，彼女らの前で悪魔が灰[となるJo彼女らのもとでは天袋たちが愚かだと非難さ

れ，彼女らの前では悪魔たちが愚鈍とされる O 家庭を破壊することは，彼女らにとっ

て，礼拝所を建てることのような技芸であり，不法な殺人は，彼女らによって，死者

を生き返らせることのように，賞費される o 100の善に1000の悪[で報いること]が

彼女らの仕事であり，蜜を運んで、くれた者を毒牙にかけることが，彼女らの安らぎで

あるO 貞節と正しさの家が彼女らによって破壊され，健やかさと節制の館が彼女らに

よって壊される 98)。

彼女らの欺臓については，多くの学問を知り非常に注意深い賢者たちが，数々

を著し，何冊も[の著作を]書いているO 随分力を入れて説明しているが，それで、も

なお，自らを無力で至らないと考えている o [私の]この混乱した幾つかの言葉で，ど

のような叙述ができるであろう O 先人たちの記述の100分の1になら到達できるであろ

うか。

さて，最も高貴な者たちは，これらの者たちの正反対であり，真実を言い，真実を

認め，その言葉に [44-6eT]真実があり，その心にも真実があるO イスラーム

ちは彼女たちから希望を与えられ，偉大なる聖者たちは，彼女たちの息吹の窓恵に浴

している o [神の]使徒たる預言者たちを彼女らの賞賛者と知れ神の]側近たる天

使たちを彼女らの姉妹と[知れ貞節の糸で編まれたベールが彼女らの頭を覆い，

lf.28 (b)]貞淑の布で出来たブルカが彼女らの顔を認している O 神よ?とのブルカをそ

98)注96の簡所からこの筒所まで，最新のキリル文字版 (MQ!U2)では削除されている O
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の顔から遠ざけ給うな!憾惰の風でこの覆いからその顔をのぞかせ給うな!

第 38節 r1~非シャイブたち (ri'ã'ïm謝 'ib)について99)J 

似非シャイブは気取った見栄張りであるO 金めっきをほどこした銅(と同じ〕であ

り，外見は良いが内面は良くない。その姿 (surat)はダルヴイーシュのようであるが，

実質 (mぜni) は端から端までごまかしであるO その[身なりの]装飾はみな規定であ

り，その奇蹟 (karamat)は完全にまやかしであるO

そのターバンは首長が負う荷であり，その頭の毛の1本1本が，腐敗した考えである。

その肩に羽織っているぼろ着 (muraqqぜ)は様々な色模様できらめいており，その外

衣は欠点を隠す覆いで，糸の1本1本が偽善の糸車を回す。その歯ブラシは食欲さの牙

を研ぐやすりであり，櫛入れには期笑 (t諮問band)の道具を隠しているO さいころ遊び

[=ベテン]のように数珠を回し，人に見せるために[わざと]長い自に礼拝するO

運の帽子は，その幸運の主[ロ金持ち]用のターバンであり，長い自の[ターバンの]

組紐は狐の尾を思わせる O 持宜を得ないその叫びは非常に不快なものであり，時間に

関係なく鳴く雌鶏のようである O 間抜けさゆえに任意の礼拝での祈り (awrad)の際

に大騒ぎするO それは，宴席において酔っ払いが鶴のように喚く様に似ているO

その全ての言葉が策略を煽り，全ての行動に私欲が混じっているO 正夢 (vaqi百)は

すべて仕組まれたものであり，覚醒して言ったことはすべて嘘である o [似非シャイフ

が実践する]聴聞 (sama')は原則から [f.29(a)]外れており，感知 (v筏jd) と意識の喪

失(興‘qa)100)は定義の意図を充たしていない。その姿は複雑怪奇で，そもそも頭から

足まで全く実質が無い。この邪悪な本性とこれほどの粉飾が，清らかな男たちの状況

[との対比]によって，彼[ヱ似非シャイフ]のもと

[これは]恥， 10万もの恥である O

される O 何と悲しいことか。

99)ここに苦う fシャイフJとは，スーフイズムにおける指導者への尊称で、あり，問時に，主に聖

者廟に付設された修道場等の責任者の職名でもある。聖者廟に付設された修道場等の施設では，

しばしば被埋葬者の子孫がシャイフに任命され，当該施設のワクフ財産の管財人織を兼務した

(注40も参照のこと) [久保1990: 31J。

1∞)前出(注67)の「聴問 (sama‘)Jと同じく， r感知 (v母d)Jと「意識の喪失(号a‘qa)Jもスー
フイズムの修行における忘我状態を示す用語である[ニコルソン(中村訳): 79J 0 

「
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奇妙なのは，この[神の思寵の]顕現者[=シャイブ，護者]にもムリード(弟子)

たちがいて，みな彼に仕えて心奪われ落ち着かない。彼はこの庖舗[=修道場]を方

策によって運営し，この人だかりを虚偽によって維持しているが，そこは悪魔も戸惑

う場所であり，呪われた魔物にさえ戒めとなり，嫌悪をもよおさせる o [45-6eT] 

韻文:

清貧の名とともに，これほどの詐欺欺臓にこの偽善

[それはまるで]建に座す帝王が行使する王権のようである

もし後者[=帝王]が自らをダルヴィーシュ，前者が[自らを]帝王と考えても

くことではない，両者ともに理性と廉恥が無いのだから

第39節「酒場の人々 (1].arabatahh) について」

酒を飲んで時を過ごす酒場の俗人 (rind)101)は，泡のような飲酒欲を頭にわかせ，

酒井互のように顕を酒杯のもと くO どこであれ酒場 (dayr)の宴を見ると必ず，酒

を運ぶ仕事を口実に自らそこへ行き，名誉のターバンを頭から取り，ひと欽みのた

めに酒商人の足もとに(ターバンを]投げ出す。酒場 (may-1].ana) に入り浸って家財

を無くし，酒杯に従属して節度を失う O 酒場の給仕 (mu岳baととa)たちは，その手で酒

杯を運ぶとき，各々の富裕と栄華がジャムシード 102)をも凌ぐ[かに思えるJo[酒場の

俗入は]酒場の給仕たちの面前で偶像崇拝者となり，酒場の長 (dayrpin)の足もと

に額突く o [f.29 (b)]その襟は陽気な酔っ払いたちの手で引き裂かれ，心も彼らの恋情

の剣(‘i句 tigl) によって傷だらけであるO 酒場で酒の施しを求め，酒場の壊れた陶器

101) rindは本来「ずるい， ~交猪なj を意味するが， r儀礼や慣習ににとらわれていない」という語
義もあり，時には「放蕩者Jを意味するlavandやfasiqの類義語として用いられる。スーフイ

ズム色の濃い文学作品においては，シャリーアにわざと背き，世俗の成功に関心を持たず，

存在を忘れるために酒に溺れ，神の愛を求めて訪律う者を指す [Sultan: 37 (同原著:

46) ; MQ江戸:283 (note 64) J。黒柳氏も，ハーフェズの作品に見られるrindについて， r放
蕩児jと訳した上で類似の説明をしている[黒柳:227J。本稿では，正しく生きる聖人との

対比で， r俗人jと訳すが，本文の内容からは，俗入を気取りつつも，その願いは決して俗っ
ぽくない者たちの姿が浮かび上がる。

102) rジャムシード」は吉代イランを繁栄へと導いた伝説・神話上の王であるO この王の名を冠す
る「ジャムシードの酒杯 Garn-iJarn) Jなる盃が，世界の状況と7天の秘密を映したとされる
[y劫aqqi: 156-158Jことから，ここで例えに用いられたと考えられる。
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を手にしている O 恥辱の街路において，足は裸足で頭も剥き出し[のていたらくで]， 

悪しき酔っ払いどもに襲われ，額，そして居間にも傷を負う O

自らの人としての存在を踏みにじるため，会合では靴脱ぎ場をその席とするO 頭に

ターバンを巻く労苦を負わず，その首は外衣の世話にならない。その魂 (nafs)が地

と友であっても，その志 (hirnrnat)の前では天さえ践しい。持の諦べにその心は悲し

まず，天[キ運命]による出来事にその精神は苦しまない。 と非存在を恐れず，

有と無がその志の前では伺等であるO 酒瓶のように苦い涙を流すのが喜びであり，溜

のように流れ落ちるのが楽しみであるO 酒場 (rnugdayn)で片時も癒されることなく，

時代の幸不幸に目を向けず，時[キ運命]の良し悪しと関わりを持たない。[それは，] 

世界[のどこ)に[も]このような人物はいないと言い得る[ほど]であろう O

時の人々の圧制ゆえ，このような暮らしは適正であり， [神の]許容の慈悲に値する。

存在の酒場 (rnay-kada)の土の上で[はかなく]滅び去るが，その望みは，神の [46-

6eT]寛大さによって永遠の存在 (baゅうrIjavidani) [となること]である。俗人や乞食

にこの幸運と幸福がもたらされ，王たちは，その様を夢みつつ悲嘆に暮れるO

ルバーイー:

消滅 (fana')の酒杯を常にあおる俗人は

現世と来世に拘束されていない

神の慈悲を願いつつ昼夜酔っぱらっているが

偽善を崇拝する禁欲者よりず、っと良い

願わくは，全ての不幸な者に，神がこの消滅の幸運を近付け給い，改俊の幸福と永

遠の存在を運命付け給わんことを!

第40節「ダルヴィーシユ [f.30(a)]たちについて 103)J 

ダルヴィーシュとは， [神の]満足 (riza')104)に思いをめぐらす者であるO たとえ内

103)ナヴァーイーは本書中，スープイズムにおける修行者を様々に表現しているが， Iスーフイ

はあまり用いず， rダルヴィーシュJ(および、S剖ik) を最も一般的な表現として用いている。
104) I [神の]満足 (riza')Jは，ナヴァーイー自身が本書第2章第9節で解説しているように(本

稿「はじめにJ第3節参照)，古典的スーフイズムにおける最高の階梯である[ニコルソン

(中村訳): 44-45，59J。
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商に100もの針があるとしても，外面は軟膏のようで温厚であろう O

ダルヴイーシュは以下のようでなければならない。 (手idq) と消滅 (fana')の

道を整え，自らをあるがままに示す。利己 (ananiyat)の荒々しさを厳しい苦行によ

ってやわらげ，偉大なる努力によって[自己の]情欲 (nafsaniyat)の激しさから抜け

出し，清貧の道を歩み始めるばかりか，存在による不和の谷を遮断し，消滅による安

全の館 (daral-aman)の修行所(jama'atカana) に到達する O その志の眼で見れば

<神と同等のもの>が存在しない，というより絶対的存在以外は全て非存在である

[ことがわかるJ[注 4参照Joその内面は外面に適合する，というより[内面の方が]

より清らかであり，内面が外国と同等である，というより[内面の方が〕より耀いて

いる O もし，その外面に，内面を隠蔽するための欺臓が見られるなら，その望みは非

難されるであろう O

内面の清らかさが，外国における冴えの無さとどうして矛盾するであろう O 財宝の

ある場所が荒廃しているように，ダルヴイ}シュの外衣は引き裂かれている O フェリ

ードゥーン 105)の財宝が廃嘘にあるように，清浄なる人々 (safa'ahh) はぽろ着をまと

っている O 意味[キ実質]を じる人々 (ma‘niahh)のもとには真理が隠されてい

るが，外面を重んじる人々 (suratahh)の真理は(自己]主張であり， [自己]主張は

真理のもとでは意味がない。

[ひとかどの]男たちは自らの心的状況 (hal)附)の姿を隠し，非難の(対象となる]

姿で欺いている O その外面の礎を壊し，内面の [47悶6eT]基礎を築いている O 運命から

何がもたらされようと，自身を[神の]満足へと整え，世間の人々からの厳しい[攻

による]苦痛や激しい非難に耐えている o [日中の]飲み食いを放棄し神の満足を

求めながら[f.30(b)]悲しみを味わい，車を飲んでいる o [神の]満足と[神への]販

従の隅 (zaviya) を居場所とし，清貧と消滅の荒野で安らぐ。礼儀と謙遜が彼らの信

仰であり，敵味方双方に対して良き考えを持つ。この性質とならいによってダルヴイ

ーシュとなるのであるO

105) Iフェリードゥーン(アーファリードゥーン)Jは古代イランの伝説・神話ヒの王で，蛇王ザ、

ツハークから王権を奪い返し，ジャムシード以降で最も偉大な王とされる [y劫aqqi: 331] 0 

106) h剖はスーフイズムの用語で， I陶酔Jを意味することも多いが，ここでは複数形が用いられ，

階梯に沿って変化する「心的状況」を示している[ニコルソン(中村訳): 45J。
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ルバーイー:

おお神よ，消滅の烏を私に馴れさせ給え!

思11れさせるというより，私の畏の獲物とし給え!

清貧の道をも私に歩ませ給え!

消滅の隅をも私の居場所とし給え!
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付.ローマ字転写校訂テキスト

凡例

1 .利用したテキストおよび、その略号

K : AJlULUep Haeou， B03立問6江eHHbI益cep，IJ.en.IIo，IJ.roToBllTeJIb CBO府mroTeKCTa: A.H KOHOHOe. 

MocKBa-J1e朋 Hrpa，IJ. ， 1948. [最初にして唯一のアラピア文字活字校訂テキストであ

るO 残念ながら底本とした写本が，価値の高いMS/a，MS/bとは系統が異なり，

MS/cと同じ系統のものであるO 誤植も多く，現在のテキスト校訂の水準で高く評

価することは難しい。ただし， 8点、もの写本を照合した成果が脚注に生かされてお

り，本稿でもこの脚注を随時参照した。]

MS/a : MS. Biblioth色quenationale (Paris)， Suppl. turc 327. [1569/70年SayyidQasim 

Qarabagiなる人物が書写した写本である O 書体の美しさや書写年代の古さでは同

系統の写本MS/bに劣るが，テキストにMS/bほど欠落がなく，丁寧に書写されて

おり，書き飛ばした部分も必ず欄外で補足されているO マツダはもとよりシャツダ

やハムザもよく書き込まれているO 別系統の写本を用いたKおよびuzとの照合の

結果，より原典に近いテキストであると判断し，本校訂テキストの底本とした。]

MS/b : MS. Biblio出会quenationale (Paris)， Suppl. turc 747. [1553/54年Mus亙al-

Samarqandiなる入物が書写した写本である o MS/aと同系統の写本で，非常に近い

関係にある o MS/aにはない枠線があり，書体も美しいナスタアワーク体で，全体

に高級感がある。しかも，書写年代がMS/aより古く，シャツダやハムザもよく見

られるO しかし， MS/aに比ベテキストに欠落が多いので，本稿では底本とせず，

MS/aを補足する目的で利用するにとどめた。]

MS/c : MS. Biblioth色quenationale (Paris)， Suppl. turc 962/1. [同じく写本で，ナヴァー

イーの他の2作品 (Majalisal-nafa'isとそfαmsatal-mutα加yyir向)との合本にな

っており， 2作品目の奥書に， 1566年間rib. Murad al-Dizdむなる人物が書写した

とあるO 書写年代は古いが，MS/a， MS/bに比べてテキストの欠落がかなり多く，

書体の美しさや丁寧さも劣る o Kの底本となった写本と同系統であり， KやKの底

つ中
間

h
d
つ中



本(および同系統の写本)に拠ったと思われる， uzを補うには有用である。]

UZ : AJlUUlep Rαeouu， Max，6y6 yトK，y江y6.MaTHHH H3ox，JIap 6H立aHHaIllpra Ta泌pJIO別珂:

。lUUMαFαHueeα).AJlUUlep Haeouu， MyKaMMaJI aCapJIap TyrmaMH (20 TOM潤 K).14-ToM. 
TOIllKeHT， 1998. [現代ウズベク語式キリル文字テキストであり，全編を収めている

(第1章第37節には大幅な削除あり)。学術的な校訂テキストではなく，成本への

言及もないが，おそらく Kに基づいており， Kの底本やこれと同系統の写本を補

助的に利用した可能性もある o MS/aやMS/bのような価値はないが，ウズベク人

研究者によるテキスト解釈を窺うことができ，参考になる点も少なくない。]

2. 1費用文字

(1) 

ベルシア語のアルファベット順にb，p， t， ~， j，と弘私 d，g， r， Z，えs，話?与?ι:ι毛q，k， g， 1， 
m， n， V (アラゼア語引用文ではw)，h， yとするO これに加えて，語中・語尾のハムザ

を示すアポストロフィ ( ， )およびトルコ語のnきであるO

(2)トルコ語語葉の母音

a，託[アラピア文字表記における語頭・語中(まれに語尾)のalif/語尾の無声のhJ

e， II 1， iI i アラビア文字表記における諾頭のalif+ ya'/語中・語尾のyaつ

o，o，u，u [アラピア文字表記における語頭のalif+ waw /語中・語尾のwawJ

(3)ベルシア語・アラピア語語棄の母音

短母音はa，iI i， u，長母音はa，i，百，ニ重母音はay，awとするO 短母音をa，e， 0とし

なかった理由は，標準現代ベルシア語より，タジク語やダ1)一語，さらにはウズベク

諾における標準的な発音を念頭に置いたからである O

3.単語の表記

(1)トルコ語の単語については?使用文字の違いや母音調和の処理の違い(後述)を除

いて，基本的にEckmannとClauson(本稿 iMahbubal-すulub第1章日本語訳Jの「凡

例j参照)に従った。アラピア文字表記では確定されない子音の有声化・無声化につ

いては，主に現代ウズベク語式キリル文字版 (UZ) を参照した。

(2)ペルシア語・アラピア語の単語については，できるだけ，辞書に見られる標準的・

文語的な形で示した。特に，大量に含まれるアラピア語語棄については，ハムザや重
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子音も表記した。信頼度の高いMS/aとMSIbでは，ハムザやシャツダがしばしば明記

されており，著者にも十分なアラビア語の知識があったと考えられるからである O

ただし，語尾のハムザは，ベルシア語のエザーフェのためにya'が付記されている場

合と， トルコ語の接尾辞が続く場合には削除した。前者の場合はハムザが記されるこ

とはなく，後者の場合は，接尾辞の形からハムザが無視されていることが判るからで

ある。また， nabiyのyや‘aduvのVも原則として削除した。脚韻や韻文作品の韻律か

ら，無視されていることが判るからであるO

(3)アラビア語の定冠詞al-およびAllahは，ひと続きの語句の途中に見られる場合は，

前の単語に続けて表記した(例 :M幼bubal-qulめではなく M幼bubu↓qulub)0 

の韻文作品では，この表記に基づく読み方でなければ韻律が合わないからである O

(4)ペルシア語のエザーフェは，エザ}ブェのつく単語にーi/-yiを書き加えた。

(5)複数の単語(接尾辞は除く)が結合した語，および1語として扱われている複数の

単語は，単語をハイフンでつないで、表記した。

(6)複数の単語が等位接続詞vaで、つながれ， 1語として扱われている場合にも，単語を

叩Uω でつないで表記した。なお等位接続詞vaは，韻律の関係上u/uとなる場合も多い。

(7)脚韻部や韻文作品において，重子音を単子音化して読むことが明らかな場合は，重

子音中の2番目の子音を()で、括った(例:抑制ではなく加q(q)と表記)。

(8)韻文作品における短母音の長母音化については，写本で示されている場合が少なく

ないが，語義解釈の混乱を避けるため，校訂テキストでは表記せず，代わりに韻律を

した(ただし，固有の韻律を持つルバーイーについては示していない)0

4.母音調和とその処理

(1)接尾辞を含むトルコ語語集

アラピア文字表記の子音から判断する限り，ごく一部の例外(書き誤りの可能性が

大きい)を除いて原則通りの母音調和が見られるO

(2)ベルシア語・アラビア語の単語にトルコ語接尾辞が続く場合

ベルシア語・アラピア語の単語(名詞・形容詞・磁調)に続くトルコ語接尾辞に，

驚くほど前舌母音が見られない。子音の文字から前舌母音・後舌母音を判別できる接

尾辞 -qa!-gaと-ka/-ga，-hq/悶hgと-lik/-lig，-raqと-rak，-daglと-dakiの用例から判明した

4a 
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限りでは，語尾が -k，-g， -ka，聞kab，ωkan，-ka話，号ar，-v誌の単語，およびペルシア語の

kam， ka道da，gur， gul，凶益?話:iva，tiraのみが前舌母音の接尾辞を伴っている(ただし，語

尾が -ak，叩ka，-ka品の単語および slvaは後舌母音の接尾辞を伴う場合があり，上記の語

に類似するー江戸を語尾とする単語やrasidaにも後舌母膏の接尾辞が伴われている)。

このような現象は，ペルシア語・アラピア語の単語が，抑揚のある発音のままで取

り入れられたために生じたと考えられる O

したがって本稿では，上記の語や，これらの例から類推可龍な場合(および接尾辞

の子音から明白な場合)を除いて，接尾辞の母音は後舌母音とした。また，接尾辞の

とは関係なく，単語自体の表記は，前述 r3.単語の表記Jの(2)に従っている。

5圃アラピア語引用文の処理

アラピア語の文章や語句の引用はく>で、括った。またwawはvで、はなく Wで示した0

6.校訂テキスト編纂の方針とテキスト簡の異同の表示

最も価値が高いと判断した写本MS/aを底本とし， MS/aに近い価値を持つ写本MS/b

と現代ウズベク諸式キリル文字版uzで、補った。この3テキスト間の異同については，

脚注で示している(ただし，符号om.は「欠落 (omitted)Jを示す)。アラピア文字校

訂版K (および、その脚注K/fn.) と写本MS/cも適宜参照したが， K， K/fn.， MS/cにしかヴ

アリアントが見られない笛所については，原則として注を設けなかった。

なお，意味に違いの生じない場合には， トルコ語接尾辞の違いや有無，等位接続詞

vaの有無， トルコ詩語尾の qと-gの違いには注目せず，基本的に成本MS/aに従って

いるO また， uzに見られる現代ウズベク諾に引き寄せた表記については，本稿の原則

に従って読み替えた(例 OJIMOK，→ almaq; 60llI→ b拍， CyB→ su ; 6epryBQo→ 

bergぽi， eTraH→ yetkan) 0 

7.脚韻部の表示

は押韻散文で著されており，脚韻部の把握が文章理解の上で重要で、ある O

MS/a， MS/b， MS/cおよび校訂版五はいずれも脚韻部の末尾に符号を付したり，空白を入

れたりしている(上記テキスト間で常に一致するわけではない)。したがって，本稿で

も，各句末の響きを問じくする音節および音節の連なりを，脚韻部と判断して太字で

強調した。ただし，これは韻文学における厳密な脚韻(頃fiya) とは異なるO
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[f.l(b); 7-6eT] Bi-smi-Hahi-r-ralp:nani-r-ral:ümi 

l:Iamd anga kim gatıga l).amd anca kim sazavar dur, aytsa bolmas va şana' anga kim 

il).sanıga şana' anca kim yeri bar dur, bitsa bolmas. l)atı jamı' kamalat şifatı bila 

mawsüf, şifatıdın majmü' kamalat kasf ahlıga maksüf. Tanzıhı til sarI). qılurdın 

mubarra', taqdısı el vaşf etardin mu'arra. 

'~amatı bagıda sipihr-i davvar bir nllüfardın 1 kam va qudratı alıda nujüm-i şabit va 

sayyar
2 

ol nllüfar
3 

yüzida bir neca qatra-yi sab-nam. Nnüfar
4 

yüziga sab-nam sacqucı 

ham OL va sab-nam suyıdın nllüfarzar5 balki gulistan-i İram acqucı ham Ol. Bı-niyazlıgı 

janbıda carb-i nigün bir gada-yi niyazmand va cara-sazlıgı alıda dahr-İ büqalamün bir bI­

cara-yi 'ajz-payvand. Vujüdı muıaI).a~asıda aJarlniS
6 

na-mawjüd, gatı mutala'asıda 

avvalln va abirın büdı na-büd. ıfan-i il).sam tegrasida 'all-sa'an sahlar rizqqa sa'il va 

'ilm-i bI-payam ta'aqqulıda 'alI-makan agahlar jahlğa qa'il. Qahharlıgı şarşan ucururga 

şabit va sayyar nastaranmng sacılgan yafrağları, [f.2(a)] jabbarlıgı qoyum savururga 

dahr-İ gaddar «baytu-l-l).uzn»mng tökillgan tofrağları. 

Y oqm bar qılmaq va barm yoq qılmaq anıng qudratıga asan, bar-u-yoq va yoq-u-bar 

anıng il).samdın umıdvar va qahndın harasan. Bir avuc tofragm malaküt baylıda bilafat 

tabtıga olturutmaq7 Anga yarasur va yıllar mala'ika-yi muqarrabınga pısvalıq qılganmn~g 

boymga Ia'nat tawqı Ol sala alur8
. 

Qit'a: [BaI:ır-i Ramal (-v--/-v--/-v--/-v-)] 

QadirI kim qudratıdın munca yüz amr-i garlb 

Bolsa bir
9 
sa 'atda mawjüd, andın ermas tur 'ajab 

On sek(k)iz ming 'alam va adam yaratıp aylamak 

Bir kisini «afarınis daftarı»dın muntabab [8-6eT] 

Ol qıla alur, anga keIdi musaHam bu umür 

1 K, MSIb, MS/c, UZ; nIlfardın[MS/a]. :2 şabita va sayyara [K, UZ]. 3 K, MSIb, MS/c, UZ; nIlfar 

[MS/a]. 4 K, MSIb, UZ; nIlfar [MS/a]. 5 K, MSIb, M Sic , UZ; nIlfarzar [MS/a]. 6 Marınis vujüdı 

[K/fn., MS/c, UZ]. 70lturguzmaq [K/fn.]; olturmaq [UZ]. 8 salur [K, UZ]. 9 har [K, UZ]. 
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Gar özi erdi musabbib, lIk bu boldı sabab 

<Sub~ana gi-I-mulki wa-I-malaküti. Sub~ana gi-I-qudrati wa-I-jabarüti. Jallat ala'uhu 

wa 'ammat na'ma 'uhu wa-Ia ilaha gayrahu> 1. 

Na't
2
-u-durüd-i na-ma'düd ol ma~büb-i 'aqibat-ma~üdga kim ijaqq ta'ala anga anca3 

qurb va manzalat berdi kim 'alam-u-adam vujüdıdm maqşüd anm~g vujüdı erdi. ijujasta 

çınatı rü~-i pakdin tahir va farlJunda lJilqatı4 'anaşir tarkıbıdm pak ergani ~ahir. 

'Anaşirımn~g yeli Maşı~ [f.2(b)] anfası va tofragı Ya'qüb közinin~g tütiyası va suyı ijizr 

caSmasmıng zulalı va otı KalIm diralJtı5 narımn~g isti'alı. Bu 'anaşimı rü~-i pak desa, yeri 

bar va rü~ıga <rü~I fidaka> demak sazavar. Ta'ir sidra-nisln Buraq barq-gamı va sa'ir 

«rü~u-I-amin»mng 'uıvılJuramı. Aflak sabistam yüzi baharıdm gul-san va mala'ik 'uyünı 

ralJsı gubarıdm rawsan. KaIamı sa'anıda <wa ma yantiqu 'ani-l-hawa> va nuNı bayanıda 

<in huwa illa wa~yun yü~a>. Asrar-İ ilahIga gatı amin, 'inayat-i na-mutanahldm atI 

<ra~atan li-16
-'alamin(a». 

7 

Maşnavı: [Ba~-iHazaj (v---/v---/v--)] 

İk(k)i gIsüsı ikki laylatu-l-qadr 

Bu
8

Iayl-u-badr olup sam'-i
9 

sabistan 

Bu kawkablardm aylap Tengri mawjüd 

bu yanglıg ikki layı İcra yüzi badr 

'igarıdm lJüy anda kawkabistan 

nubüvat ma'sarıga durr-i maqşüd 

Nubüvat sipihnda quyas ergani ma'liim, muşal).iblan sa'amda aşl).abı ka-n-nujiim 

<şalawatu-llahi 'alayhi waıo 
alihi wa aş~abihi ila yawmi-d-dıni>. 

Amma ba'd, fuqaramng gadayı va gara'ib mastürlarmıngll Cihra-gusayı, al-faqıru-l-

~aqir 'AlI-sIr, al-mulaqqab bi-n-Navayi <gafara ganübahu wa satara 'uyiibahu> mundaq 

'arz qılur va adasm öziga farz bilür kim: 

Bu gaksar-i parIsan-rüzgar Sabab [f.3( a)] avfuumng bidayatıdm 12 kuhülat zamfunnıng 

nihayatıgaca13 
dawran [9-6eT] vaqi'atıdın va sipihr-i gardan ~adişatıdın va dahr-İ fitna-

1 om. «SubI:ıana gi-l-mulki ~ ilaha gayrahu» [UZ]. 2 om. [K, MS/b, MS/c, UZ]. 3 om. [UZ]. 4 

bil'atı [MS/bl. 5 om. [MS/b]; dirabtınıng [K, MSıc]. 6 al- [K, UZ]. 7 Na~m [MS/b]. 8 om. [UZ]. 9 

sam'-u [K/fn., MS/b]. 10 wa 'ala [K, MS/b, MS/c, UZ]. II mastüralannıng [K, UZ]. 12 K, MS/b, MS/c, 

UZ; nihayatıdın [K/fn., MS/a]. 13 K, MS/b, MS/c, UZ; nihayatga [MSıal. 
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angız büqalamiinlugıdın va zamana-yi rang-amIz günagiinlugıdın muddat-i madId va 

'ahd-i ba'fd har naw' siqq-u-şüratda aqdam urdum va har ~awr sulük-u-kisvatda 

yügürdüm va özümni yalJsı-yaman lJidmat-u-şul?batıga yetkürdüm. Gah magallat-u­

fana'l vayranıda sIvan körgüzdüm va gah 'izzat-u-gana' büstanıda anjuman tüzdüm. 

GahI taptım falakdin na-tavanlıq 

BasIıssıg-savug kördüm zamanda 

gahI kördüm zamandm kam-ranlıq 

basI aceıq-cücük tattım3 jahanda 

İflas-u-na-tavanlıg hingamıda, ya'nf falakat-u-na-muradlıg ayyamıda gah 'ilm 

madarisıda şaff-i ni'alda yer tuttum va 
4 

'ulama' majalisıda 'ilm nürıdın köngülni 

yaruttum. Gah atqiya' masajidıda alar qadamı yetkan yerga yüz qoydum va sijda 

kaşratıdm manglayım terisin s6ydum. Gah şafa' lJanaqahı ahlı5 ibrIqıga su qoymaq bila 

arjumand boldum va gah fana' dayrılJaylı sabü-kaSligidin sar-buland boldum
6

. Va gah 

la'Imlar alıda h varhg va gah ragllar
7 

ilayida
8 

bI-i'tibarhg körgüzdüm
9 

va gah 'isq küyıda 

bI-paklik va adamI-[f.3(b)]-kus parf-cihralarga halaklik dast berdi. Va gah junün 

mal?allasıda argal
lO 

boynumga snı urdılar va atfal basımga tas yagdurdılar. Va gah 

sahnm ahlıll sitamıdm gurbatqa tüstüm va garIb lJala'iqqa qosuldum va qavustum. Va 

gah
l2 

jibal qullası aram-gahım boldı va gah şal?ra' etagi panahım boldı va gah bu 

siddatlardm 'azm-i vapın qıldım va lJumül zaviyasm nisIman qıldıml3. Va gah gurbatda 

'alil va garIb elga gaıil boldum
l4

. Va gah 'azızlar lJidmatıdm özümni bahramand va 

sözümni dil-pasand
l5 taptım. 

Ruba'I: 

Gardün manga gah jafa' va dünluq qıldı balJtım kibi har isda zabünluq qıldı [ıo-6eT] 

i 'ana' [K, UZ]. 2 MaşnavI [K, MS/c, UZ]. 3 K, MSIb, UZ; taptım [MS/a, MS/c]; kördüm [K/fn.]. 

4 gah [K, UZ]. 5 K, MSIb, MS/c, UZ; om. [MS/a]. 6 om. (va gah fana' ~ sar-buland boldum) [MSIb]. 

7 razllar [MS/a]; razı [MSıb, MS/c]; arğallar/ap30JIJIap [K, UZ]; rağı [K/fn.]. 8 alıda [K, UZ]; almda 

[MS/c]. 9 kördüm [K/fn., MSIb, MS/c, UZ]. ıo K, MS/c, UZ; arzal [MS/a, MSIb]. II eli [K, UZ]. 

12 om. [UZ]. 13 om. (va gumül zaviyasm nisIman qıldım) [UZ] 14:::.. 0X)(7J';, IwO):)(rtıO)panahım 

boIdı O){&ı=*b't < [K, UZ]. 15 dil-pasand va arjumand [K/fn., UZ]. 
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Gah kam sarı rah-namünluql qıldı al-qişşa, bası büqalamünluq qıldı 

Amma sugl-u-kam-ranhg cagıda va köngül mulkida
2 

balq bujümı bulgagıda gah 

imarat masnadıda olturdum va I:ıukümat3 maI:ıkamasıda dad-bvah sordum va gah padsah 

niyabatıda taqarrub tüzdüm va ni~aragar elga özümni
4 

körgüzdüm. Va gah makrumat 

ayvanın makan qıldım va akabir-u-aSrafnı ta'~ım yüzidin mıhman qıldım va gah nisat 

bagıda bazm tarJ:ıı saldım va saqı-u-mutrib bazm-u-sama'ıdın bahra aldım. [fACa)] Gah 

salatın mubalafatlarıda araga kİrdİm va munaza'atların muvafaqatga qarar berdİm. Gah 

I:ıarb ma'rakasıga özümni saldım va jahl-u-na-danlıq tuhmatın boynumga aldım. Va gah 

bayrat ahhga özümni qattım va har naw' bayr buq'aları tüzattim andaq ki sa'yımdın 

ribatlar boldı va andın musafırlarga nisatlar boldı. 

Na~m5: [Bal:ır-i Mujtaşş (v-v-/v v--/v-v-I--)] 

Dimagıma tüsüban köp taşavvur-u-pindar özümni jah-u-ulugluqqa
6 

ayladim i~har 

Bu muqaddimatdın maqşüd7 
bu kim: har küyda

8 
yügürüp men va 'alam ahlıdın har 

naw' elga özümni yetkürüp men. Va yabsı-yamannıng aralın bilip men va yaman-yabsı 

başlatların tajriba qıhp men. Va bayr-u-sarrdın nüs-u-nıs köksümga yetip dur va la'ım-u-

karım zabm-u-marhamın könglüm dark etip dur. Zaman ahlıdın ba'zi aşl].ab va dawran 

bayhdın ba'zi al].bab ki bu I:ıallardın ~abarsız va köngüllari bu bayr-u-sarrdın aşarsız 

dur. 

Qit'a: [Bal).r-i Mujtaşş (v-v-/~--/v-v-/~-)] 

Ne bilgay ol kiSi kim sahd-u-maynı tatmay dur 

Ki vaşl-u-hajr kibi ol cücük durur, bu ac(c)ıg 

Bilür dam musafır ki püya aylarda 

Qum-u-tozang yumsag, tag va I:ıara dur qattıg [11-6eT] 

Bu naw' aşl:ıab-u-al:ıbabqa intibah qılmaq va alarm [fACb)] bu
9 l)alatdın agah 

qılmaq 10 vajib köründi ki: har ~a 'ifa bişalıdın vuqiifları va har çabaqa al)valıdın 

1 K, MSIb; rah-namünluq [MS/a, MSIc, UZ]. 2 MSIb; mulki va [MS/a]; mulki [K, MSIc, UZ]. 3 l}ukm­

u-l}ukümat [MSIc, UZ]. 4 özümni kam-ran [Klfn., UZ]. 5 Bayt [K, MSIc, UZ]. 6 ulugluqta [MSıb]; 

ulugluqda [Klfn., MS/c]. 7 maqşad [UZ]. 8 küy-u-kücada [Klfn., MS/c, UZ]. 9 bu naw' [Klfn., UZ]. 

LO om. (va alarnı ~ agah qılmaq) [MSIb]. 
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su'ürları bolgay ki munasib ellJidmatıga sitab qılgaylar va na-munasib el şul.ıbatıdın 

ijtinab vajib bilgayUir va barı el bila malJfi razIandınI söz demi\gaylar
2 

va sayatln-u-ins 

makr-u-farlbıdın bazI yemagaylar va har naw' el şul.ıbat-u-lJuşüşlyatı ki alarga havas 

bolgay, bu faqlmıng tajribası alarga bas bolgay. 

Cün bu maqalatmn~g qulübqa mal.ıbüblugı ma'lüm boldı, anga Malfbübu-l-qulüb at 

qoyuldı. Va bu bitilgan fava'idmngkayfiyatı cün bilildi, am üc qism qıhld{ avvalgı qism 

«sa 'ir nasmnl al.ıval-u-afalınıng kayfiyatı»; ikkinci qism «!:ıamlda afal va gamIma bişal 

lJaşşiyatı»; ücünci qism «mutafarriqa fava'id amşalı va şüratı}. UmId ol-kim cün 

oqugueılar diqqat-u-i'tibar közi bila na~ar salgaylar va har qaysı öz fahm-u-idraklanga 

köra bahra algaylar, bitigüciga ham bir du'a' bila bahra yetkürgaylar va rül.ıını ol du'a' 

rüI:ııdın6 sevündürgayıar. [12-6eT] 

Avvalgı qism «ijala'iq al.ıva1-u-afal-u-aqvalınıngkayfiyatıda» 

Va ol qırq faşı dur: 

Avvalgı faş17 «'Adil salatln gikrida» 

'Adil va 'aqil [f.6(a)] padsah, 'ibadu-llahga ~illu-ııah. Ijilafat mulki Anın~gfarmamda, 

<innI ja'ilun fi-I-artİ lJalIfatan> amıfg sa'anıda. Bu-kim 'adil padsah rif'atı8 ta'rIfdın 

beyikrak erür <wulidtu fi zamani-s-sultani-l-'adili> andın lJabar berür. Ol-ki amng gatı 

bila mubahI dur kawnayn
9

, dep dur kilO <'adlun sa'atan lJayrun min 'ibadati-ş-

şaqalayn(i». 

'Adil padsah I:Iaqqdm lJala'iqqa ra~mat dur va mamalikka müjib-i amnIyat va 

ra'fat
ll

. QuyaS bila abr-İ bahar dek qara tofragdın gullar acar va mulk ahlı baSıga altun 

bila dur(r)lar sacar. Fuqara' va na-tavanlar amng rifq-u-mudarasıdın asüda, ~alama va 

'avanlar anıllg tIg-i siyasatıdm farsüda. I:Iirasatıdm quzı l2 
böri lJawfıdm Imin

l3 
va 

1 razIann [MS/c, UZ]; razlardm [K]. 2 sözlasmagaylar [MS!c]; sözlasgaylar [UZ]. 3 qılmdı [K, UZ]. 

4 sa'iru-n-nasnıng [K, UZ]; sa'iru-n-nas [MSıc]. 5 «mutafarriqa fava'id amşal-u-şüratı» [MS/b]; 

«mutafarriqa fava'id-u-amşal şüratı» [MS/c, UZ]; «mutafarriqa fava'id-u-amşal-u-şüratı» [K]. 

6 futüQı bila [K/fn., MS/c, UZ]. 7 Faşl-i avval [MSıc]; Birinci faşı [UZ]. 8 om. [UZ]. 9 lJvaja-yi 

kawnayn [K/fn., UZ]. LO kim [K, UZ]. II rafahiyat [K/fn., MS/c, UZ]. 12 qoy va quzı [UZ]. 13:gJi:ır 

lf'Ji"trt-:&')O)getfo ıfi!B~n: ı± Iman '"("cb ~ o 
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siyasatıdm musafir
l qaraqcı vaQmıdm mu~ma'İn(n). Ra'fatıdm har maktabda a~fal 

gawgası va mUQafa~atıdın iu'afa' Qammamıda alarnmg
2 'alalası. Haybatıdm yollar 

qaraqcıdm u.ali va qollar to la ulus malı. Va iabtıdm 'amal-darlar qalamı sınuq va sitam-

karlar 'alarnı yıquq. Jiddıdm masajid jama'at ahlıdm mamlü' va madaris ba!:ış-u-jadal 

baylıdm gulü(v). Qişaşı tIgıdm ogrı elgi el malıdm kütah, intiqamı bImıdm qati'-i [f.5(b)] 

tarIq !:ıalı 'adam biyabanıda tabah. 

Tünnin~g köpi dukkanlarda sawda ücün sam' va awbas küca-ga5tıdm kön~gülHiri 

jam'. Samdm ta saQar banaqahlar esigi acuq va baIvatlar 'ibadat nürıdm yaruq. Sahrda 

küylar pas-banı ol va yazıda qoylar sabanı ol. Ra'Iyatqa sara va bag andın ma'miir va 

sipahIga kam va farag andın mawfiir. Andın kecaıar atrak iu'afası iSi orgustak va aifal 

varzisi aq süngak. 'Ajüzlar carb üni maddı bila anın~g du'asıga nagma-saz va kanIzlar3 

mamuq sapamaq [13-6eT] küsı4 
üni bila anıng alqısıga nagma-pardaz. Fuqara' isi an~ga 

ham du'a' ham nazİs, anın~g da'bı fuqaraga ham saba' ham navazİs. AClar giçJası5 baçJl-u-

'atası U. vanıdırt, yalangaclar libası bizana-yi lutf-u-iQsanıdın. 

Mulk bagın ma'mür qılurga abr-İ sIr-ab, mulk ahlı közİn yaruturga mihr-İ jahan-tab. 

Özga mulkning ra'aya'-u-balqı anıng arzüsıda, yana kiSvar ma~lümları anıng 'adl-u-du'ası 

guft-u-güyıda6 . Yabsı atıga 'ulama' isi rasa'il tartibı va yabsı şifatıga su'ara' varzisi 

qaşa'id tarkibı. MugannIlar istigalı şanası ücün surüd tüzmak, muşanniflar maqalı 

du"ası ahangida nagma körgüzmak. [f.6(a)] 

ijalq riiasıdın I:Iaqq riiasıga talib, da d-b v ah sorarda sorug künİ vahmı kön~gliga 

galib. 

Maşnavı7: [Bal)r-i Mutaqarib (v--/v--/v--/v-)] 

Ulus padsahı va darvIsvaS anga sahlıqdın kelip faqr b v aSS 

Jahan-darlarga sipihr-istibah vali ahl-i faqr alıda bak-i rah 

Jahan mulki almda basakca vali bir kön~gül mulki aflakca 

1 musruır köngli [K/fn., MS/c, UZ]. 2 za'ıfalamıng [K/fn.]. 3 kanızaklar [K, UZ]. 4 om. [K/fn., MS/c, 

UZ]. 5 MSIb, UZ; gadası [K, MS/a, MS/cl 6 guft-u-güsıda [K, UZ]. 7 Na;ı:m [K/fn., MSIb]. 8 ~~~ 

Jfdftr t:: ılOO)J€-{f o ~*lf89 ı: ı± tıVus"C' J; ~ o 
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Ban bı -navalar nava-sazı ol ham-ol naw' kim sah Abu-l-gazI ol 

Kelip 'ayn-i insan va insan-i 'ayn jahan varişısah Sultan I:Iusayn 

Ki ta bolsa gardünga davvarlıq anga baqI olsun jahan-darlıq 

ijala'iqqa bu sahdm olsun nisat damı bolmasun balI andm bisat [14-6eT] 

İkkinCi faşl «İslam-panah bekl gikrida» 

Mundaq sahga musalman bek, nabI bidrnatıda törtavdin
2 

biri dek. Na-muradlarnıng 

panalıı, padsahnıng dawlat-~ v ahı. Sahga dunyada cın söz degüci va anın~g abiratı gammı 

yegüci. Yamanlar andm harasan, yalJsılar dusvarlıgı andın3 
asan. El malı tama'ı 

könglida na-hiid va 'iyalı lJiyalı4 tamIrıda na-mawjüd. Muradı ra'aya arnniyatı va 

maqşüdı baraya jarn'iyatı. Ol musalmanlarga riza'-jüy va musalmanlar an~ga du'a'-güy. 

Özining gatı tüzük va sa'yı sah esigida tüzüklük. 

Sah [f.6(b)] esigi mundaq bekdin ~ali bolrnasun va dawlatnıng andın özgaga
5 

intiqalı 6 
bolrnasun. 

ÜcünCi faşl «Na-munasib na'ib7 gikrida» 

Yalganeı bVud-nama na'ib nisbatı, Musaylima-yi8 kaggab miHatı. Nubüvat tuhmatı9 

öziga salgan, Jabra'Il-u-vaI:ıydm degani barı yaıgan. Munga ham sah lJuşüşlyatı i~lıarı, 

gayr-i vaqi' va yalgan barı. 

Yalgan I:ıukm yetkürüriga ba'iş tama'-i süm, ötrüq parvana yetkürüriga sabab lftrş-i 

magrnümlO. Nema alurda yalgan anga cın ornıga, musalmanlarga nuqşan anga din 

ornıga. Yalgan bandalı. cın demagi m~al Risvat alurda özga söz dep, amma könglida 

özgabiyal 

Mundaq na'ib ki bir bolmagay fi'l-u-qawlı, sah esigidin gum bolganı awli
l2

. 

1 bekHir [K, MS/c, UZ]. 2 tört yardm [Klfn., UZ]. 3 om. [UZ]. 4 balI [MSIb]. 5 özga [K, UZ]; 

özgalarga [Klfn.]. 6 Salı esigi ~ bolmasun va dawlat sipilında 'umn qUYaSıga zavalı [Klfn., MSIc]. 

7 na'iblar [K, UZ]; beklar [MSıc]. 8 musallama [UZ]. 9 tulımatm [K, MSIb, MSIc, UZ]. 10 ma{:lüm 

[UZ]. II K, MSIb; barı [MS/a]; banda an~ga [MS/c, UZ]. 12 ~Jı~~ttrt':&')O)JS{fo ~f:;:ı'ı9ı:ı;:!: awla 

"C'cb~o 
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Törtünci faşl «ıalim vajahil va fasiq padsah1 çJikrida» 

'Adil padsah közgü va bu amng ucası dur. OL yaruq şubt, bu amng
2 

qarangu kecasi 

dur. ıulm amng köngliga margüb va fisq amn~g IJatirıga ma~büb. Mulk buzugIugıdm 

zamırıga jam'iyat va ulus pariSanlıgıdm IJatirıga [15-6eT] amniyat. Abadlar amn~g 

~ulmıdm vayrana, kabütar taqcalan jugdga
3 

asiyana. Bada saylı bazmıda cün tugyan 

qıhp, ol sayı mulk ma'mürlann
4 

vayran qıhp. [f.7(a)] 8ucı-IJanasıga fars masjid rivaqı 

tökülgandin va küplari baSıga IJist miI:ırab taqı yemrillgandin. Agar qan tökmak anga 

pısa, kim ki jam bar, anga andısa. Agar surbga mas'üf, küy va küca musalmanlarga 

mahüf. Agar fasiq bolsa
6 
va bad-af'al, el 'urz-u-'iyalıga andm bım-İ nakal6

• Va agar7 siUza­

rüy bolsa va IJvud-ra'y, musfiq nuvvabı8 jamga vay. 

Öz na-sayistı öz alıda nüb, el ma'qülı anga mardüd va ma'yüb. Köp IJidmat az sahv 

bila alıda na-büd, köp taqq9 az IJata' bila Hayida na-mawjüd. ijata' ra'yı ong kelmasa, 

daIJlsızlarga sirkat, balki naqIZlarga
10 

tuhmat. Na-şavab IJiyalı tüz cıqmasa, sirkatı 

yoqlarga 'itab, balki IJabarı yoqlarga
ll 

'i(jab
12

. «IJayat suyı»n agu desa, musaHam 

tutmagan gunah-kar, quyaS nünn qarangu desa, tatsın qılmagan Ura-rüzgar. Öz janibıdm 

qatramn~g daryaca turmatı va çJarramng bayzaca qaymatı. El tarafıdm mal-İ 'alam bir 

qara puldm kam va fida' qılgan jan-i 'aziz anca yoq ki
13 

bir pasız. Qara quzgunm aq 

tuygun desa, «qazm yaIJsı alur» demagan muqşir14, yaruq künnİ Ura tün desa, «8uha 

körüna dur» demagan mudbir. Cm der elgajan n at arı , [f.7(b)] IJayrga dalalat qılgueıga 

ölüm zararı. 

I:Iaqq amn~g qasıda batil, IJiradmand amng 'aqıdasıda jahil. Eldin könglida kinasi, 

maIJfi IJazInasmmgdaf"ması. Qatl ücünjan bermak si'arı, el mal-u-jamga qaşd sah-karı16 • 

Bu yaman padsah ki bolgay vazIn ham yaman andaq ki fır'awn niyabatıda Haman. 

1 padsahlar [K, UZ]. 2 om. [MS/b] 3 bayqusga [K/fn., UZ]. 4 ma'müraların [K, MS/b, MSIc, UZ]. 

5 olsa [MS/b]. 6 bIrn va nakal [UZ]; zarar va nakal [K/fn.]. 7 om. [UZ]. 8 Navayı [K, UZ]. 9 J:ıaqq 

va rast [K/fn., MSIc, UZ]. LO naqIz tutqanlarga [MS/b]; naqIz tutqanlarga ziyada [K/fn., MSIc, UZ]. 

II yoqlarga arada [K/fn., UZ]. 12 ~J'i ~ Rftı> t::. tl) O)3fitf o ~*:;:B9 ı: ıi 'agab -c Cİ) ~ o 13 kim [K, UZ]. 

14 muqaşşir [UZ]. 15 sİkan [MS/c, UZ]. 16 Bayt [K, MS/c, UZ]. 
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Oyla kim bolgay madad sah-marga
l 
hamja'farI 

Ya vaba'I l;}alqqa ta'ün ham olgay bar-sarı2 [16-6eT] 

Tengri mundaq balalamı 'adam cahıdm vujüd tal;}t-gahıga ke1türmasün va yoglug 

zindamdm barlıg sahristamga
3 

yetkürmasÜll. 

Besinci f~l «Vuzara' gikrida» 

VazIr <wazara>dm
4 

mustaq dur va bu fi'I amng gatıga a1:}.aqq va alyaq5. Bu iSni 

pasandIda qılgan Aşaf ermis kim nigım naqsı <qad ral:ıima Allahu man anşafun> ermis. 

Hamana Aşaf ki bardı, inşafm alıp bardı va inşaf gawharm bu na-inşaflar arasıdm 

cıqardı. Kisi özin agarca yel dek har yan salgay, Aşafm bu lJak-dandm
6 

qayda
7 

tapa 

aıgay. Dahr elida birav ki Aşaf-nihad dur kiR bilgay ki
9 

Sulayman talJtı bar-bad dur. 

Bu ~alimlar mulkni bar-bad bergüci durlar va mulk ahlı yıgısturganlarm tergüci
lO

• 

[f.S(a)] Awla ol-ki
ll 

bular gİkrİda kisi l;}ama sürmagay va bu l;}ama dek qara-yüzlüklar 

atm qalam tiliga ketürmagayl2. Zahr berip bImar ö1türgüCi tabIblıq bularga naşib, zür 

bila öltürgüCi yal;}sılar bularga köra türk tabihl3. Bu ikki bayldın har biri bir af'i, sahga 

vajib dur bularnıng daf'ı. 

Bular 'amalasıl4 cıyanlar, l;}ala'iqqa yetkürürda
l5 

ziyanlar. Kilklari nüki 'aqrab nisi, 

ra'Iyat jamga ol nIs taSvisİ. Neca bu nIs ma~lümlarga sancııgay. UmId ol-ki baSları ajal 

taSı bila yancılgay. 
16 

Maşnavı : [Ba1:}.r-i Mutaqarib (v--/v--/v--/v-)] 

Bulardm gar a"la gar adna durur ki
l7 

andm l;}ala'iqga ıga' durur 

Sah ö1türmak
l8 

awla dur ol elni bat ki dep dur nabı <iqtalu-I-mu'giyat(a» 

1 Oyla kim sah-marga bolgay madad [K/fn., MS/b]; Oyla kim sah-marga bolgay mumid(d) rUZ]. 

2bir san [UZ]. 3 K, MS/b, MSIc, UZ; sahristanıda [MS/a]. 4 <wizr>dınl BH3p,ı:ı;HH [UZ]. 5 alyaq dur 

[K, MS/c, UZ]. 6 bak-danda [K, MS/b, MS/c, UZ]. 7 qaydm [MS/b]. 8 om. [K, MS/c, UZ]. 9 kim [K, 

UZ]. LO tergücilar dur [MSıc]; yitirgücilar dur [K/fn.]; bitirgüci durlar [K]; bitirgücilar dur [UZ]. 

llol-kim [K, UZ]. 12 kivürmagay [MS/b]; keltürmagay [K, MSIc, UZ]. 13 Zahr berip bimar öltürgüCi 

tabib, bulamıng Qalıga musabih dur va qarib [K/fn., MSIc, UZ]. 14 jumlası [K, UZ]. 15 yetkürür 

[K/fn., UZ]. 16 om. [MS/b, MSıc]. 17 kim [K, UZ]. 18 öltürmas [UZ]. 
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AltınCı faşı «Na-qabil şadrlar ğikrida» 1 

BI-diyanat şudür, bid'at-İ sayyi'a
2 

dur bi-ıa-zarür. Bu na-kas agar 'am(m)i dur va 

fisq va fujür anın~g karnı dur, majlisıda [17-6eT] nagma-navazlıq, 'ilm-u-taqva 'azasıga 

naw~a-sazhq. 'Ulama' keltürgan3 gul-ab sIsalari ki lJalI qıhp 4, bada salurga kafi5 

mulazimları alıp. Bular keltürgan 
6 

nabat gazak ücün usalıp, va~ifa vajhları özga asbab 

ücün [f.S(b)] saygalıp. Bad-kirdar anda galaba, pay-kar anda talaba. Nökarlariga as 

ganaqah ratibasıdın va cuhralarıga ma'as sayg-u-mudarris va~Ifasıdın. Bazmıga may 

keltürgali mul;ıtasib razi va mayga bada-paIa rIs-i qazi. Kisvar ki anda manahı mundaq 

bi-J:.rl.sab bolgay, İslam va sarI'atqa nı 'izzat va ni J:.rl.sab boıgay. 

Şadr kerak 'ulamaga dast-yar bolsa va masa'ilJqa kar-guğar va lJidmat-kar va 

sadatqa mumidd va fuqara' lJidmatıda ba-jidd
7 

va awqaf buzugın tilzgilci va zira'at 

kaşratıda sa'y körgilzgilcİ. 

Yoq ol-kim fasiq-u gammar
9 

zukka 

Rikabı11 naqsı kimsanlıq sarasar 

ki buzgay, garca bolgay g vaja, dukka 10 

tomda andın artuq zIb-u-zIvar 

Qifa
12

: [Bal;ır-i Mujtaşş (v-v-I v v- -I v-v-/v v- )] 

Kerak ki baSıga qoysa 'ilaqahq dastari yana rida' ham amng egnida mavall dek 

Yoq ol-ki markabı boymga baglap assa qutasl asılgan13 özinin~g öz bogzıdın saqalı dek 

Yettinci faşl «Fasiq va bad-ma'as bahadurluq lafın urganlar ğikrida 14» 

Sah esigida yarmag za'i' qılguCı jama'at kim alardın nı Tengriga ta'at dur va nı 

sahga ita'at. TarIqları nVud-namalıg, rasmları nVud-aralıg. İslari mastlıg, varzislari 

(f.9(a)] lJvud-parastlıg. Cm demaklarİ laf, ma'nIlıq sözlari gazaf. Jur'a-kaSlik [lS-6eT] 

dinları, kafirvaslik ayinları. Kön~güllari tıpcaq segritürdin aram tapmaq, sözlari baS 

ı om. (AltınCı faşı ~ şadrlar gikrida») [MS/b]. 2 sayy'at [MS/b]. 3 ketürgan [K/fn., MS/b]. 4 qalıp 

[K, MS/c, UZ]. 5 anı [K/fn., UZ]. 6 ketürgan [K/fn., MS/b]. 7 mujidd, ~ulm ristasın üzgüci [K/fn., 

UZ]; ba-jidd, ~ulm ristasın üzgüCi [MSıc]. 8 om. [K/fn., MS/b, MSıc]. 9 bammar-u [K, MS/c, UZ]. 

ıo ~ffil ~ lf'daft-: <LO O)ge1to '8*:;:89 ı: ,;t dikka -c- 0 ~ o II Rakıbı [Msıb]. 12 om. [K/fn., MSıb]. 

13 asılgay [K, MS/c, UZ]. 14 om. (YettinCi faşl ~ urganlar gikrida») [MS/b]. 
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yalang yüzga capmaq. Bazmda da'vlları I:IiHimlıq, razmda tahisları Rustamlıq. 

Otagalandm Nasr-i ta'irga ram, nayzalandm Simak·i ramiI:ı yüzi dar-ham. Tawrlandm 

asuftaraq alarga dastar, dastar 'ilaqasıdm ucalanda azar. 

Mulk dusmanı dafıga1 suhratları, sahga mulk asrar minnatları. Bu da'vı basıga 

yetkünca necasini may öltürüp, necasin özga fisq diizabqa yetkürüp. Yüzdin biri ki 

ma'rakaga yetip, burtag
2 capıs bila özin ta'i' etip. Mubariz-afkanliklari öz J:13lıga, şaff-

sİkanliklari öz yasalıga. Bu naw' bahadur hIc ma'rakada bolmasun, hIc şaff buzarda 

~ 3 
anmg qanı tolmasun . 

Sahga sipah darvıslar du'ası dur fuqara' himmatı va Ten~gri rizası dur. Sah kim 

anga I:Iaqq 'inayatı sipah bolgay, livasmllig zınatı <nasrun min Allah(i» boıgay. Sahga 

ta dawlat bar, dusmanı erür b
V

ar
4 

va baksar. [f.9(b)] Dawlat
5 

yetkürgüCi Ten~gri, ham 

alguCı ham bergüci Tengri. OL bersa, kisi ala almas. Ol yetkürsa, kisi yıraq sala almas. 

Sah ki
6 

I:Iaqq amnn ba-ja keltürgay, bu dawlat köp bawflarga raja' yetkürgay. 

Qifa
7

: [BaI:ır-i Mujtaşş ("-,,-1,, ,,--I,,-,,-/~-) 

SaLıI ki şidqı anıng Tengri birla tüz bolgay 

Ne gam, 'adiisı anıngbir yoq ersa yüz bolgay 

Kisiga Ten~gri berür fatI:ı, yoq ki bayl-u sipah 

Bass i'timad munga9 aylamak, ne söz bolgay 

Bayt: [BaI:ır-i Mutaqarib (,,--1,,--1,,--1,,-)] 

Cerik bolsa va bolmasa babt yar sipalıga 'adii baylınıng I:ıukmı bar 

Sekkizinci faşı «Y asawl guriihı gikrida» 

Yasawl kiıo bir ma~liim isİ keynica bargay va ol ma~liimnı ~alimdm qutqargay. Agar 

muzd tiIamagi maqdiirdm [19-6eT] artugraq dur, ol ~alimga ulugraq ortaq dur. Va agar 

sa'yıga yaraSa alur biyalı bolgay, ata mIraşı va ana süti dek I:ıalali boıgay. Agar tama'ı 

1 dafı [Klfn., MS/c, UZ]. 2 yortaq [K, UZ]; yortag [MSıc]. 3 tökülmasün [MS!c, UZ]. 4 bar [K, 

MSIb]; bVar va zar [Klfn., MS!c]. 5 Dawlatka [K, UZ]. 6 om. [MSIb]. 7 Na~m [Klfn., MSIb]. 8 Pas 
[MSIb, MS/c, UZ]. 9 Klfn., MSIb, MS/c; bunga [MS/a]; anga [K, UZ]. LO om. [UZ]. 
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l)aqqu-s-sa'yıdın kam dur, erlik va murüvat anga musaHam dur. Va agar sa'y qılgay va 

almagay muz d kil anga ~aqCq) dur, anı desa bolgay ki
2 

valI-yi mut1aq dur. Köp eranlar 

bu isni si'ar etip durlar va bu sulük bila ku1lI
3 maqaşidqa yetip durlar. 

MaşnavI4: [Bal)r-i Ramal C -v--/-v--/-v-)] 

Awliya'u-llah
5 

har şüratda bar ba'zı etmis bu ravisni ibtiyar [f.lOCa)] 

Cun emrlar qubbalar icra nihan I:Iaqqdın özga kimsaga ermas 'iyan 

Toqquzuncı faşı «Y asaglıq va qara cerik gikrida» 

Yasaglıq degan qara cerik, Ya'jüj-u-Ma'jüj baylıga sarik. Emgakdin alarga aram 

yoq, yasaq tartardm bir nafas kam yoq. İslari talay algannı talamaq, yat mulkda
6 

cürtka
7 

dek sabza-u-yafragnı yalamaq. 

İnsanlıq bila alar arasıda mubayanat, musalmanhq bila alar ortasıda munaza'at. 

Fahm-u-idrakdin alar gatı 'ari, 'aql-u-inşafsız bi-g-gat barı. Qayan
8 

ki
9 

yüzlandilar, alarga 

yatmaqlO yoq, keca va kündüz tagaful uyqusıdın oyganmaq yoq. Issıg-savug tanlarıga 

tafavut qılmay, aclıg-yalangaclıg zararını jismları bilmay. Adamlsızlıqda mablüqatdm 

mumtaz, l:ıayvanlıqları köp va mardumlıqları az. 

Ruba'I: 

OL qawmdın u'jüba bala'iq bolmas kim mi'daları l)aram yerdinll tolmas 

ÖIgünca bala' cekip emrlar mawjüd cın boldı bu da'vI ki yasaqlıq ölmas [20-6eT] 

Turfa bu-kim eün I:Iaqqnıng har naw' elga 'inayat-i pinlıMı bar, bular [f.lOCb)] 

arasıda ham YaSurun eranlarning
12 imkanı bar. Ordu-bazarI özin yasaglıqqa qatquCı, 

ongay ham
13 

almay, agır satqucl. Cerik ulusıdın14 
alar satal-~ var andaq ki

15 
mulk ahlıdın 

'amal-dar. 

Bayt16: [Bal)r-iHazaj Cv---/v---/v--)] 

SipahI malın ol bayl-i tabahI tün-u-kün muft alıp b vahI na-b vahI 

1 kim [K, UZ]. 2 kim [K, UZ]. 3 om. [K/fn., UZ]. 4 Na~m [K/fn., MSIb]. 5 Awliya'u-lHih ki [K, MS/c, 

UZ]. 6 yurtda [MS/c, UZ]. 7 cevürtka [MSıb]; cegürtkiil cügürtka [K, UZ]. 8 Qayanga [K, UZ]. 9 

kim [K, UZ]. 10 yanmaq [K, MSIb, MS/c, UZ]. II YARDYN [MSıb]. 12 eranlaming ne [MSıb]. 13 

ham ülüs/ YJIyrn [UZ]. 14 ülüsidin har bar [K, UZ]. 15 kim [K, MSIc, UZ]. 16 Na~m [MSıb]. 
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Mumkin yoq kil adamı-zad alarga saza bergay ki2 Tengri alarga bala,3 jaza,4 

bergay. 

Onun cı faşl «Sah ulusı öziga musabih bolur gikrida5
» 

Sahga har kim ki mulazim va tabi' bolgay, isi va tawn sah isiga musabih vaqi' 

boıgay. Agar sah
6 

'adalat-si'ar, ulusı si"anda ham 'adalatdm aşar. Agar 01
7 ~ulm-pisa, 

elidas ham ~ulmdm andısa. Agar ol İslam-ayin, balqı §i'an ham İslam bila din. Agar ol 

kufr-bişal, eliga9 dagı kufr taIiqı af'al kimlO: 

I:Iukama' sahnı dep durlar darya-yi zab"har va qawm-u-baylm darya tegrasidaki 

anhar. Darya suyıga ne kayfiyat-u-başşiyat va anharga ham-ol başşIyat-u-kayfiyat. Ol 

accıg, bu accıg. OL cücük, bu cücük. Ol tira, bu tira. OL süzük, bu süzük. 

MaşnavI: [Bal)r-i Mutaqarib (v--/v--/v--/v-)] 

Arıglar ki ol bal)rdm ayrılur bilikHk alarnmgsuym bir
ll 

bilür 

cu bir dur su darya bila nahr ara [f.llCa)] emas ta'mıda Ç.ajat-i ma-jara'Ca) [21-6eT] 

On birinCi faşı «8aYbu-I-İslam gikrida» 

SaYbu-I-İslam musalmanlar pISvasıdm 'ibarat dur va İslam12 muqtadasıga isarat
l
:
3
• 

Mundaq kisi 'alimı kerak İslam-panah va 'arifi kerak muqarrab-i dargah. Ijiradmandı14 

sarI'at-si'ar, faqrga bursandı15 tarIqat-aşar. Yabsı-yamanga16 safaqatı fayzı 'amCm), ulug­

kicikka irsadı nafııa-kalamI7• Kamillls sar' qanünıga rasi"h, barca mubtadi'lar bid'atıga 

nasi"h. Allga ki
l9 

bu naw' bolgay ayın-i İslam, saYbu-1-İslam anı20 desa bolur. Va-s-salam. 

Bayt21: [BaÇ.r-i Ijafif C -v--I v-v-I-- )] 

Mundm oldı muqarrab-i barı saYbu-I-İslam pIr AnşarI 

1 kim [K, UZ]. 2 magar [K/fn., UZ]; magar ki [MSIc]. 3 bala: birla [K/fn., UZ]; om. [K]. 4 om. 

[MSıb, MS/c]. 5 «Ba-musabaha(?) ita'at qılganlar gikrida» [MSıb]. 6 sahga [K/fn., M Sic , UZ]. 

7 om. [K/fn., UZ]. 8 K/fn., MSIb, UZ; eliga [K]; eli [K/fn., MS/a]; elga [MS/c]. 9 K, MSIb; eli [MS/a]; 

elga [MS/c, UZ]; el [K/fn.]. 10 om. [K/fn., MS/c, UZ]. II ham [UZ]. 12 İslam ahlı [MSıb]. 13 isarat 

dur [K, UZ]. 14 K/fn., MSIb; ijiradmand-i [K, MS/a, MSIc, UZ]. 15 bursand va [K/fn., MS/c, UZ]. 

16yabsı-yaman [UZ]. 17ma-Ia-kalam [K, MS/c, UZ]. 18 Karnı bolgay [K/fn., UZ]; KamilI bolgay 

[MS/c]. 19 kim [K/fn., UZ]. 20 om. [K/fn., UZ]. 21 K, MSIb, MS/c, UZ; Na~m [K/fn., MS/a]. 
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On ikkinci faşI «Quzat gikrida» 

QazI İslam binasıga arkan dur va musalmanlar bayr-u-sarrıga nafig-i farmanI. Dını 

'ulümdm
2 

köngli muıki ma'mür kerak va yaqlnI fırasatdm ba~in jam'Iyatı bI-futür. Mayl-i 

sabşI zamın kisvandm mutavari, mudahana tarran mula'amatıdm şadiq3 kön~gli 'ari. 

Mal).karnası mabzan-i 'ulüm-i sar'iya
4
, l).ukrn qılunda asna va bı-gana anga 'ala-s-saviya. 

'İlm-u-taqvasıdm köngüllarda sukOO, diqqat-u-fırasatıdm bI-diyanatlarda5 andoo. Kön~gli 

«kalamu-llah» al).kamıdm qavi, l).ukrnıda muqtada' al).adlş-i muştafavi. Sar'I l).Ilalar girihı-

[f.ll(b)]-dm köngli acuq, fuqaha' tazvirlan tıraligidin zamlrı yaruq. Risva-bvar muftIlar 

qasıda mankiib va l).Ila-gar
6 

vakIllar alıda ma'yiib. 

'Amm! qaif ki may ickay, öltürgülük dur, düzaI:! otıga yetmasdin burun 

köydürgülük dur
7

• [22-6eT] QazI-yi risva-h var, İslam l).işanga ral).nagar. Ol-ki risva 

berip qaza' ala algay, risva alıp ham sar'nı buza aıgay. 

QazI kerak ki
8 

jadda-yi sar'dm qadam cıqarmagay ,va şirat-i mustaqlmdm taSqarı 

barmagay. Mustaqlm ban har qayan ki
9 

mayl qıIdı, egri boldı, saz tan dek kiıo i'tidaldm 

tajavuz qıldı, tüzügi buzuldı. Ol-ki l).ukrnı el mal-u-janıga jari bolgay, kerak ki
ll da'bı 

paygam-bar
12 si'arı boıgay. Ayagı ki

l3 şirat-i mustaqlmdm tayıldı, vayı14 cahı tübin 

maqam qıldı, bu isni özi «qılurrnen» degan bı-bak va kağib. Kagib-u-bI-bakka
I5 

paygam-

bar sar'ıl).akimlıgıga ne munasib. 

Qifa: [Bal).r-i Ramal (-v--/-v--/-v--/-v- )] 

Mubbir-i şadiq sahI kim qıldı dln-u-sar'nı 

Barı adyan nasibı andaq ki mumkin erdi, tüz 

Kagib ol yolnı necük tüzgay ki bir kaggab ham 

Qıldı köp da'vi, valı qoydı jahannarn san yüz 

On ücünCi [f.12(a)] faşl «MuftI faqlhlar gikrida» 

1 farrnan dur [K, MS/c, UZ]. 2 'ulüm-i dınıyadm [K/fn., MS/c, UZ]. 3 şaif [K/fn., MS/c, UZ]. 

4 'ulüm va sar'Iya [UZ]. 5 bI-diyanatlar könglida [K/fn., MS/c, UZ]. 6 ı;na-kar [K, MSIb, MS/c, UZ]. 

7 om. [K/fn., MSIb] 8 kim [K, UZ]. 9 kim [K, UZ]. 10 kim [K, UZ]. II MSIb, MS!c; om. [MS/a]; kim 

[K, UZ]. 12 muqmir [K, UZ]. 13 kim [K, UZ]. 14 Ba 5IIJ: [UZ]. 15 Kagib-i bI-bakka [K, UZ]. 
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MuftI faqIhI kerak mutadayyin va 'alimI kerak mu'min. İslam 'ilmıda mahir va 

diyanat nürıjabInıda ~ahir. Mayıdm köngli bi'-quşürva l)lladm zamIrı bi-futür. QaIamı 

rivayatda şadiq, raqamı mujtahid sözi bila muvafiq, 

Y oq kİ fasiqI bolgay maY-b-var va jahilI bolgay bad-kirdar va gaddar. Bir diram ücün 

yüz l)aqqm na-l)aqq etküci va az karam ucün köp «ıa»ml 
«na'am» bitigüci. Bir sabad 

üzüm ücün bir bagm köydürmagdin gamı yoq va birbatman bugday ücün bir
2 

barmanm 

savurmagdm alamı yoq. MuftI ki l)na bila fatva tüzar, qalam nüki bila sarI'at yüzin 

buzar, muzd ücün sIm alıp ki malıga qatar, dImm dunyaga satar. 

Mundaq muftI adamI-kus tabib dur. Biriga İslam qatlı, biriga musalmanlar qatlı 

nasib
3

• [23-6eT] 

Ruba'I: 

MuftI ki
4 

isiga muzd alıp qılsa raqam 

Muzd artuq esa, mayl kerak qılgay kam 

Fatvada cu boldı muzd ücün «la» va «na'am» 

Qılmaq kerak ol qalam-zan elgini qalam 

On törtünci faşı «Mudarrislar gikrida» 

Mudarrismng kerak ki: garazıb manşab bolmasa va bilmas 'ilmm ayturga murtakib 

bolmasa. ı:tud-namahg ücün dars l)awzasm
6 

tüzmasa [f.12(b)] va bVud-sitalıg7 
ücün 

takallum va gawga' körgüzmasa. Jahldm dastarı ulug
8 

va 'ilaqası uzun bolmasa va 

mubahat ücün madrasa ayvam bası anga orun bolmasa. DInI 'ulüm bilsa va yaqInI 

masa'il elga
9 

ta'lIm qılsa. BI-bakliklardin harasan va na-pakliklardin gurlzan bolsa. 

Yoq ki özin 'alim bilgay, neca majhülga anva'-i fisqm«mubal)>> balki «t,ıalal» qılgay. 

Qılmas İslarnİ qılmaq andm ma'lüm bolgay va qılur islar tarki andm qa'ida va rusüm 

boıgay. Bu mudarris emas kilO mubtadi' dur va mundaq kisİ şut,ıbatı İslam ahhdm
ll 

1 köpUirni [K, MS/b]. 2 om. [UZ]. 3 naşlb dur [K, MS/c, UZ]. kim [K, UZ]. 5 Mudarrisnmg 

garazı kerak ki [MS/b]. 6 l).alqasm [MS/b]; l).awzasm [K/fn., MSıc]. 7 lJvud-sitanlıg lK, UZ]; lJvud-

namalıg! bVud-namalıq [K/fn., MS!c]. 8 ynyB [UZ]. 9 om. [UZ]. LO dur kim [K, UZ]. II om. [UZ]. 
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mumtani'1. 

'.Alim kerak
2 

muttaqI bolsa va agah va ayturı3 
<qala AHahu> va <qala rasülu-

IlahCi». 

Qifa: [BaI:ır-i Muzari' C --v/-v-,.IJ--'.J-v-)] 

Har ne ki
4 

aytur 0lsa
5 

ijuda-u-rasüldm 

Andm kisi ne kim esitür ya ki örganür 

On besinCi faşl «Aniba' gikrida» 

andm son~g olsa mujtahid-u-awliya' sözİ 

bolga/ ijuda sözi yoq esa muştafa sözi 

TabIbqa öz fannıda I:ıagaqat kerak va blmarlar I:ıalıga safaqat
7
• Va nafs-i tibbga tabıı 

[24-6eT] mula'im va I:ıukama' qawlıga pay-rav va muıazim. Sözinda8 rifq va dil-jüyluq va 

özinda9 azarm va IJ v us-nüyluq. 

I:Iagiq tabIb ki safaqatı bolgay, 'Isa «rüI:ıu-llah»ga nisbatı boıgay. 'Isa isi cıqqan 

jannı tanga kiyürmakıo 
du'a' bila, munung İsİ tandm cıqa durgan [f.13Ca)] janga mani' 

bolmaq dava' bila. Mundaq tabIbnıng yüzi marIz köngliga ma~büb dur va sözi bImar 

janıga margüb
ll

. Damı 'alIllarga dava' va qadamı IJastalarga sifa'. ijizr-i najat anıng 

tal'atı va «ab-i ~ayat» amng sarbatı. 

Agar fannıda mahir bolsa amma bad-nü.y va bı -parva va durust-güy, marlzqa agarca 

bir janibdm 'ilaj yetkürür,"amma necajanibdm tagyir-i mizaj yetkürür. 

LIkan 'ammI tablb kim dur
12 

sagird-ijaIlad, ol tIg bila va bu zahr bila qılgucı bI-dad. 

OL mundm yaIJsıraq dur bı -istibah kim anıng qatIlı gunah-kar dur va munung br-gunah ki 

hIc gunah-kar anga cjalil bolmasun va hlc bI-gunah munga 'alil 13. 

Bayt14: [BaI:ır-i Mutaqarib 

I:Iagiq tablb-i IJvus-güy tan ranjıga sifa' dur 

'.AmCm)I va tund-u bad-IJüy eljanıga bala' dur 

1 mumtani' dur [K, MS/c, UZ]. 2 kerak kim [K, UZ]; kerak ki [MSIc]. 3 ayturga [UZ]. 4 kim [K]; 

om. [Klfn., UZ]. 5 bolsa [UZ]. 6 bolsa [K, UZ]. 7 safaqat va marJ:ıamat kerak [Klfn., MS/c, UZ]. 

8sözida [K, MS/c, UZ]. 9 özida [K, MS/c, UZ]. 10 kivürmak [K,MS/c, UZ]; ketürmak" [Klfn.]. 

II margüb dur [K, UZ]. 12 erür [Klfn., MSIc, UZ]. 13 'alIl bolmasun [Klfn., MS/c, UZ]. 14 K, MSIb, 

MS/c, UZ; Na~m [Klfn., MS/a]. 
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On altmcı faşl «Na~m gulistammng bVus-nagma quslan gikrida» 

Va ol ne ca !abaqa dur: 

Avvalgı jama'at nuqüd-i kunüz-i ma'rifat-i ilahıdm gani
1 

va balq ta'rIfıdm mustag~i2 

durlar
3

• İslari ma'anI baza'imdm jawhar
4 

termak va el fayzı ücün vazn silkiga
5 na~m 

bermak
6

• Na~m adası ba-gayat arjumand va bI-nihayat sarIf va dil-pasand
7 

ücün ayat 

kalarnda nazil bar va lj.adlş-i8 mu'jiz ni~amda tilagan tapar. Oın ma'a-I-qaşd emas, el 

[f.13(b)] lj.urmatjihatıdm am si'r
9 

demas. 

Amma bu 'azIz qawmmng pISva-u-muqtadası va bu sarIf baylmng sar-daftar-u-sar­

baylı, valayat balj.nıo 
[26-6eT] gawharı va karamat awjıll abtarı, Amlru-I-mu'minln 'Alı 

<ra~iya .AlIahu 'anhu wa karrama Allahu wajhahu> dur kim na~m dIvanlan mawjiid dur 

va anda asrar va nukat na-ma'diid. 

Bu ma~har-i 'aja'ibqa gurühI ki
12 

tabi' dur, ba~zmı 'arz .qılalı ki kimlar vaqi' dur. 

FarsI 'ibaratda ol jumladm na~im-i javahir-i asrar, BaYb Farldu-d-dln 'Attar dur. Yana 

qa'il-i Ma/inavi-yi ma 'navi, gavvaş-i balj.r-i ya<[m, Mawlana Jalalu-d-:din, ya'nI MawlavI 

RümI dur ki maqşüdlan13 na~mdm asrar-i ilahI adası va ma'rifat-i na-mutanahI imlasıdm 

özga yoq tur. Yana ham awliya'-i agah va ma5a'ibva ahlu-llah bar ki
14 

bularga tatabbu' 

qıhp durlar va bular kalarnı adasm va lj.aqa'iqı ma'nasm mustalj.san bilip durlar
l5

. Va 

bu bayl dur lj.aqlqat tarlqmm~g subanvarı, balki klmiyagari va kibrIt-İ alj.marı. 

Yana bir jama'at durlar ki
l6

lj.aqlqat asranga majaz !arlqm mablü(' qıhp durlar va 

kalamlann bu uslübda marbü! etip durlar andaq ki ma'anI ahlmm~g nukta-pardazı, BaYb 

Muşlilj.u-d-dIn Sa'dI BIrazi va 'i5q18 gurühmmg pak-baz-u-[f.14(a)]-pak-ravı, AmIr ijusraw 

Dihlavi va taşavvuf9 diqqat-u 20 -muskilatmıng girih-gus ayı , BaYb ?:ahıru-d-dın Şana'i [sic] 

va farld-i ahl-i yaqın, BaYb Awlj.adu-d-dln va majani adasıga lafi~21, ijvaja Bamsu-d-dın 

1 ğannar [K, MS/c, UZ]. 2 mustağnnar [Klfn., MS/c, UZ]. 3 dur [Klfn., MS/c, UZ]. 4 ma'rifat 

jawharın [Klfn., MS/c, UZ]; javahir [MS/b]. 5 silkida [UZ]. 6 termak [UZ]. 7 dil-pasand olduğı 

[Klfn., MS/c, UZ]. 8 aQadış-i [MS/b]. 9 K, MS/b, MS/c, UZ; sulara' [MS/a]. LO baQrının~g [Klfn., 

MS/c, UZ]. II awjınıng munfr [K/fn., MSıc]; awjı munfr [UZ]. 12 kim [K, UZ]. 

13 maqşadları [UZ]. 14 kim [K, UZ]. 15 dur [MS/b]. 16 kim [K, UZ]. 17 maQşül [UZ]. 18 'isq ahlı 

[Klfn., MS/c, UZ]. 19 taşavvufva [K, MS/c, UZ]. 20 om. (va) [K, MS/c, UZ]. 21 I:Iafi?- [UZ]. 
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Mul).ammadu-ı-~afi~. 

Yanajam'I hamI bar durlar ki majaz tarlqı adası alar na~mıga gaıib va alar bu sIvaga 

köpdik rağib durlar andaq ki
2 

Kamal(-i) İşfahani va ijaqanI(-yi) SIrvani va ijvajüy(-i) 

Kirmani va Mawlana Jalalu-d-dln3 va ijvaja Kamal(-i) ijvujandı4 va AnvarI va ~ahir(-i) 

Faryabı5 va 'Abdu-I-vasi' va Aşir va Salman(-i) SavajI va Naşir(-i) Bu~ari va KatibI(-yi) 

NaysabürI va SahI(-yi) Sabzavari. 

Va yana l).aqlqat-u-majaz taıiqıda kamil va 'ilmı ikkalasi tarlqıda vafi va samil, na~m 

ahımmg muqtada'-u-imamı, l).azrat-i sayIJu-I-oİslami 6 
Mawlana Nüru-I-millat wa-d-dln 

'Abdu-r-ral).man Jamı <nawwara Allahu marqadahu wa qaddasa sİrrahu> dur kim 

avvalgı [26-6eT] tabaqa ravis-u-kalamıda ham sarlf-maqaı va son~ggı tabaqanıng ham­

adası lata'ifıda ham
7 şal).ib-kamaı dur ki

8 
'alarnda <jawq-u-l).aı ahlı bular lata'ifı biHi 

masrur durlar va buIar ma'arifı birUi }:ıuzür qılurlar. 

Yana adna tabaqasıjama'atI durlar ki
9 na~m faqat biHiıo 

IJvusnüd va IJursand va razı 

va bahramand durlar. Va yüz maSaqqat biıa yetti
ll 

bayt ki
l2 

baglaSturgaylar, [f.14(b)] 

da'vi avazasm yetti falakdin asurgaylar. SözUirida nı l).aqa'iq-u-ma'arif nüsıdın l}.aıavat 

va naz;':mlarıda nı sawq-u-'isq otıdın I}.ararat. NI sa'irana
l3 tarklbları al}.san va nı 

'asiqana söz-u-dardları su'la-afkan. Ba'zıdm agar gahI birar yaIJsı bayt vaqi' bolur, 
14 

amma anca yaman da'vi ham
l5 ~ahir bolur ki ol ham za'i' bolur. Agar biri bir nazuk 

ma'nldal6 pasandlda
l7 

pic qılur, amma on anca na-pasand
l8 

da'vi bila
l9 anı20 hic qılur. 

Güya özlariga 'aqldada muvafiq durlar va sözlariga i'tiqadda muttafiq. Turfaraq bu kim 

har birininl l sözida ma'nI azraq, özida da'vi köprak <na'ü<ju bi-Ilahi min sururi anfusna 

wa min sayyi'ati a'malna>. 

1 om. [K/fn., UZ]. 2 kim [K, UZ] 3 Jalal [K/fn., MSIb, MS/c]. 4 K/fn.; om. [K, MS/a, MSIb, MS/c, 

UZ]. 5 K/fn.; om. [K, MS/a, MSIb, MS/c, UZ]. 6 saYbu-l-İsIam [K, UZ]. 7 om. [K/fn., UZ]. 8 kim [K, 

UZ]. 9 kim [K, M Sic , UZ]. 10 biHi köngülUir [UZ]; biUi kön~güllfui [K/fn., MS/c]. II bir [K, UZ]. 

12kim [K, MS/c, UZ]. 13si'r [MSıb]. 14 amma on [K, UZ]; amma yüz [K/fn.]. 15 om. [K, MSIb, UZ]. 

16 da'vıda [MSıb]. l7om. [MSıb]. 18 K, MSIb, UZ; om. [K/fn., MS/a, MSIc]. 19 K, MSIb, MSIc, UZ; 

om. [MS/a]. 20 anı ham [MS/c, UZ]. 21 birining ki [MSıb]. 
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Ruba'I: 

A'laları dur nedin ki dersen a'la adnaları ham barca danIdm adna 

Awsat1arı kim hIc nemaga yaramas bil kim nafas urmamaq alardm awla 

On yettinci f3.?1 «Katiblar gikrida» 

Katib su'ara' sözinin~g varaq-nigarı 1 dur va söz malJzanınıng lJizana-darı. ijazin 

hunarı amanat bolur va t3.?arrufılJiyanat bolur. AmIn ki lJiyanatqa mansüb bolgay, öz 

hunarıda ma'yüb bolgay, andaqnıngelgi qat'ı [f.15(a)] ~üb boıgay. 

YalJsı lJag-u-nuqtadm şaf1).aga jamal andaq ki yalJsı yüz şafQasıga lJag va ~aı. ijvus_ 

nivIs katib sözga arayis [27 -6eT] . berür va sözlagüciga asayis yetkürür. Raqim ki raqamı 

rast
2

, rastlar köngliga qabülIyatı bi-~Vast. Mul:ıarrir ki taI:ırIrı tüz, pasandIda dur agar bir 

bayt bitir agar yüz. 

Agar bag şüratı na-~ vas3 dur, ma'nI lJaylıda 4 oquguCı 5 andm musavvas dur. ijv us-

nivIs ham ki sahvı köp bolgay, elgi falaj 'illatıga cöp boıgay. Ol-ki bI-ja nuqta bila 

«l:ıablb»nı «lJablş» qılgay va «mul:ıabbat»nı «miI:ınat», anıng dek lJabIş miI:ınat-zadaga yüz 

la'nat. Yaman lJagga galat bI-J,rlsab, qarı6 maslJara saqalıga ~iZab. OL saqaC mabrazga 

taslagah Yahsı va iyasini Malik-i düzabjahannamga baslagah yahs{ 

Mal:ıbübdm maktüb ki
9 

ham LO lJattı ~üb bolgay ham mazmünı ~üb, janga ol dur 

margüb va kön~gülga ol dur matıüb. ijaw yaman ham bolsa, yaman emas. Mul:ıibb 

mal:ıbüb banmı yaman demas. 

Yaman katib manzilı qalam-danı dek cah ara boIsun, qalamı dek baSı yara va yüzi 

qara boIsun. 

Baytll: [Bal:ır-i Ramal (-v--/-v--/-v--/-v-)] 

Qaysı bir katib ki ol sözga qalam sürgay lJilaf 

Ol qara-yüzlük baSı bolsun qalam yanglıg sikaf [f.15(b)] 

1 çJ.awq-nigan [MS/b]. 2 rast dur [K/fn., MS/c, UZ]. 3 ilH:ff'drtrt.=&'J(J)96-tfo ~*i!HI~H:t;t na-bvus-r: 

o ~ o 4 baylı [UZ]; balalıda [K/fn.]. 5 om. [UZ]. 6 K,appHHH [UZ]. 7 ol bat!nı qırqıp [UZ]. 8 om. 

[K/fn., UZ]. 9 kim [K, UZ]. LO om. [MS/b, MSıc]. II K, MS/b, MS/c, UZ; Na~m [MS/a]. 
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On sekkizinci faşl «DabIristan ahlı gikrida» 

Maktab-dar bı-gunah ma'şümlarga jafa'-kar. Atmı 'agabıga rağib va alar ta'dibıga 

murtakib. I)atı bI-mudara, dimagı puladva köngli nara. Gazabdm qaSıda cın, gunahsızlar 

biHi ayınıl 
kin. Köpdigida tab' gil~atı2 padIdar va 'aql qillatıga giriftar. Amma tawsan 

atfal tab'mıjafa' bila ram qılgucı va na-hamvar şigar tawrıga siyasat bila andam bergüci. 

Agarca
3 büyları durustluqta namayan dur, amma atfal na-hamvarlıgı işıaQ.ıga irik 

sawhan dur. 

Anıng isi adamdm kelmas, qaysı4 adam ki dIv qıla bilmas
5
. Bir6 qattıg kiSini bir tifl 

muQ.afa~atı [28-6eT] 'ajiz etar, 01
7 

bir sürükka 'ilm va adab örgatkay, kör ki
8 

anga ne 

yetar. Ancası bar ki
9 

ol qawm idrak-u-fahmı az tüsar, andaq kisiga yüz munca maSaqqat 

ne bosar. 

Har taqdIr bila atfalga Q.aqqııo köp dur, agar padsahlıqqa yetsa va anga qulluq qılsal1 

CÖp12 dur. Sagird agar saYbu-I-İslam agar qazi dur, agar andm ustad razı13 , Tengri razi 

dur. 

Bayt: [BaQ.r-i Ramal 

I:Iaq( q) yolıda kim san~ga bir Q.arf oqutmıs ranj ila 

Aylamak bolmas ada' anıngQ.aq(q)m yüz ganj ila 

On toqquzuneı faşl «İmamlar gikrida» [f.16(a)] 

İmamat qılgucı öz qira'atmıng slltası dur va öz namazının~g fariftasıl4. Kisilikdin 

biyahda taşavvurlar va yaIJsılıqdın zamlrıda takabburlar. Öz namazın maqbül 

ta~ayyul qılgan, jama'at namazı15 qabüliyatın ham takafful qııgan. Beyik qira'atı 

maQ.z-i ra'nalıq va ananiyat, jama'atdm ilgari eıqmagı l6 'ayn-irusvalıq va nafsaniyat. 

Ijiyalı balqqa pISvahq va taşavvurı elga muqtadahq. 

1 ayını basm va [K/fn., MS/e, UZ]. 2 gil:{:atı va tama' 'illatı [K, UZ]. 3 K, MS/b, MS/e, UZ; Agar 

[MS/a]. 4 ne [MS/b]. 5 bWi almas [MS/b]; almas [K/fn., MS/e, UZ]. 6 Har [K/fn., MS/e, UZ]. 7 01-

ki [K/fn., MS/b]. 8 om. (kör ki) [UZ]; kim [K]. 9 Anca bar kim [K, UZ]. ıobuqüqı [MS/b]. II etsa 

[K/fn., MS/b, MSıc]. 12 büb [K, UZ]. 13 razı dur [K/fn., MS/e, UZ]. 14 farIftası dur [K, MS/e,UZ]. 

15 namazın [MS/b]; namazını [K/fn.]. 16 cıqmagay [K/fn., UZ]. 
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Namazga imamat kamil imam İsİ dur, özin mundaq taşavvur1 qılgan jahil va na­

tamam ldsİ dur. İmamat munasib dur pırdm bayl-i
2 

muridga
3 

ya mu'allimdm sürük tifl-i 

na-rasidga
4 

ya 'alimdm juhhalga safaqat ücün ya kamildm tavabi'-u-'iyalga tarbiyat 

ücün. 

A.dab-i 'ibadat talqlmga ka-ma-hiy(a) va ta'lIm-i sari'at ayImga na-gahi na-kamdm 

munasib dur va zarüratdm tajvız qılsa bolur. 

Amma va~Ifa va 'ulüfa yemiik va özin muqtada' va imam demiik, adamı İsİ emiis va 

andaq kisinİ adamllar ldsİ demiis. 

Valayat ahlıgajam'ı malamatlyaga5 baq 

Ki balq közidin ayUir namazmı YaSurun [29-6eT] 

Bu turfaraq ki
6 namazıda mu'jab-i na-dan 

Tutar imamat ücün bayl qiblasıda orun 
7 

YigirminCi faşl «Muqrllar8 gikrida» [f.16(b)] 

Mu'aggin
9 

ki I:Iaqq 'ibadatıga nida' qılgay, jan Anga fida' agar yabsı şawt bila ada' 

qılğay. Agar paklik va niyaz bu is ka mun~aq dur, başş-u-'amm kön~gliga maqbül-i 

mutlaq dur. Bu nida' yamanıarnı fisq kunjıdm masjid sarı baSqarur andaq ki fusüngar 

yılanm tarana bila tüsükdin eıqarur. 

Va agar muqrlıo lavandI
ll 

dur bad-avaz va kul'undı12 
dur laJ::ını na-saz, badanı vuzü' 

qaydıdm na_pak
13 

va hüsı vaqt ri'ayatıdın bı-bak va rol)! ta'at gawqıdm bI-babar va üni 

şawtu-I-Qamırdm ankar, man'-u-nafy14 tofragm agzıga urmaq awla, balki ~aq ya 

manardın anı ucurmaq awıa. 

Ruba'I: 

MuqrI ki erür pak-rav-u zahidvaS alQam fus-u Qasan, adası dil-kaS 

1 taşavvuf [UZ]. 2 om. [Klfn., MS/c, UZ]. 3 murfd l}aylıga tafhfm ücün [Klfn., MS/c, UZ]. 

4 K, MSIb; na-rasfdaga [MS/a]; na-rasfdaga ta'ırm ücün [Klfn., UZ]; atfalıga ta'ırm ücün [MSıc]. 
5 malamatıga [K, UZ]. 6 kim [UZ]. 7 uzun [MSIb]. 8 Mu'agQinlar [Klfn., MSIc]. 9 Mu'agçtirü [K, UZ]. 

10 mu'agğin [Klfn., MS/c]. lllavand [UZ]. 12 kulgundi [K, UZ]. 13 pak [MS/b]. 14 man'-u-nahy [K, UZ]. 
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Jan anga fıda' ki rül:ı etar andm gaS(s) gar bolsa munung'aksı, nafas urmasa b
V
aS1 

Yigirmi birinci faşl «I:Iuffa~ gikrida» 

I:Iafı~ga ki yabsı mabra/ va ada' bila tiHivat bolgay, mustami'lammg rüI:ııga andm 

asayis va jamga l:ıalavat boıgay. Agar l:ıusn-i şawt bularga yar dur, esitküci şal:ıib-l:ıal 

bolsa, isi dusvar dur. 

Agar bad-Iahja bolsa
3 

[f.l7(a)] va bad-ada', surma amng gigası4 qılsun Ijuda. Agar 

fasiq dur va bad-ma'as, surma ham
5 l:ıayf dur, bogzıga munasib dur tas. Va agar ba-vujüd 

bu l:ıallar6 köp oqugay, umId ol-kim agzı şadaf agzı dek va tili süsan tili dek qorugay. [30-

6eT] 

Bay{ [Bal:ır-i Muzari' (--..J-v-..Jv-- . .J-v-)] 

Ya Rab(b) ki hIc bazmda ol nagma qılmagay/ agzı gigadm
S 

özga nemaga acılmagay 

Yigirmi ikkinci faşl «Mutrib va mugannı9 
gikrida» 

Mutrib-i ~arab-afza, mugannI-yi gam-zida, ikkalasiga l:ıal-u-dard ahlılO qılurlar jan­

fida'll. Ol_ki
12 

körgüzgay mula'im tarana va nagam, agar esitkücining13 l:ıayatı naqdı14 anga 

fıda' bolsa, na gam. Köngül quvvatı ~vus-navazdın, rül:ı qutı ~vus-avazdın. Ijvus-bvan 

mugannIdm dard ahımıng otı tiz dur, agar malal:ıatı bolsa, l:ıal ahlıga rastahiz dur
15

. Har 

mugannI ki dardmandanaraq nagma cekar, amng zabması16 zabmlıq yürakka kargarrak 

tegar. A.tisIn-yüzıük mugannI ki l:ıalqıdm 17 mula'im surüd cıqargay, l:ıal ahımıng köygan 

bagrıdm düd cıqargay. MuIa'im mutrib ki ~ab' va fahm ham
1S 

anga yar bolgay, [f.17(b)] 

adamI köngli taSdm bolsa, anga zar bolgay19. Ijuşüşan ki ham aytqay va ham calgay20, 

köngül mulkiga ne qozgalanlar ki saıgay. 

1 iJl~ırJ;ut-=66O)961ifo i5*i!fI'F.n:l± bvus "('j)~o 2 MI:ffiJ [K]; Max.3a)K [UZ]. 3 olsa [MS/b]. 4 

K, MS/b, MS/c, UZ; gadası [MS/a]. 5 K, MS/b, MS/c, UZ; om. [Klfn., MS/a]. 6 I:ıallar bilii [K, UZ]. 7 

K, MS/b, MS/c, UZ; om. [MS/a]. 8 K, MS/b, MS/c, UZ; gadadın [MS/a]. 9 mugannIlar [Klfn., UZ]. LO 

ahlı jan [K, MS/b, MS/c, UZ] II fida' [K, MS/b, MS/c, UZ]. 12 K, MS/b, MS/c, UZ; ol [MS/a]. 13 

esitküCini [MS/b]. 14 K, MS/b, UZ; om. [MS/a, MSıc]. 15 om. [MS/b]. 16 nagması [Klfn., UZ]. 17 

bulqdın [K]; bulqıdınl XHJIK,H~lfH [UZ]. 18 om. [K, MS/b, MS/c, UZ]. 19 om. (adamı kön~gli ~ zar 

bolgay) [UZ]. 20 om. (adamı köngli ~ ham calgay) [MSıc]. 
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Sulük ahlıga bir mabüf yer bu manzil dur kim anda ham nuqşan va ham kamall)aşil 

dur. Salik bu yerda bir muhlik ah bila hamI maqşüdqa yetip dur va bir sagar-i
2 

jan-kah 

bila yıllar qazgangam ham elgidin dur. Siblf va Nürı <qaddasa sİrrahuma> 

sama'da .• :, .. "'"" ...... "' ... va yo14 sulüki bila maqşüd sar-manzihga _"''''"" ...... ...., ... 

Basa ahIu-Hah ki arganün ünidin dayrga kirdi va dın va İslam naqdm mug-

baccalarga bay berdi. MaY-banada kim ki maydın iba' nay üni bir dil-kaS nava 

bila am rusva qılgay. Agar kisi may havasın baSıdın eıqarur, gIjak madd-i nalası bila
5 

H'l·llho' ... u· ... va tanbür pardadagı fitnadın halak etar va 'iHiyat pardasın cak etar va cang 

bila bogzın tartar va 'üd lisam nagmasımn~g calıgeiin ham artar. Anda kim 

rabab basın yerga qoyup() , niyaz Iz-r\1"O'ııll'70rg"(T va qopoz qulaq tutup, 'aysqa [31-6eT] 

ahangin qanün-u-cagana nalası UU.JL"""-''-!I~ [f.ISCa)] tüskay va mahvaS saqI 

yükünüp, may ayaqqa tüskay, ol vaqt zuhd-u-taqvaga ni i'tibar va hüs-u-biradga ni 

Agarca 'İsqqa7 
faqr

8 ahlım rusva qılurda bulardın farag va-lfkan ol otm 

yaruturga nay damı9 
yel va maydın dur. 'Arab tevasİ l)udI lal)m bila qa!,ıda tiz 

bolur, bulut bubtIsı ra'd şidasıdın şa'iqa-angiz. 

İnsanga mubliş 10 galat biyal dur va adamIga bu afatdın qutulmaglıq mul].aıll . 

Amma bu ta'ifamng sa'in ham agarca tarab-ayln va mil)nat-zida durlar, va-lIkan fi-l-

I)aqlqa la'Im-slrat va gada durlar. Aytqucı va calgucı zarhq va inalmak bila alğucı. Ta 

buyurgucıda şila va in'am bar, alar mulazİm durlar va bidmat-kar. Ta şul)batda ni'mat 

köp, alarga barca amr-u-nahyıng cöp. Cu.n bazmda tana"um az boldı, alar isi istigna' va 

naz boldı. Ni'mat degan nema ki tamam yoq boldı, alamın~g köngli sendin tamam toq 

boldı. Agar yıllar bahra alıp durlar, il)sanıngdın asnalıg bermay ötarlar yanıngdın. Az 

alsalar, na-sipas. Köp [f.18b] alsalar, I)aqq na_sinas
12

• 

i om. [MS/b]. 2 na'ra-yi [Klfn., MS/c, UZ]. 3 K, MS/b, MS/c, UZ; ketti [MS/a]. 4 bu yol [Klfn., MS/c, 

UZ]. 5 biUi anga [MS/c, UZ]. 6 K, MS/b, MS/c, UZ; qavup [MS/a]. 7 'isq [K/fn., UZ]. 

8 taqva [Klfn., MS/b, MSıc]. 9 damıdm [MS/c, UZ]. 10 mal).z-i [K, UZ]. II mul).aı dur [K, UZ]. 

12 l).aqq-sinas [UZ]. 
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Akşarı fasiq va bad-~üy va qalgam kaj-çab' va durust-güy. Barakatları barijl tüzüksİz2 

sazları3 
dek va kalimatları4 I:ıasv5 maI:ıallsız nazları dek. Vafa' alar tab'ıdm ...... 'C""J1.,'"-IU', 

vafa' ahlı alar
6 alıda mardüd va manküb. MugannI " .... ,."',."". kungur ha'va~;;ız. Agar 

ri'ayat qıhp sen va ham-hana bir qatla ki nema7 noıV'nrı.-:ırlılflrt ".-""n ... n. dur. Er coi, .. • .... i·'rI .... 

sahidı dur tannaz va muıa'im kisvatıda mufsidI dur na·-u<:ıcc-.:ıucııaz. ijavaşşga dil-farIbI 

dur va 'a-vrancımıga rah-zanI dur va 'alam biHi. 

9 
Na~m: 

Kisiga bolmasun bu fitna ducar 

Yansa qonmaqqa, urarhar dam 

ki ünidin 

kim usol 

Yigirmi ücünCi faşl «Qişşa-saz va qişşa-bvanıo 
\AuunA-...... " 

tayrı ucar 

olgay ram [32-6eT] 

Qişşa-saz qişŞ a-b van naı[·za-IlU.l[(ılf ma'jünnak könglida amng 

ma"rakası ""'.ii. • ..., ..... ~ .... Beyik ün bWi avuc qaqmagı har birad-u-azarm qusları tapmaq 

ücün ram. Barakatıdm ~ahir telbalar atvarı, kalimatıdm bahir üsrüklar si'arı. [f.19Ca)] 

Teva qumalagm satarda qandı I2 
ma'rakasıdagı mu'taqidları am satqun 

yegüci. 

Kisi kim bolmagay ma'jün-uI4-qandImngbarIdarı 

Amn~g hingaması birla tüzalmas hIc bazarı 

Yigirmi törtünci faşı «N aşII:ıat ahlı 15 va'i~ıar gikrida» 

Va'i~ kerak
16 

<qala Allahu>dın17 
aytsa va <qala rasülu-llahi> mubalafatıdın qaytsa, 

ijuda-u-rasül yolıga qadam ursa, özi kirgandin song
1S naşII:ıat bila elni ham kiyürsa

l9
. 

Yürümagan yolga elni basqarmaq, musafirm yoldm cıqarmaq dur va biyabanga 

1 om. [K/fn., UZ]. 2 tüksiz [MS/b]. 3 sözlari [UZ]. kalimat [MS/b]. 5 I:ıaSv va [UZ]. 6 om. [UZ]. 

7 om. [UZ]; necii [K/fn.]. 8 nagma [MS/b]. 9 Maşnavı [K, MS/b, MSıc]. LO qişşa-fanlar [K/fn., UZ]. 

II har kim [MS/c, UZ]. 12 qand [K/fn., UZ]; qor [MSıc]. 13 Na~m [K/fn., MS/b]. 14 K, MS/b, UZ; 

ma'jün-i [MS/a, MSıc]. 15 ahlı va [UZ]; om. [K/fn.]. 16 keriik ki [K, MS/c, UZ]. 17 <qala Allahu> söz 

[UZ]; <qala Allahu>dın söz [MSıc]. 18 songra [K, MS/c, UZ]. 19 kivürsii [K, MS/c, UZ]. 
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kiyürmak
l 
va badiyada itürmak dur. Üsrük ki elga buyurgay hüs-yarlığ, uyqueı dek dur 

ki kisiga
2 

örgatkal bldarlığ. Uyquda söz degan jevligan bolur, 01
4 

degan dek qılgan5 ne 

degan bolur. 

Va'z: bir mursid-i
6 

agah isi dur va bir kamil-i ahlu-lhih isi dur7. Avval bir yolm 

barmaq kerak, andın song8 elni baSqarmaq kerak. Yolm yürümay kirgan itar va gayr-i 

maqşüd yerga yetar. 

Va'i:f ol dur ki majlisıga balI kirgan [f.19Cb)] tolğay va tola kirgan balI bolğay. Va'i:f 

ki
9 

bolgay 'alim va muttaqi, amngnaşII:ıatıdın eıqqan saqi. 

Ol-ki buyurup özi qılmağay, hıc kimga aşar va fa'ida anınglO 
sözi qılmağay. 

N a:fa'ir-b v an bila sürgüci maqal, dast-yar bila yırlağucı ll 
qavC v)31. [33-6eT] 

Na:fmI2: [BaI:ır-i Muzari' C --v/-v-v/v--,j-v-)] 

Va'i:f ki dast-yarsız olmas suban-gugar 

~ w ~ v 

Anga yırav va munga ayalgueı I:ıukmı bar 

Tengri sözin, ayaIgucı bolmay, dey almagan 14 

Bir saz bolsa ham, kerak ol qılgay ibtiyar 

Yigirmi besinci faşı «Ahl-İ nujüm gikrida» 

Munajjim ki şavabit-u-sayyar na:faratıdın I:ıukm sorar, rammal dek dur ki nuqtaları 

I:ıisabı bila laf urar. ZIjı hlc va taqvımı15 
galat taqslm va uşturlabı vajibu-I-ijtinab, ruq'atu­

l_qaman16 bI-fa'ida-u-şamarI7. GafilI dur bu aSya,18 bila hingama tutqan va I:Iaqq talala 

qaza'-u-taqdın sözin unutqan. Öz elgida bir anar bolsa, bilmas ki ne ca parda va neca 

~anası bar va har parda-u-banasıda19 neca danası bar va ol dana aceıgmu dur ya 

1 ketürmak [K, UZ]; kivürmak [MSIc]; keltürmak [K/fn.] 2 elga [MSIc, UZ]. 3 buyurgay [K/fn., 

MS/c, UZ]. 4 om. [UZ]. 5 qılmaq [K/fn., MSIb, MS/c, UZ]. 6 mursid-u [K, UZ]. 7 Va'? ~ agah İsİ 

dur va anın~g naşIlfatın qabül etkan (bir) maqbül ki sİ dur [MSIc, UZ]. 8 songra [K, MS/c, UZ]. 

9 kim [K, UZ]. 10 K/fn., MSIb, MSIc, UZ; om. [K/fn., MS/a]; om. (anıngsözi) [K]. II yarlaguCı [MSIb]; 

ırlaguCı [K]. 12 Qifa [K, UZ]; Qifatu-l-abir [MSIc]. 13 birav [MS/a, MSIb]; yaradı epo.ı:ı. [UZ]; bir 

AVVD [K]; BARAD [MSIc]. 14 almagay [K, UZ]. 15 tafhIm-u-taqvImı [K, UZ]. 16 rif'atu-l-qamarı [K, 

UZ]; I:IQH al-qamarı [MSIb]. 17 bI-fa'ida va bı-şamar [K/fn., UZ]. 18 asbab [K/fn., MS/c, UZ]. 19 har 

parda va har banasıda [K/fn., UZ]. 
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zumubtvas, ya cücükmü dur ya may_~Vasl, ba-vujüd ki2 barlar anı kesip yep dur va 

başşlyat-u-kayfiyatım bilip, elga ham sarı). [f.20(a)] bila dep dur. 

Falak-i mudavval nujüm-u-burüjıdın 4 
afsana der va alarmng sa'd-u-nal).sı I).ukmın 

sorup tarana der. Ba-vujüd ol-ki on sözidin ittifaqı biri ham rast kelmas, munun~g 

qabal).atın ya bilmas ya bilip köziga ılmas. <Kagaba al-munajjimüna> mazmüm bila 

anın~g sözi yalğan dur va özi rastlıg kisvarıdın yıraq qalğan5 va başırat köziga gaflat 

pardasm salğan 6. 

Bayt: [Bal).r-i Hazaj (v---/ v---/ v---/ v---)] 

Emas aflak-u-anjum I).alı bI-naf-u-zarar, lIkan 

Anı Tengri bilür, ermas munajjim bilmagi mumkin [34-6eT] 

Yigirmi altmCı faşl «Tijarat ahlı gikrida» 

Tujjar-i siyal).at-si'ar aqalIm-u-buldan I).alıdm babar-dar, 'aja'ibdın afsana-guğar va 

gara'ibdın nadira-guftar
7

• Jibal va tas
8 

va dast qumıga naqa sürgan, bil).ar amvajı 

talatumıdm naf'-u-zarar körgan. Balal rüzI kasbıga masafatlar qat' etkan, jam'Iyat-i 

~ahir tilayü
9

, batin parısanlıgları anga yetkan. Biri yüz bolurdın basıda10 
sawda, bözİ 

katan bolurdm kön~glidall tamanna. 

Mundaq kisiningmaqşüdı tamam asığ bolmasa va bu asıg I).uşülı ücün ranjı qat(t)ığ 

bolmasa. [f.20(b)] Sawda ücün tengizga kema sürmasa, durr ücün nahang kamıga 

qadam urmasa. Mal-u-diramm 'a~amatıga sabab qılmasa, badam-u-I).asamm I).ismatıga 

jihat bilmasa
12

• Nafis ajnasm ayap capan keymasa, lagIg aggiyam13 asirgap, qurug nan 

yemasa. Ranjı ma'as suhülatı ücün
14 

bolsa va südı köngül farağatı ücün bolsa. 

Safardm 'azIzlar şul).batıga yetmak muradı bolsa va ri'ayatıdm na-muradlar İsi gusadı 

1 t}Jl~lfıl?ut.:ı\bO)96ifo ~*�HI~H:ı± maY-bVus "(:'<:b~o 2 om. (ba-vujüd ki) [IUfn., UZ]; kim [K]. 

3 mudavvar va [K, UZ]. 4 MSIb; nujüm-u-burjıdın [MS/a, MS/c, UZ]; BYRJYDYN [K]. 5 qalgan dur 

[K, MS/c, UZ]. 6 salgan dur [K, MS/c, UZ]. 7 K, MSIb, UZ; nadir-guftar [MS/a, MS/c]; guftar [K/fn.]. 

8 Jibaı taSı [K, UZ]; Jibal taS [MSIb]; Jibill va taSı [MSıc]. 9 tiUip va [K, UZ]. LO baSıda min~g [UZ]; 

baSıda yüz [MSıc]. II könglida neca [K/fn., M Sic , UZ]; könglida yüz [K/fn.]. 12.:: 0))( t 1W0))(0) 

JIIJ'iJı;ıj~~ [MSIb]. 13 K, MSIb, MS/c, UZ; agdiyanı [MS/a]. l4om. [UZ]. 

-281 



bolsa. Sar'I zakat boynıda qalmasa, fuqara' ryaqqm öz boynıga almasa. 

Yoq ki malın 'azIz asrap 1 özini l} var etkay2 va öz malın tamgadm ogurlap öziga 

magaHat yetkay. Ya variş separ ücün yıgmğal ya ryadişa qozgar ücün qazganğay4. 

Mundaq kisi l}vaja emas muzdür dur, öz la'ım-u-ragllıgıdın5 hamısa rarıjür dur. 

Mundaq kisida yoq birad-u-hüsdm nisan bilgil gada agarca erür b vaja_yi jahan 

Yigirmi yettinci faşı «Sahrda alıp satqucılar gikrida» 

Sahr tahı7 sawdagarı gadr-kis, öziga süd va musalmanlarga qaryt-andis. Elga ziyan 

anın~g südı, ongay alıp [35-6eT] agır satmaq amng maqşüdı. Alurda katanm
8 

böz dep, 

satarda böz vaşfıda katandm artuq9 söz dep. Saım torqa ormga ötkara alur bolsa, 

ta'nir yoq. Büriyam zar-baft yerida sata alur bolsa, taqşir yoq. Dukkamda barca 

mata' mawjüd gayr-i inşaf, na-inşaflıgıdm [f.21(a)] barcajins ryaşil, gayr-i taqşlrga i'tiraf. 

Tajir musafir, ol kad-banüga ham-zanü, balki am cerikCi desa bolur, mum kad-

banü. Arlga süd va algucıga nuqşan-i mal, ikki janibdm yalgan ant icküCi dallal. 

Baytıo: [Baryr-iHazaj (v---/v---/v--)] 

Bu l}ayl adam emaslarlI, yabsı baqsan~g erür südun~g, alardm gar yıraqsang 

Yigirmi sekkizinCi faşı «Bazar kasibları gikrida» 

Bazarda sawdagar va kasib, Tengriga l}a'in va va'dağa12 
ka<Jib. Birga arzırm yüzga 

satmaqdm alarga ming mubahat, min~gga tegarni yüzga almaqdm alarga yoq bir garra 

uyat. Rastlıq bila sawda alarga ziyan-karlıq va va'daga13 vafa' alarga bad-kirdarlıq . 

.Abirat 'ilmı14 sawdasıdm i'raZları va 'amal mIzam 'adalatıga i'tiraZları. Ogul-ataga bazI 

i K, MS/c, UZ; asra aylap [MSIb]; asrarı asrar [MS/a, K/fn.]. 2 etkan [UZ]. 3 yıgıtgay [MSIb]; yıgqay 

[K/fn., MS/c]. 4 qavgangay/ ROBFoHFaH [UZ]; qazangay [K/fn.] 5 razllıgıdm [MS/a, MSIb]; ragIllıgıdm 

[K, UZ]; ragllıgı ücün [K/fn.]. 6 Na~m [K/fn., MSIb]. 7 Sahr tl «tuhI)! SUhratl [K]; om. [K/fn., UZ], 

8 K, MSIb, UZ; katanı [MS/a]; om. [K/fn., MS/c]. 9 artuq yüz [MS/c, UZ]. LO K, MSIb, MS/c, UZ; 

Na~m [K/fn., MS/a]. II K, MSIb, M Sic , UZ; emas dur [K/fn., MS/a]. 12 K, MSIb, MSIc, UZ; va'dga 

[MS/a]. 13 K, MSIb, MS/c, UZ; va'd [MS/a]. 14 ikki [UZ]; om. [K/fn.]. 
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bennak pisaUiri, dagallıqlann «kiramu-l-katibln»dm ya.sunnaq andisaUiri. 

Bay{ [Bl)r-i Hazaj ("'---/ "'---/ "'--)] 

Bulardm kim ki özni der valI dur agar qılsan~g yaqın, bir dagulI dur 

Yigirmi toqquzuncı faşl «Sa'ir hunarvar şan'at-pardaz2 ğikrida» 

Hunarvar şan'at-pardaz3, yalganlan köpdin köp va cınlan azdm az. İslarİda dagallıq, 

maqdıır-u-1;ı.adddm narı, va'dalanda bilaf, biyal-u-gumandm [36-6eT] ta.sqarı. Cm söz ki
4 

erga ulug hunar dur, alar qa.sıda 'ayb-i tamam, yalgan ki
5 

bala'iqga ulug 'ayb dur, alar 

ahda hunar-i la-kaıam6 • 

MaşnavI: [Bal)r-i !jafif (~--/"'-"'-/~-)] 

Tangdm aqsamga isda şan'at-saz hunar atvandm7 fusıın-pardaz 

Aylaban bu tar1qnı varzis ki biravga yügürtkaylar is 

Ki
8 mu'addI ganI yoq ersa faqlr an~ga bazI berürda yoq taqşlr [f.21 (b)] 

Üttuzuncı faşl «Sii).na va 'asas va zindanIlar
9 ğikrida» 

Daruga va si1;ı.na va 'asas ogn-u-bıınıga mumidd va faryad-ras. Zindan ahlı, dıızab 

ahlı va 'asaslar mala'ik-iıo 'ağab, si1;ı.na Malik-İ dıızab dek i).ukm-ran va 'alI-janab. Gunah 

ahlı tawq-u-zanjlrga giriftar, bu zanjır-u-çawqlan «salasil-u-aglal»dm namııdar. 

Kisa-bur bila muqammir 'asaslardm bazar-u-qumar-banall musta'jir. 

Zindan cahıdm ognlar kön~gli tlraligi ma"lüm, jurm ahhga anda parısan köngülda
12 

bava~ir dek hujfun. Gunah-karga anda umıddm birn köpdik va bad-kirdarga anda 

'inaddm taslim köprak. Har qatla ki
13 

biravni tartıp cıqargaylar, anda qalganlar 

özlaridin bargaylar. Qaytıp kelganlarning naqlları muvaJ,ıJPs va babar keltürganlarning 

i Na~m [MS/b]. 2 «Sa'ir hunar-u-şan'at ahlı [MS/b]; «Sa'ir hunarvar va şan'at-pardaz [K, MS/c, UZ]. 

3 Sa'ir hunar-u-şan'at-pardaz [MS/b]; Hunarvar va şan'at-pardaz [K, MS/c, UZ]. 4 kim [K, UZ]. 

5 kim [UZ]. 6 ma-Ia-kalam [K, MS/c, UZ]. 7 atvanda [K, MS/b, MS/c, UZ]. 8 Gar [K, UZ]. 

9 MS/b; «8il).na va zindanllar va 'asaslar [K, MS/a, UZ]; «8il).na va zindanı va 'asaslar [MSıc]. 

LO mala'ika-yi [K, MS/c, UZ]. II bazar-u-qumar-banaga [K, MS/b, UZ]; bazar-u-qumar-banada [Klfn.]. 

12 K, MS/b, MS/c, UZ; köngül dek [Klfn., MS/a]. 13 kim [K, UZ]. 
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ma-jaraları musavvis. Biri dep ki darga cekarda yagsı turdı, biri dep ki boynın caparda 

yagsı olturdı. Biri maqtülnın~g yigitligidin taI!assurda 1, biri yatlmnıng ruba 'I oquganıdJ'll 

ta1].ayyurda. Bu naw' şa'b 1].aı bi-1].add dur
2 
va mundaq garlb aI:ıval bi-'add3

• 

'Amal I:ıirşı cagı 'asas mujrimnıng tutulmağığa sa'y4, amma öz mapübını I:ıaşil 

qılgandın songra qutulmağığa da'i. 

Dunyada bu manzil qiyamat-kirdar dur
5 

va [37-6eT] maI:ısarda düzagdın namüdar. 

Band-u-zanjlrlıq gunah-karlar sahr zindanıda [f.22(a)] andaq ki 'isq muqayyadları6 

«baytu-l-aI:ızan»ıda. Tengri barcanı bu yerga keltürür af'aldın yıraq tutsun va bu
7 

manzilga tüsürür a1].valdın qıraq. 

Bayt8: [BaI:ır-iHazaj (--v/v--v/v--v/v--)] 

Bir manzil erür anda basI ranj-u-'uqübat tüskan kisiga anda üküs dard-u-şu'übat 

ValI ol I:ıaram İcra bolganga gaşş umld ol-ki ham Tengri bergay galaş 

Ottuz birinci faşl «Dihqanlıq gikrida» 

Dihqan ki dana sacar, yer yırmaqlO bila rizq yolın acar. Agar rastlıq-u-şalaI:ıı bar 

dur, uyı ŞaliI:ı naqasıdın namüdar dur. Qosı ikki
ll 

ham-zür
12 

pahlavan, yükiga boyun 

sunup alıda ravan. İs qılurda ham-dam va ham-qadam, dihqan alamı sürarda
13 

andaq ki 

Adam. 'Alam ma'milrluğı alardın, 'alam ahlı masrilrluğı alardın. Har qayan
14 qılsalar 

1].arakat, elga ham qut yetkürür ham barakat. 

Dihqan ki tüzlük bila dana sacar, I:Iaqq biriga yetti yüz esigin acar. Sacqan dana 

kögargünca, urup garman qılıp maI:ışülın kötargünca 15, qurt va qus andın bahramand, 

dast vaI:ısı anıng bila l]ursand. Mürlar öyi andın abad, gürlar l]atirı anıng bila sad. 

Kabütarlarga andın mastlıq, torgaylarga [f.22(b)] andın nisatqa ham-dastlıq. Oraqcıga 

1 Klfn., MSIb, MSIc, UZ; tal)ayyurda [K, MS/a]. 2 om. [MSIb]. 3 bi-'add dur [K]; bI-'adad dur [MSIc, 

UZ]. 4 COHHH [UZ]. 5 om. [K, UZ]. 6 muqayyadları hajr [MSIb]. 7 om. [UZ]. 8 K, MSIb, UZ; 

Na~m [Klfn., MS/a]; Maşnavi [MSıc]; Ruba'i [Klfn.]. 9 K; om. [MS/a, MSIb, MS/c, UZ]; Maşnavi 
[Klfn.]. 10 yarmaq [K, UZ]. 11 ham [UZ]. 12 ham ikki zür [UZ]. 13 cypa.rı;H [UZ]. 14 yan [Klfn., 

MSIb]; yan ki [MSIc]. 15 K, MSIb, MSIc, UZ; ketürgünca [MS/a]. 
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andın rmi, basaqcınıng yarup andın kÖzİ. Barzgarga
1 andın kfun l}.aşil, pusta-kaSga 

andın murad vaşiL. Gada andın toq, kad-lJuda toqlugı ham andın oq. Musafırga andın 

ta'am va mujavirga andın kam. Etmakci tanün andın qızıq, 'aHaf bazan andın ıs(s)ıq. 

Fuqara' rizqı andın vafi, guraba' qutı andın kafi. Zahidga andın ı~ıuzür-i ta'at, 'abidqa 

andın laf-İ qana'at. [38-6eT] Sa'illJaritasıda andın muhayya' aqta'ı, salı bizanasıda andın 

baQr-u-kan mata 'ı. Dihqannıng bir dana sacarıda bu l}.aı dur, özga İslari ta'rIfı mul}.aı 

dur. 

Bagı jinnatdın namüdar, palIzıda rü~ qutı padIdar. Mjannıng har biri carlJ-i ~zar, 

ol sajar
2 raya~n-u-favakihı nujüm va ~tar. Fuqara' sirka-u-düs-abı andın, agniya' nuql­

u-may-i nabı andın. Günagün favakih bila kim bagda tazyin, caman mulkida baglanıp 

ta'bi'a va ayin. 

Mundaq kisİ kerak
3 bubldın mu'arra bolsa va kigb-u-imsakdin mubarra' bolsa 4. 

Sah malın berürdin iba' qılmasa va zabün sarIkka jafa' qılmasa ta danası durr-i 

sa'adat5 bergay va tulJm saeıp anjum-i 'uİüv-i rif'at tergay. Mundaq dihqan Adamnın~g 

farzand-i6 lJalafı dur, balki marzüq7 anga farzand va ol adanı-i şafi dur. [f.23(a)] 

Kim ki dihqanlıg ayıadi pısa 

Buyla kimsa ulüv-İ rifatdın8 

dagı nan bermak oldı anga si'ar 

Adam olmasa, adamı fud bar 

Ottuz ikkinci faşl «Y atIm-u-Ia'Imlar gikrida» 

Awbas bila ar~aı9 musalmanlar dek alarga nı ma'as va nı @şaL. İnsanıyat tab'larıdın 

'ari, l).ayvanlyat balki sabu'Iyat alarnıng si'arı. 

YatIm ki bıcaqurmaq .anuıg isi bolgay, özi telba it, bıcaq anuıg tısı boıgay. 

Saglıgıda qutuz it, üsrüklügida andın qacıp yüz it. Panjalan nIs-i ajal qullabı necük kilo 

dast siba 'ı, öltürür kün ücün ImanIldek örganip ruba 'i. YalJsı-yamanga sılJaki 12 

1 Barzagarga [K, UZ]. 2 sajar va [UZ]. 3 kerak ki [K, UZ]. 4 om. [K, UZ}. 5 sa'adat bar [K, MS/b, 

MS/c, UZ]; sa'adat birla bar [K/fn.]. 6 farzand-u [K]; farzandı [UZ]. 7 marzüqlar [K/fn., MS/b, UZ]. 

8 himmatdm [MS/b]. 9 K, MS/c; arzal [MS/a, MS/b]. LO kim [K, UZ]. II Iman du"ası [K/fn., MSIc, 

UZ]. 12 sögünc [K, UZ]; sIgını [K/fn., MSıc]. 
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yetkürüp, 'aqrab dek harl nega
2 

ki yetsa, nIs urup. NI 'aql alarda nI din, nI I:ıaya,' alarda 

nI tamkin. İslari na-i'timadlıg va na-paJdik, varzislari bI-murüvatlıg va bı-bal dik. 

Sahr tahmınl sa'ir argalı4 [39-6eT] I:ıaSaratu-l-arz5, alardm iI:ıtiraz «vajib» dur
6 

balki 

«farz». 

Baye: [BaI:ır-i Mutaqarib (v--/ v--/ v--/ v- )] 

ijala'iqga8 ıga' alarga şifat nabI dedi kim <iqtalu-l-mu'giyat(a» 

Ottuz ücünci faşı «Garlb-zadalar
9 

gikrida» 

Jet-u-lilii köpragining muzJ:ıik I:ıarakatı va tüz uşiliı. Mu'allaq urmaqlarıda baksarlıg 

askar, sar-nigün turmaglarıda bI-i'tibarlıg [f.23(b)] padIdar. AnanIyatları yüziga tezak 

salıp cemenderıo, insanlyatlarıll da'irası maymünlarığa canbar. Kisilikdin segrimaklar
I2 

biUi qacıp, yabsılıgdm masbaralıglar bila malamat esigin yüzlariga acıp. 

Bu kün tapqannı yep, tan~gla gamm yemay, tilap nema bermagandin sikayat sözi 

demay. Vatan-u-maskanlari b Varlıg vayranası, manzil-u-ma'manları baksarlıg kasanası. 

Tan~g atqac, er-u-batunı kasb ücün tarqasıp, ogul-u-qızları küy-u-kücada butrasıp. Har 

qaysı har ne kim I:ıaşil qılıp, aqsam barca bir yerga yığılıp. Tapqanların tükatmagünca 

uyqu maylı qılmay, «tangla ne yegümiz dur» demak sözİn bilmay. Tan~gla islari ötkan 

burungı kün isi, bu ham bir is dur agar qıla alsa kisİ. 

Bu ragalae
3 

kisilik takabburıdın !Jübraq va bu ialalat yalJsılıq taşavvurıdın 

marğübraq. 

Na?-m
I4

: [BaI:ır-İ Mujtaşş (v-v-/ v v--/ v-v-/ v v-)] 

KiSi agar kisi bolsa, özin kisi demagay qılurda hlc İsİn ham kisİ isi demagay 

Ottuz törtünCi faşl «Mubrim gadalar gikrida» 

1 K, MSIb, MS/c; bir [MS/a]; om. [UZ]. 2 ne ca [UZ]; nemaga [Klfn.]. 3 MSIb; Sahr tiC <tuhI)mngt 

Suhratımng [K, MS/a]; Sahrnıng [Klfn., MSIc, UZ]. 4 K; arzalı [MS/a, MSIb, MS/c]. 5 I:ıa.saratu-l.:arZ, 

bala'iqga [Klfn., MS/c, UZ]. 6 om. [MSIc, UZ]. 7 K, MSIb, M Sic , UZ; Na~m[MS/a]; om. [Klfn.]. 

s Ijala'iq [Klfn., UZ]. 9 Garlb-u-bI-navalar [K, UZ]. 10 camanvar [K, UZ]. II insanlyatlıglan [Klfn., 

UZ]. 12 segrimak [Klfn., MSIb, MS/c]. 13 MS/c; razalat [K, MS/a, MSIb]. 14 Bayt [K, MS/c, UZ]. 
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TWinCi-u-gada köpragi bı -gayrat va bı -I!aya'. Kündüz kezmaklari ibdim bila eldin 1 

almaq ücün, keca [40-6eT] kelip ugurlarga el jihatıga köz salmaq ücün. NI ni'mat alıp 

mun'imdm sakir, nı in'am tapıp mukrim 'ugrıga tillari (fakir. Yemak bila jü' ahlı dek 

mi'dalarıga tolmaq yoq, [f.24(a)] tilamak bila mustasqI dek sudm sIr-abbolmaq yoq. 

Kadü
2 kackülı mamlil' bangllar batirı dek mutanavvi' biyalatıdın, barItası tola ri'a'I 

şüfilar tamlrı dek mutalavvin bavatir I!aıatıdın. Har diram
3 

kim 
4 

tügüp gassaldm özga 

kisi acmaq mul!al, har sım kim gömüp tofragdm özga birav am yemakka yoq il;ı.timal. 

KözHiri «l;ı.irş»mn~g «şad»ı va «çama'»nırıg «'ayn»ı, bu l;ı.irş-u-tama'dm jan-u-köngüllarida 

mal;ı.rümluq saynı. 

Bular arasıda öziga qalandar at qoygan mal'Ü.ll, adamllıgdm magbün va dıv-u-saytan 

alıda mat'Üll. İnsanıyat-u-musalmanlıqdm yıraq, ton~guz va ayıg adamIlıqda alardm 

yabsıraq. Sikl tagyırı bila adamılıqdm karana, püstın evüra keymaklari l;ı.ayvanlıg-u­

sabu'Iyatdm nisana. Ulug-kicikdin har törlüklükta
5 

gada-yi muva~s, fasid bavatir dek 

şaffi köngülga musavvis. 

Ruba't 

Bermak bolmas bularga7 insan l;ı.ukmı ya adam-u mu'min va musalman l;ı.ukmı 

Fasid ablatqa ki vajib dur dar bolgaymu kisi, beray desa jan l;ı.ukmı 

Ottuz besinCi faşl «QusCı va şayyad gikrida» 

Quscı şayyadlarga muqtada' va l;ı.ukm-ran va bu jama'at an~ga ra'Iyat va ma'mür-i 

farman kim elgida bir8 qus, keca va kündüz ranj-u-maSaqqatqa tus. Keca uyqusı l;ı.aram 

va emgakdin yoq anga aram. Nafs
9 l;ı.a~:p ücün bir gunahsız ayagıga salıp [f.24(b)] band 

va uzun tünlar amn~g 'agabı bila bursand. Amal ristasm tama'IO ignasiga ce kip , ol bI-

zabanmn~g körar közin ham tikip. Maqşüdı am [41-6eT] şayyad qılmaq, özga janlıglar 

qaşdıga jallad qılmaq. 

1 eldin nemli [Klfn., MS/c, UZ]. 2 Kadü va [UZ]. 3 har dam [MS/b, MSıc]. 4 ki [UZ]; om. [MS/b]. 

5 törlükdli [K, MS/c, UZ]. 6 Na~m [Klfn., UZ]. 7 alarga [Klfn., MS/c, UZ]. 8 om. [UZ]. 9 Nafsı! 

NafsI [Klfn., MSıc]; Nafis [UZ]. 10 om. [MS/b]. 
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Kündüz dast-u-vadIga capıp, bir ne ca zabünnı 1 
gafil tapıp, yüz makr-u-I:ıIla bila 

qusın alarga salıp va ol salganı ol ma:flümnı alıp. Aldurgandın songra ol şayd baSl üstida 

tutup orun, 01
2 qanı tolgan zabünnı bismil qılmaqdın3 burun, ne dey4, qanatın suvurup 

qoltugın mu yara dur va özi ol qatil sagirdın saga! bila toygara dur. Neca mundaqnıng 

ki
6 qanın tökti, qoltugın yarıp qanatın sökti. Fitrakiga baglap öyiga yandı, özi va qusı 

qılganlarga quvandı. Büm nafs I:ıa:fpga bir ikki ayaglarıga irtikab qılğay va alıda 

siralgasın kabab qılgay. Ba'zını ki7 tangla begiga eltip tartqay, anıng iltifatıdm köngliga 

juldu tama'ı artgay. 

Qus ta'rIfıda degani barca laf va öz taI:ısInıda sözlagani barı gazaf. Munca magmüm
8 

amrga ba'iş nafs karnı, lJvah emgagi, lJvah tamasası, fah kababı, fah begi in'amı. 

Maşnavı: [BaI:ır-iMutaqarib (v--/v--/v--/v-)] 

BuIar ba'işı barca nafsanIyat ki anda emas 
9 

da bil insanIyat 

Qonalga alıp qayda qonsa diram at, [f.25(a)] at
lO arpası l \ qusıga tu'ma ham 

Ottuz altıncı faşl «Tarbiyat tapıp I:ıaram-namaklik qılgan gikrida» 

Nökar ki valI-ni'matdın ri'ayat körgay va bek-u-mabdümıdın tarbiyat va 'inayat
1
:3, 

erlik va insanIyat ol dur ki
14 muqabalasıda qulluq va bidmat-karlıq, balki yak-jihathq va 

jan-siparhq qılgay va tilagay ki15 angajan-fida' etkay ta safaqatı I:ıuqüqın ada' etkay. 

I::Iamlyat ol emas ki malJdüm yana biravga köprak multafit bolgandın sikayat 

qılgay va gilamandlıg guft-u-guğarı ta İs an~ga yetkay ki16 ni 'mat kufranı araga tüskay va 

I:ıaqq na-sinashq Wgyam [42-6eT] ma-jaraga sürüskay. Va bu adamIsızlıq qacmaqqa 

munjar(r) bolğay va 'adü esigiga barurga muqarrar boıgay. Özin biravga qul dep 

qacqan17 dadak dur, balki dadakdin yüz qatla kamrak18
, ba-talJşlş ki mufri~ ..... ,,·h,,"oi-

1 K, MSIb, MS/c, UZ; zabünı [MS/a]. 2 om. [UZ]. 3 qılmasdın [K, MSIb, UZ]; etmasdin [MSıc.]. 

4 nedin [K]; nedin kim [K/fn.]; ne dey ki [UZ]. 5 sa'af [K, MSIb, MS/c, UZ]; safaqat [K/fn.]. 6 kim [K, 

UZ]. 7 K/fn., MSIb, UZ; om. [K, MS/a, MSıc]. 8 mazmün [UZ]. 9 om. [UZ]. 10 om. [K, MSIb, MS/c, 

UZ]. II arpası ham [MSIb, UZ]; arpası va ham [K]. 12 nökarlarl HaBKapJIap [UZ]. 13 'inayat körgay 

[K, MS/c, UZ]. 14 kim [K, UZ]. 15 kim [K, UZ]. 16 kim [K, UZ]. ]7 satqan [K/fn., UZ]. 18 kamrak 

dur [K, MS/c, UZ]. 
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körmis bolgay va muqabalada bı-anda m laflar urmıs boıgay. ErI ki bir yerdin yana2 bir 

yerga qacqay, na-mardlıq3 tofragm yigitlik4 baSıga sacqay. 

Gün mundaq kisİ erlik samdm nan dur va yigitlik da'İrasıdm taSqarı dur, [f.25(b)] 

l).akimı kim kiyasatı bar, amng qasıda mundaq kisiga qacan eranlar siyasatı bar. 

Eranlardin mardana gunah vujüdqa kelsa, boynıga yÜklangandin5 song boynm urarlar, 

qızıl-yüzlük qılur ücün boynıga tıg sürarlar. Amma amngsurl]-rülugıga6 gul-güna sazavar 

dur va yüz-aqlıgıga munasib sipıda bar dur kim qarı mul]annaş mabhiit va anmg l]ala-

zadası kaftar-İ fartiit. 

Sirkat bila maSsatalıg tüzgaylar va bu kelin zIb-u-zınatıda7 
sil).rlar körgüzgayıar. Va 

qaSm alıp vasmaga sayista qılgaylar, amma vasmalarım payvasta qılgaylars . Saqalm 

qırqıp ikki qulaq tözlariga zulflar Mufta I:ıal qoygaylar, amma ikki 'igarı tarafıdm cap va 

rast ikki lJal qoygaylar. Sarbatı9 
dastarm baSıga bürüncak qılgaylar ki 'arus-İ mastüralO 

va gard-i Yazd
ll 

na-mastiir
12 

dur. Kasldalik yaglıq13 farqıga14 lacak salgaylar ki javan­

mul]addira
15

-u-l).ulla nazuklügi na-maqdiir dur. Bu naw' arasta qılgandm songra canbar­

sal] yorga uyga teskari mindürgaylar va sahrmngküy-u-mal).aııatıga kezdürgayUir
16

. 

Va agar varaq17 yüz-qaralıgıdm uyat va qalamlS qara-tillik bolurdm l).ijab bolmasa, 

an~ga munasib l).arıflar mastür va anga muvafiq 'asiqlar mağkiir bolgay [f.26( a)] erdi 

va 'ays-u-nisat bazmı qurulgay erdi. Amma andaq siyah-rüynıng taqbiJ:ıı 19 va ol naw' 

qara-yüzlüknİn""'g tafzil:u, har neca ki
20 

'alam ahlıga multamas bOlsa
2l

, munca oq bas22 

bolgusı dur. 

Bayt23: [Bal).r-i Mujtaşş (v-v-/.",,,--/ v v-/--)] 

1 abr [UZ]. 2 om. [MSIb l. 3 K, MSIb, MSIc, UZ; na-muradlıq [K/fn., MS/a]. 4 K, MSIb, MSIc, UZ; 

yigit [MS/a]. 5 yüklagandin [K/fn., MSIb]. 6 surblugıga [MS/b]. 7 zıb-u-zınatıdm [MSIb]. 8 om. 

(amma vasmalarını ~ payvasta qılgaylar) [UZ]. 9 '.Ariyatı [K/fn., UZ]; '.Arı [K/fn.]. 10 mastüra dur 

[K, UZ]. 11 gard-i Yazdı [K/fn., MSıc]; KRDYZI rap,Il;fI3 [K, UZ]. 12 K, MSIb, M Sic , UZ; na-mastfira 

[MS/a]. 13 yaglıgdm [K/fn., MSıb]. 14 om. [MS/b]; <j:ıapqmFa [UZ]. 15 mabdür(a) [K/fn., UZ]; 

mal)riira [MSıc]. 16 kezdürgayliir. Ni:ı:;aragar el ta'n-u-taSnı' bila kim «car dang-i sipahıgarı gav­

mB tabtan ast» dep faryad qılgaylar [K, UZ]. 17 varraq [MSıb]; om. [UZ]. IS om. [K, UZ]. 

19tawiIJ:ııI TaB3H)(.H [UZ]. 20 MS/b; kim [K, UZ]; om. [K/fn., MS/a, MSıc]. 21 bolgusı dur [K, MSIc]; 

bolgay [K/fn.]. 22om. (bolsa, munca oq bas) [UZ]. 23 K, MSIb, MS/c, UZ; Na:ı:;m [K/fn., MS/a]. 
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Bu naw' masbaralıq elga bas durur I:ıayrat ki ölgay esitiban kimga bar esa gayrat 

[43-6eT] 

Ottuz yettinCi faşı «Kad-budalıg şifatıda1 batunlarnırii gikrida» 

Kad-budalıg qutula almas balaga mubtadalıg, davasız ranjga bVar-u-zar bolmaq va 

'ilajsız emgakka giriftar bolmaq. Agarcabu is baStm ayaq alam va azar dur, amma 

~ 3 
anıng kayfiyatıda tafavutlar bar dur . 

Muvafiq tüssa kad-banü, dawlat-u-jam'ıyatqa bolmaq durur ham-zanü. Öynİng 

arayİsİ andın va öylüknİng asayisİ andın. Jamall bolsa, köngÜıga4 margüb, şalaI:ıı 

bolsa, janga mat1üb. 'Aqila bolsa, rüzgarga andm
5 inti~am va ma'as asbabıga andm 

tartıb va sar-arıjam. Bu naw' juft kisiga qavussa, balki mundaq kam-karlıq elikka tüssa, 

nihanl gam-u-miI:ınatda ham-raz-u-ham-damıng6 va mabfi va pinhan7 dard-u-maSaqqatqa8 

dam-saz-u-maJ:ıramıng boıgay. Rüzgardm har jafa' yetsa, anisıng ol va carb-i davvardm 

har ibtila' kelsa, jalisıng ol. Könglüng gamıdın ol gamnak va badanmg za'f-u-malalatıdm 

ol halak. [f.26(b)] 

Agar I:ıusn-u-jamalı orta caglıq dur va muvafaqatı ristası mubalafatqa baglıq dur, 

bawf va raja' bila tirilmak dur va I:ıikmat va mudara
9 

bila ma'asnı bilmak dur. Kad­

budalıgnıng10 ba'zı muskilı bolsa asanıı, amma12 köprak
13 I:ıalıda köngül harasan dur. 

Bu naw'nı 14 ham na-farjamlıq bila 15 va na-kamlıq bila taI:ıammul qılılgay 16 va har necük 

bolsa, ötkarilgay. 

Amma
17 

<na'üg bi-llahi> na-saz juft erga18 muhlik maraz dur askar va nmuft. Sallta 

bolsa, köngül andm ranja va qabII:ıa bolsa, rüI:ıqa19 andm sikanja. Yaman tiriklik
20 

bolsa, 

abusqa köngli andın yaralıg. Yaman islik bolsa, erga andm yüz-qaralıq. MaY-bvara bolsa, 

öydin abadlıg bar-taraf. Bad-kara bolsa, öy andm baytu-I-Iaptf.
21 

1 şifatı [MSIb]; şifatı va [K, MS/c, UZ]. 2 bVatunlarnıng [MSIb]; batunlar [K, MS/c, UZ]. 3 om. (:::.. o) 

~A~*~1*) [UZ]. 4 om. [UZ]. 5 andm ŞaIaL). va [MSIc, UZ]. 6 ham-raz-u-ham-damm~g bolgay 

[K, M Sic , UZ]. 7 K, MSIb, UZ; pinham [MSıc]; nihan [MS/a]; om. [Klfn.]. 8 maSaqqatda [K, MSIb, 

MSıc]. 9 madar [K, UZ]. LO Kad-budanıng [K, UZ]. II asan dur [K, UZ]. 12 om. [MSIb]. 13 K, 

MSIb, MS/c, UZ; köpragi [MS/a]. 14 naw' ne [UZ]. 15 om. [K, MSIb, MS/c, UZ]. 16 qılgay [K, MS/c, 

UZ]. 17 om. [MSIb]. 18 elga [Klfn., UZ]; evga [K]. 19 om. (andm ranja va qabıl:ıa bolsa, rul:ıqa) [UZ]. 

20 tillik [K, MSIb, MS/c, UZ]. 21 K, MSIb, MS/c; baytu-ş-ŞTFI baytu-t-T;ç:FI baytu-l-LTF [MS/a]; baytu­

t-talaf [K/fn.]; om. (Yaman islik ~ baytu-I-Iataf) [UZ]. 
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Ol-ki avval ma(jkür boldı va yoqqarıraq mastür
1
, rüzgar anasıdm yüz yılda bir 

tugmas va yüz mingdin bir yoluqmas. Y oluqqan kisiga taj-i tarak bolsun va bu sa'adat 

anga mubarak boIsun. 

Amma bu ~a'ifanı I:Iaqq ta"ala naqiş va cap yaratıp dur va kamal-u-rastlıgm 

gatlarıdın huratıp dur va fi'llarm
2 

na-nVas3 qıhp dur va köprak [f.27(a)] eranlarni 

alarga zabün va bar-kas qıhp dur. Fitna va makr alarga pısa, afsün va gadr alarga 

andısa. I:Iaqq ni'matlarıga na-sipas, galq yagsılıglarıga l).aqq na-sinas. Na-l).ifa~lıg 

dinları, na-inşaflıg ayınları. If ud-namalıl alarga sıva, f ud-pasandhg alarga miva. 

DInlanga 'aql yoqıdın quşür, 'aqllanda dIn yoqıdın futür. Libaslanda nafs lawşıdın na­

paklik, libasatlanda gat gabaşatıdın bı-paklik5 . 

Hus-yarları jahl mayıdm mast, üsrüklari may-u-ma'süqa-parast. 'Ayb-bfnlıq 

na~arları, 'ayb-jÜıuq6 hunarları. Kayd-u-farIbda fusün-saz, makr-u-l).Ilada sil).r-pardaz. 

BI-jurmlarga qaşd-u-gaybatları qatl-payvand, bı-gunahlarga kigb-u-tuhmatları rast-

manand. I:Jaqq tarafın tutmaqları muta'assir, batil janibıdın ötmaklari muta'ağğir. 

Englik bila yüz qızartmaq alarga tazyin, söz aşnasıda yüzlariga qara tilamak alarga ayin. 

Sah-zada parI-şürat abusqaga islari gadr va bl-dad, zangı7 dIv-şIrat oynasqa rasmIarı 

mul).abbat va ittiJ,ıad. Pardada olturmaglıgları l).Ila-sazhg, yasanıp atlanmaglıgları [f.27(b)] 

aspak-bazlıg. analans 'ankabüt tarı, ne parda-püs bolgay bu naw' kisiningparda-dart 

KanIzıo 
ki eski sanajqa gaza sürtkay va titray dürgan baSqa titragüc sancqay, awla 

ol dur ki falak anıng baSını ajal tası bila yancqay. Bu ta'ifadın agar qan dadak dur ki 

yasanurga ragib dur va agar arpa yey almas esak dur ki naqsın afsar-u-jolga talibU, 

buıarmn~g zabün eranlari, yük tartar esaklari va 'ajiz qaltabanları va qullan 12 balki 

dadaklari 13. 

Andaq ki barı bala'iqda tafavut bar, bularnın~g ham tafavutları bI-l).isab dur va bI-

1 mastür boldı [K, UZ]. 2 K, MSIb, MS/c; bayllann [Klfn., MS/a]. 3:gı ~ Jrı!i'tl' t::. d) o) §ei§-o 'lilI=B9~: 

Lİ na-bvus '{";:b~o 4 bVud-namaylıg [MSIb]. 5 om. ('::0)1fıA~tı~1*) [UZ]. 6 'ayb-jüylıq [K, 

MS/b, MSıc]. 7 K, MS/b, MS/c; zangr va [MS/a]. 8 qulla [MSıb]; qfla [K, MSıc]. 

9 om. (':: 0)1fıA~tı~1*) [UZ]. lO Kampir [MSIb]; Kanıza [K]. II talib dur [K, MSıc]. 12 K, 

MSIb; om. (va qullan) [Klfn., MS/a, MSıc]. 13 om. (.:: 0)1fıA~tı~1*) [UZ]. 
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sumar
1
. Bu tafavut üc qism dur ki

2 
biri 'avamm dur va biri bavaşş dur va biri baş şu-l-

h- 3 
vaşş. 

'Avammları baha'im-u-siba'-manand, icmak-u-yemak-u-uyquga bursand. Ta'atları 

zıb va arayis, 'ibadatlan zınat va namayis. Si'arları İslamdın gaf1at, murad-u-kamlan 

fisqda
4 

suhrat
5

• 

Ijavaşşları İblIs-si'ar va dIv-ayin. SIvalan makr va pIsalan kin. Şavab-ra'ylan rIv va 

makkarlıq, şaıal?-u-taqvaları sitam [f.28(a)] va gaddarlIq. Gadr-u-makrda dIv alar 

qasıda güı, fasad-u-l?Ilada saytan alar alıda küL. Mala'ik alar qasıda balahat biHi 

ma'yüb, saytan alar alıda l?amaqatqa mansoo. Ijanavadalar buzmaq alarga masjid
6 

yasar 

dek fan(n), na-l?aqq qan7 alarga ölük tirgüzganca mustal?san. Yüz yal}sılıqqa min~g 

yamanlıg isHiri, nüs yetkürganga nIs urmaq asayisHiri. 'İffat-u-şaıal? öyi alardm buzuq, 

'afiyat-u-zuhd binası alardm yıquq8. 

Alar makrı ta'rIfıda köp 'ulümda dana va köp diqqatlıq l?ukama' kitablar taşnIf 

durlar va mujalladlar bitip durlar va mubalagalar bila bast1ar durlar va hanüz 

özlarin 'ajiz va muqaşşir bilip durlar. Bu bir neca IJ'u,.<ı>JL ..... -,-,-""ııHL""" 

ta'rIflann etsa LO bolgay va tawşIflanmng yüzdin biriga yetsa boıgay. 

bila ne naw' 

Amma başşu-l-başşları bularga 'aks-i mWlaq, I:ıaqq-güy va I:ıaqq-sinas va tillarida [44-

6eT] I:ıaqq va köngüllarida dagı I).aq(q). 'Ulama'-i İslamga alardm fa'ida-yi umid, awliya'-i 

'i~am alar anfasıdm mustafid. Anbiya'-i mursalIn
ll 

alarga madiI:ı bilgil, mala'ika-yi 

muqarrabfn alarga egaci-singil. 'İffat tarıdm baslarıda miqna' [f.28(b)] va 'işmat 

I:ıullasıdm yüzlarida burqa,12. Bu burqu'm ol yüzdin I:Iaqq yıraq qılmasun va futür yelidin 

bu parda ol vajhdm acılmasun. 

Ottuz sekkizinci faşl «Ri'a'I mağa'ib13 ğikrida» 

1 sumar [MSıb]. 2 MSIb; om. [K, MS/a, MS/c]. 3lJaşşu-l-lJaşş dur [K, MS/c]; om. (;:O)%A~7i~ 

11.$:) [UZ]. 4 fisq va [MSıb]. 5 om. (;: O)Jf~A~r~~1*) [UZ]. 6 masajid [MSıb]. 7 K, MSIb, 

MS/c; om. [MS/a]. 8 om. (;: 0)%Af11~~11.$:) [UZ]. 9 kalamat [UZ]. lO aytsa [UZ]. 

II mursalınnı [K, MSIb, MS/c, UZ]. 12 ffJi~jjl'Jitrt::cl6O)~if ({ı L < t±~~O)JJi~Eı{JiJ~~if)o 
Eı9~: ı± burqu' -C &0 ~ o 13 saylJlar [Klfn., MS/c, UZ]. 
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SaYb-İ ri'a,'i ra'naJıq jilva-namayi. MisI dur altun bila rü-kas, taSı fus-namay va iCi 

na-~ Vas 1 va şüratı darvısvas va ma'nısı sarasar gas(s). Va arastalıgı barca qayd, 

karamatı tamam sayd. 

'İmaması ri'asat yüki, basıda bir fasid biyal har tüki. Egnidaki muraqqa' rang­

amIzlıglar2 
bila mulamma'. Ridası 'uyübmm~g parda-darı, ri'a' carbı egirgan har tarı. 

Misvaki tama' tısm ititürga
3 

s awhan , sana-damda rIs-band aıatı nihan. Muhra-bazlıg 

tasbIlp.n evürmak, uzunraq namazdm
4 garazı el körmak. Kulah-i dawlat ol dawlatmandqa 

dastar, uzunraq 'ilaqası tülkü quyrugıdm namüdar. MaQ.allsız şayQ.ası ba-gayat savug 

andaq ki vaqtsız ün
5 

tartqan tavug. Gaflatdm awradıda 'aıaıa necük
6 

ki
7 

mastlar bazmıda 

duma-taıaıa. 

Barca kalimatı Q.nat-angiz, majmü' Q.arakatı garaz-amiz. Vaqi'ası barı yasalgan, 

uygaglıq8 degani barca yaıgan. Sama'ı uşüldm [f.29(a)] tasqarı, vajd-u-şa'qası ta'rIf 

ahangidin narı. Şüratıda munea pıc-dar-pic, ma'nIsı bVud baSım ayaq hic. Bu bablş gat9 valO 

munea arayis, pak 11 eraruar Q.illıdm anda namayis. Hayhat hayhat, uyat va yüz mmguyat. 

Turfa bu kim bu ma~harga murldlar ham bar, bidmatıda barca sIfta va bI-qarar. Va 

ol bu dukkanm yürütüp tadbir bila va bu 12 ma'rakam tutup 13 tazvlr bila kim sayatlnga 

maQ.all_i
14 

Q.ayrat dur va dIv-i la'Inga müjib-i 'ibrat va nafrat
15

• [45-6eT] 

Na~m: [BaQ.r-i Ramal (-v--/-v--/-v--/-v-)] 

Faqr ismı birla munca sayd-u zarq-u bu ri'a' 

Saltanat dek dur ki qılgay padsah-i büriya 

Bu agar darvıs özin qılsa guman, ol padsah 

Yoq 'ajab cün ikkisida yoq turur 'aql-u-Q.aya' 

Ottuz toqquzuncı faşl «Ijarabat ahlı gikrida» 

1 ~Jl~ır~Ut.:66O)96ifo ~f.e~H:ıj:na-bvust:cb.:6o 2 rang-amlzlıg [K, MSIb, UZ]. 3 elWrga [K, 

UZ]; eltü[r]ga [MSıc]. 4 namaz [MSIb]; namazıdm [K/fn., MSIc]. 5 K, MSIb, MS/c, UZ; agan [MS/a]. 

6 necün [UZ]; andaq [K/fn., MSıc]. 7 kim [K, UZ]. 8 uygaglıqda [K, MSIb, MSıc]; uygaglıgıda [UZ]. 

9 gatga [K/fn., UZ]. LO om. [UZ]. II om. [UZ]; va [MSıc]. 12 om. [UZ]. 13 qurup [K/fn., UZ]. 14 

mal}alla [UZ]. 15 nafrat dur [K, MS/c, UZ]. 
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Rind-i barabati ki may icmak bila ötar awqatı, I:ıubab dek bada havası basıda, 

şuraI:ıI dek baS qoyar yeri sagar qasıda. Dayrda har qayan ki bazmı körüp, sabü-kaS1ik 

vasnası bila özin yetkürüp, namüs dastann baSıdm alıp, bir jur'a ücün may-furüs ayagıga 

salıp. May-tana taraddudıdınl bf-tan-u-manlığı, paymana ta'alluqıdın2 
bf-sar-u­

samanlığı. Har
3 

mug-bacca elgidin ki jamı tartıp, Jamslddm istigna'-u-sawkatı artıp. 

Mug-baccalar yüzi alıda but-parast, dayr pIn ayagıda baSı tofraqqa past. [f.29(b)] Yaqası 

may-t Va ra sütlar elgidin· cak, köngli ham alar 'isqı tlgıdın zatmnak. Dayrda may 

gadalıgıga istiğalı 4, elgida maY-bananuıg smuq sufalı. Rusvalıg küyıda ayagı yalang, bası 

ham, bad-mastlar dast-burdıdm5 manglayı zabmlıq, qası ham. 

Vujüd-i sabşm qılur ücün pa-mal, majalisda yeri şaff-i ni'aı. BaSıga 'imama miI:ınatı 

artmay, boynı6 
rida' minnatm tartmay. Nafsı garca tofraqqa ham-dast, himmatı alıda 

falak past. Zaman navayıdm 7 
köngli ğamsız, falak I:ıavadişıdm 8 

batin alamsız. Vujüd-u-

'adamdm bolmay harasan, bar-u-yoq himmatı alıda yak-san. ŞuraIp dek talb yıglamaqdın 

nisatı, may dek ayaqqa tüsmakdin inbisatı. Mug dayrıda9 bir dam sağalmay, dahr bayr-

u-sarrıga köz salmay, zaman yabsı-yamanı bila isİ yoq. Desa bolgay ki 'alarnda mundaq 

kİsi yoq. 

DahrIo ahlı ~ulmıdm mundaq ma'asqall mU\rlqq, 'afvl2 raI:ımatıga mustaıp.qq. Vujüd 

may-kadası tofragıda fani, umIdı I:Iaqq [46-6eT] karamıdm baqa-yi javidani. Rind-u­

gadaga ki
I3 

yetip bu iqbal-u-dawlat, sahlarga anıngI:ıalıdm arzü va l).asrat. 

Ruba'I: 

RindI ki fana' jammı tartar payvast dunya bila abiratqa ermas pa-bast 

I:Iaq(q) raI:ımatı ummIdı bila tün-kün mast köp artuqraq ki zahid-i zarq-parast 

Umfd
I4 

ol-ki barı na-muradlarga I:Iaqq bu fana' dawlatm qarIb qılğay va tawba 

sa'adatı bila baqa-yijavId naşIb etkay. 

1 K, MSIb, UZ; TRDYDYN [MS/a, MSIc]. 2 K, MSIb, UZ; ta'aqqulıdm [MS/a]; ta'lIqıdm [MSIc]. 3 K, 

MSIb, MS/c, UZ; bir [MS/a]. 4 aSgalı [UZ]. 5 K, MSIb, MSIc, UZ; sitizıdm [MS/a]. 6 boynıda [K, 

MS/c, UZ]. 7 navasıdm [MSıb, MS/c]; HaBoMrr6rr.ı:ı:I1H [UZ]. 8 havasıdm [UZ]. 9 dayrı dek [UZ]. 

LO Dawr [MSıb]. II ma'as [UZ]. 12 I:Iaqq 'afv-u [K, UZ]; 'afv-i Gafür [MSıb]; I:Iaqq ta'aıanın~g 'afüv 

[MS/c]. 13 kim [K, UZ]. 14 Amma umId [MSıb]. 
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Qırqmeı faşı «DarvIs-[f.30(a)]-lar gikrida» 

Darvis ol dur kil bolgay riia'-andis. Agar iCida bolsa yüz nis, taSı bolgay marham-

ayın va muıa'amat-kis2 . 

DarvIs kerak k{ şidq-u-fana' rarIqm tüzgay va özin necük ki bar, andaq körgüzgay. 

Ananıyat gil~atıga qattıg riyaiatlar bila şafa' bermis bolgay va nafsanıyat siddatıdm 

'a~Im mujahadalar bila cıqıp, faqr tarIqıga kirmis bolgay, balki vujüd tafriqası vadIsı qat' 

etmis bolgay4 va fana,5 daru-l-amanı6 jama'at-banasıga yetmis boıgay. Himmatı 

na~arıga <ma sawiya Allaha> na-mawjüd, balki vujüd-i mwlaqdm özga barca na-büd. İCi 

tası bila muvafiq balki arıgraq, barİm ~ahirı bila musavI balki yarugraq. Agar ~ahirıda 

barin ibfası ücün körünsa gas(s)lıq7, andm muradı bolsa malamat-kaslıq. 

Barİn şaf(f)ı ~ahir8 tIraligiga ne
9 

munafi. DarvIs tom yırtuq andaq dur
lO 

ki
ll 

ganj 

makam buzuq. Şafa,12 ahlı capanda
13 

andaq dur
14 

ki
15 

FarIdün ganjı vayranda. Ma'nI 

ahlıda16 !:ıaqIqat magfi va şürat ahlımng!:ıaqıqatıl7 
da'vi va da'vI !:ıaqIqatda bI-ma'ni. 

Eranlar !:ıalları şüratm yasurup turlar va malamat şüratıda na'l baz-güna urup 

turlar va ~ahirları binasm buzup turlar va batinları [47-6eT] asasm tüzüp turlar. 

Qaiadm ne kelsa, özlarin riiaga yasap turlar va 'aIam ahımmg qattığ-ranj-u-irik-

malamatıga eıdap turlar. Yemak-u-icmakdin kecip durlar, I:Iaqq rizasm istarda [f.30(b)] 

gam yep qan icip durlar. Riia'-u-taslIm zaYiyası maqamları, faqr-u1 8-fana , badiyasıda 

ararnları. Adab
l9 

va tavaiu' alarga kis, dusman-u-düstga nlk-andis. Bu şifat va ayın bila 

bolgan erür darvis. 

Ruba'I: 

Ya Rab (b ) ki fana' qusmı ramım ayla ramım demayin ki şayd-i damım ayla 

Ham faqr tarIqıda guramım ayla ham zaviya-yi fana' maqamım ayla 

1 kim [K, UZ]. 2 MSIb; maHimat-kIs [K, MS/a, MS/c, UZ]. 3 kim [K, UZ]. 4 MSIb; om. (balki vujüd 

~ etmis bolgay) [K, MS/a, UZ]; balki vujüd tafriqasıga yetmis bolgay [MSıc]. 5 fana'-dar [MS/a]. 

6 K, MSIb, UZ; om. [MS/a, MSıc]. 7 om. [UZ]. 8 om. [MSIb]. 9 MSIb, MS/c. om. [MS/a]; tlraligi 

kanı [K, UZ]. 10 turur [K, UZ]. II kim [K, UZ]. 12 sara! capo [UZ]. 13 jahanda [K, MS/c, UZ]. 

14 durur [K, UZ]. 15 kim [K, UZ]. 16 ahlı [K, MSIb, UZ]. 17 l:ıaqlqI [UZ]. 18 om. (faqr va) [UZ]. 

19 Adab [K, MSIb, MS/c, UZ]. 
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